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2009(平成21)年度は、岡山大学創立60周 年の節目にあたるとともに本学の位置する岡山市

が 4月 1日 に政令指定都市に移行するなど、地域にとっても変化の大きい時期でした。本セン

ターでは6月 から3月 まで3件の発掘調査を実施し、調査に追われる 1年となりました。

津島岡大遺跡第32次調査 (教育学部剣道場新営)では、比較的小規模ではありましたが縄文

時代後期の貯蔵穴が12基確認されるなど大きな成果がありました。鹿田遺跡では、第20次調査

A地点 (中 央診療棟新営共同溝地点)と 同B地点 (中 央診療棟新営本体工事地点)の比較的大

規模な調査を実施し、中世後半を中心に豊かな資料を確認しています。

また、創立60周 年記念事業の一環として、岡山市デジタルミュージアムで企画展『水と人の

環境史―岡山平野の五千年 lを、2009年 8月 5日 から23日 の17日 間にわたつて、岡山大学大

学院環境学研究科などの多くの部局の協力を得て開催しています。これは、2008年度の第11回

岡山大学キヤンパス発掘成果展 F水 と循環』を発展させるとともに、総合大学としての特色を

生かし、学際的な研究のいっそうの推進をめざしたものです。

考古学の分野では、過去の文化・文明が環境への対応を誤つたために崩壊の道をたどった例

が、イースター島や、マヤ文明、カンボジアのアンコール遺跡群をはじめとして、最近注目さ

れるようになってきています。森林の伐開が進むと土壌の流出や水資源への影響を引き起こし、

気候の大きな変動がひとたび生じると、それに耐えることができなくなって一気に文明が崩壊

してしまうというのです。

今回の企画展を通じて水と人とのかかわりを見つめなおしてみると、岡山平野などの地域で

は、水を利用し制御するシステムが少しずつ着実に整備されていっていることに驚かされます。

それは、「文明」というような急激な発展ではないのですが、緻密な樹木が時間をかけて成長

するように、知恵と技術が累積を続けているように見えるのです。このゆるやかではあるが着

実な累積こそ、日本列島という狭い島国で豊かな文化を展開し続けることができたひとつの理

由であるかもしれません。

本センターでは、引き続きこのような学際的研究を発展させていきたいと考えていますので、

今後ともご理解とご協力をよろしくお願いします。

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター

センター長 (理事)     北 尾 善 信

副センター長 (大学院社会文化科学研究科教授)新  納   泉
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例  ロ

1 本紀要は、岡山大学坦蔵文化財調査研究センターが、岡山大学構内において2009年 4月 1日 から2010年 3月 31日 までに実施

した埋蔵文化財の調査研究成果およびセンターの活動についてまとめたものである。

2 本紀要において報告している津島岡大遺跡は岡山市北区津島中一丁目1-1、 二丁目1-1、 三丁目1-1、 鹿田遺跡は岡

山市北区鹿田町二丁目5-1に所在する。

3 工藤雄一郎氏 (国 立歴史民俗博物館)か らは津島岡大遺跡の研究に関する玉稿をいただいた。そのほか本文は、池田 晋・

岩崎志保・野崎貴博 光本 順・山本悦世が分担執筆し、執筆者名は目次および文末に記した。図面の作成には井上佐智・

西本尚美の協力を得た。

4 編集は新納泉副センター長・山本悦世調査研究室長の指導のもとに光本が担当した。

凡  例

1 岡山大学構内の埋蔵文化財の調査にあたっては、平成14(2002)年 4月 1日 から施行された「潰I量法及び水路業務法の一部

を改正する法律」に基づき、世界測地系を採用し、構内座標を次のように定めている。

1)津島地区では、国土座標第V座標系の座標北を基軸とし、(X,Y)=(-144,1564617m, -37,2467496m)を 起点とす

る構内座標を設定している。構内座標の内部は一辺50mの 方格で分割した区画を用いている。

2)鹿田地区では、国土座標第V座標系の座標北より東に15° 振り出した座標軸を基軸とし、(X,Y)=(-149,4563718m,
-37,6467700m)を 起点とする構内座標を設定している。構内座標の内部は一辺 5mの方格による地区割りを用いている。

3)挿図中で用いる方位は、津島地区・鹿田地区は国土座標系の座標北を、その他は磁北を用いている。

2 岡山大学構内の遺跡名は、周知の遺跡の場合はそのまま名称を踏襲する。他の地区の調査地点は任意の名称で仮称する。

3 調査名称は、「発掘調査」に分類したものについては、遺跡ごとに調査順に従って次数番号で呼称し、「試掘・確認調査」、「立

会調査」に分類したものについては、任意の名称を用いる。発掘調査のうち、小規模で確認調査から連続して調査したものは、

「試掘・確認調査」に分類する。

4 調査一覧表に記載した所属部局は、原則として各部局の頭文字を略号として用いている。

5 付表 2に記載した既往の調査一覧については、掘削深度が中世層以下に達した調査を対象とし、その他については除外した。

未掲載分も含め、すべてのデータは、当センターにおいて保管している。

6 本文などで使用している調査番号は表と一致する。

7 本紀要に掲載の地形図 (図 22)は、岡山市域図を複写したものである。



第 1節 発掘調査の概要

第 1章 津島岡大遺跡の調査研究

第 1節 発掘調査の概要

津 島 岡 大 遺 跡 第 32次調 査 (教育学部尖J道場 :調査番号 1、 津島北AX02区 )

a.調査の成果

縄文時代後期から近代におよぶ各時期の遺構・遺物を確認した。

縄文時代後期 本調査地点の北60mに位置する第17・ 22次調査地点では微高地上に集落が展開することが判明し

ており、今回の調査によつて当該微高地の南限を把握した。また、本調査地点で確認した河道は、第 3・ 15次調

査地点、第 5次調査地点の河道と一連のものと考えられ、当時の自然地形を復元するデータが得られた。12基の

貯蔵穴の検出は、本調査地点周辺では、第 3・ 15次調査地点、第 6。 9次調査地点に次ぐもので、第17・ 22次調

査地点の集落域を囲むように、近辺の谷や河道を利用して貯蔵穴を営んでいたことがわかってきた。

弥生時代 弥生時代前期に帰属する水田畦畔を確認した。

調査期間

調査担当

調査面積

遺構・遺物

〔遺構】

【遺物】

その他

2009年 7月 16日 ⌒■0月 13日

池田 晋 (主任 )・ 岩崎志保

383■ぽ

縄文時代後期 :貯蔵穴・土坑、弥生～古墳時代 :水田畦畔・溝・ピット、古代 :転写畦畔、

中世～近世 :溝・耕作痕

土器類 (縄文土器・弥生土器・須恵器・土師器)、 石器、植物遺存体 (ア ンペラ・堅果類 )、

動物遺存体 (ウ シ・ウマ)

2009年 10月 3日 に現地説明会を開催 :見学者130名

b.調 査 に至 る経緯 と経過

(1)調査に至る経緯

2009年度に岡山大学津島地区に教育学部剣道場の新設が計画された。計画地は、津島地区の北東部に位置する、

現教育学部体育館北側の駐車場として利用されている地点で、既存の体育館を北に増築する計画である。

計画地周辺は既往の発掘 ,試掘調査によつて、遺跡の概況が比較的判明している一帯である。計画地の位置す

る津島地区北東部を中心に、縄文時代後期の集落が展開していたことが判明している。また、弥生時代以降では、

基本的には耕作域としての利用が進み、近代に至るまでの各時代の遺構 ,遺物が確認されている。

これらの調査成果から、今回の剣道場計画地においても縄文時代後期から近代におよぶ遺構・遺物の存在が予

測され、発掘調査を実施することとなった。

(2)調査の経過

発掘調査に先立ち、 7月 9'13～ 15日 の 4日 間に、近 。現代の造成土と、近代の耕作土を重機により除去 した。

造成上中において、東西方向に棟を向けた旧陸軍関連の建物基礎を確認 した。

発掘調査は7月 16日 から10月 13日 まで実施した。経過は以下の通り。近世 :7月 16日 ～28日 。中世 :7月 28日 ～

-1-



第 1章 津島岡大遺跡の調査研究

図 1 調査地点の位置

8月 4日 。古代 :8月 4日 ～25日 。弥生～

古墳時代 :8月 25日 ～ 9月 11日 。縄文時

代後期 :9月 14日 ～10月 13日 。なお、10

月 3日 には現地説明会を開催 し、130名

の参加者があった。

c.調 査の概要

(1)調査地点の位置 (図 1)

本調査地点は津島北地区の東部、津島

岡大遺跡の構内座標ではAX02区 に位置

する。

周辺では、北60mに 17・ 22久調査地点

(環境理工学部棟 )、 北東70mに 第 3・ 15

次調査地点 (新技術研究センター)、 西

80mに 第31久調査地点 (福利厚生施設東

棟 )、 北西110mに第 6'9次 調査地点 (工学部 6号館)が位置する。津島北地区の北東部は既往の調査地点が比

較的密集してお り、すでに多 くのデータの蓄積がある。一方、本調査地点の南側、津島北地区の南東部は、立会・

試掘調査の実施はあるものの、データの希薄な一帯になっている。

第17・ 22次調査地点では、微高地上に縄文時代後期の集落が展開していたことが判明している。本調査地点は、

そのす ぐ南側に位置してお り、微高地の拡が りの確認が課題の一つであった。また、第 3・ 15次調査地点、本調

査地点の西南西220mに位置する第 5次調査地点では、いずれも同時期の河道が確認されてお り、同一の河道で

あったと推定されている 1)。 本調査地点は、両地点のほぼ中間に位置 してお り、河道流路に関するデータの収集

も予測された。

(2)層序と地形 (図 2)

図 2に 、調査区内の地形の推移をよく示す中央の南北断面を示 した。図の縮尺は、水平方向を垂直方向よりも

圧縮 して示 している。確認 した堆積層は、19層 に大別できる。

1層 :造成土。1907～ 1908年に実施された旧日本陸軍駐屯地造営に伴う造成土である黄橙褐色砂質土 (真砂土)、

および岡山大学設置以降の造成土 (褐色土)を一括 したもの。現地表面の標高は48～ 535m。

2層 :明灰～青灰 (グライ化)色砂質土。近代の耕作土層で、形成時期の下限が1907年である。上面の標高は40m。

層上面に南北方向の畝痕跡が列状に並ぶ。

3～ 5層 はいずれも砂質がつよく、似た色調・層相を呈する近世の耕作土層である。分層は色調と、鉄分・マ

ンガンの集積面を目安とした。

3層 :灰責褐色砂質土。近世の耕作土。上面の標高は385m。 鉄分の沈着が顕著。

4層 :責褐色砂質土。近世の耕作土。上面の標高は38m。 4・ 5層 からは陶磁器片が出土 している。

5層 :責褐色砂質土。近世の耕作土。上面の標高は375m。

6層 :灰黄褐色土。層上面の耕作痕から13～ 14世紀頃の上師質土器椀の底部片、層中から亀山焼の破片が出土 し

ていることから、中世の耕作土と考えられる。上面の標高は37m。 色調・層相が 7層 と似るものの、本層が鉄分・

マンガンを多 く含むことで区分される。

7層 :黄灰褐色土。層中から土師質鍋の支脚片などが出土 してお り、中世の耕作土とみられる。上面の標高は36

～365m。

匪Z2既 発掘調査地点  目 試掘・確認調査地点
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5 0m

4 0m

2 0m

1 0m

IAX-7

IAX-8

1   3 0m

1造成土

2明 灰～青灰色粘質土

3灰 黄褐色砂質土

4黄 褐色砂質土

5黄 褐色砂質土

6灰 策褐色土

7黄灰褐色土

8淡 黄灰褐色土

9黄灰褐色土

10灰 色粘質土

H灰 白色砂質土

12灰 色粘質土

13暗灰色粘質土

14a淡灰褐色砂質～褐灰色粘質土

14b淡褐灰色粘質土
14c褐灰色粘質土 (植物遺体△)

15a明黄褐色細～祖砂

15b灰 白色砂混淡灰褐色北質土
15c淡灰褐色粘質土
15d談灰色粘質土

15e淡褐灰色粘質土
15r淡灰～淡褐色雅質土
15g灰色粘質土

16 黒褐～黒灰色粘質土
17a暗灰色粘質上
17b灰色砂質土

図2 南北中央断面図

18a暗灰色粘質土
18b暗青灰色微～細砂
13c暗灰色粘質土
18d暗青灰～灰色砂質土
と8e青灰色細～粗砂
18f青灰色微～細砂
19a淡～暗黄灰色砂質土
19b青灰色粘質土

19c青灰色粗砂

19d淡青灰色粘質土
19e灰色粘質土
19f暗黒灰色粘質上 (植物遺体△)

8層 :淡責灰褐色土。上面の標高は355～ 3.6m。 上下層との関係から、古代末から中世前半の耕作土と考えられる。

色調・層相が 9層 と似るものの、本層が鉄分・マンガンを多 く含むことで区分される。

9層 :黄灰褐色土。上面の標高は345～ 35m。 8層 と同様、古代末から中世前半の耕作土と考えられる。

10層 :淡灰色粘質土。 8'9層 よりも細粒で、粘性がつよい。上面の標高は3.35m。 10層 から上層では、縄文時

代以来の地形の起伏がなくなる。他の層と比較 して多 くの土器片・礫を含んでいる。土師器・須恵器・鉄津が出

土 しており、時期は9～ 10世紀の範囲に収まる。色調・層相から耕作土とみられるが、土器の出土量は周辺域か

らの流れ込みによるものとは考えにくく、近辺に当該期の集落が存在 し、その包含層を削つてもたらされた可能

性がある。

11層 :灰白色砂質土。上面の標高は3.15～ 325m。 層厚 1～ 5cmと 薄 く、地点によっては上層からの攪拌によつ

・イ
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第1章 津島岡大遺跡の調査研究

て粘質土となり、10層 と同化 しているものの、本来はパウダー状を呈す極細砂～細砂の氾濫堆積物 (洪水砂)で

ある。遺物は少ないものの須恵器小片などが出土 してお り、古墳時代後半に帰属するとみられる。

12層 :灰色粘質土。マンガン・鉄分の集積が著 しく、色調から耕作土とみられる。色調・層相は13層 と似ており、

本来は同一層であつたものが耕作活動による還元化が進み、上層が脱色化 したものと考えられる。出土遺物に須

恵器は含まないため、形成時期はおよそ弥生時代後期末から古墳時代前半の幅を考えておきたい。12層上面では

転写畦畔を検出してお り、10層段階の耕作面の状況を反映している可能性が高い。上面の標高は305～ 32m。 調

査区東端部が13層以前の地形を反映して最深部で15cm程度窪む。

13層 :暗灰色粘質土。上下層と比べやや暗色がつよく、微弱な土壌化作用を受けているとみられる。出土遺物お

よび周辺調査地点の成果から、弥生時代後期の堆積層と判断される。耕作土の可能性 も考えられたが、畦畔は確

認されなかった。上面の標高は28～ 31mで、縄文時代以来の地形を反映して調査区東部にたわみがみられた。

14層 :14a～ 14c層 に細分できる。14a層上面の標高は265～ 30m。 14層 の堆積により縄文時代以来の谷はほぼ

埋没 している。微高地から低位部に堆積する14a層 は耕作土の可能性があるが、低位部を埋める14b・ 14c層 は

自然堆積層である。上下層との関係から弥生時代中期頃と考えられる。

15層 :15a～ 15g層 に細分できる。15a層 は氾濫堆積物 (洪水砂)と みられ、上面の標高は23～ 29m。 15f層

は微高地の16層 を覆う、16層上面の畦畔機能時の耕作土である。出土遺物は各層とも非常に少なく、堆積時期は

上下層との関係から弥生時代前期末から中期までの幅に収まると考えられる。

16層 :黒褐 (微高地)～黒灰 (低位部)色粘質土。津島岡大遺跡一帯で「黒色土」層と通称 している、鍵層とな

る土壊化層である。上面の標高は20～ 27mで、調査区全体で確認された。層厚は10～ 30cmで、低位部に向かう

ほど薄 く、色調 も淡 くなる。微高地の層上面で15f層 を耕作土とする水田畦畔を検出している。周辺の既往の調

査成果から弥生時代早～前期に形成された層と考えられる。

17層 :17a～ 17b層 に細分できる。17a層上面の標高は175～26m。 17層 は、微高地では、安定 した土壊化層で

ある16層 の漸移層として位置づけられ、少なからず土壌化の作用を受けている。一方、低位部では堆積が厚 く、

土壌化が進行 しなかったようである。遺物の出土は少なかったものの、礫の出土 (円礫～亜円礫)が 目立った。

堆積時期は、縄文時代後期中葉以降から弥生時代早期までの時間幅が考えられる。

18層 :18層 は低位部のみに堆積する層で、18a～ 18f層 に細分できる。18d～ 18f層 は砂層を主とする河川性堆

積物で、これらの堆積期間に低位部は河道として機能していたとみられる。18a・ 18c層 は暗色 ,粘性がつよい

微弱な土壌化層で、河道埋没後に低位部が地表面として機能していた時期があったことを示す。18a層上面の標

高は16～ 19m、 18c層上面は145～21m。 微高地に向かうにつれて18a・ 18c層 は 1つ の層に収敏 し、分層は困

難となる。また、18a・ 18c層 は微高地側では17層 と独立 した土壌化層としては認識できず、削平を受けている

か、一連の微弱な土壊化層として収敏 していると考えられる。18b層 は上下の土壌化層に挟まれた自然堆積層で、

低位部の最深部のみで確認された。18a層の土壌化作用の及ばない範囲にのみ残存 した層とみられる。

18f層 中、および19層 との層理面からはまとまった量の縄文土器が出土 した。時期は後期初頭から前葉を主体

とする。12基 の貯蔵穴が18a・ 18c層の各層上面から掘 り込まれてお り、河道が埋まった後に形成された谷を利

用 したものである。貯蔵穴内からの遺物は少量であったが、18a'18c層 のいずれの面の貯蔵穴も後期中葉に帰

属する可能性が高 く、後期前葉の幅に収まる間に18a～ 18f層の堆積が進んだものとみられる。

19層 :19層 は縄文時代後期以前の堆積層 (基盤層)で、平面調査の対象としたのは19層上面までである。19層上

面は、微高地では土壌化層をすべて取 り除いた面であ り、低位部では縄文時代後期前葉の時点の河道底である。

19層上面の標高は、08～ 24m。 19a～ 19f層 に細分できる。いずれも側溝内での掘削・観察に限られるが、19

層からの遺物の出土はなかった。
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第 1節 発掘調査の概要

(3)遺構 と遺物

①縄文時代後期 (図 3)

縄文時代後期の遺構検出面

は、19層 ・18a層 。18c層の各

層上面である。

司9層  19層 上面段階では、調

査区南東部に北東から南西方向

に流下する河道の右岸が通って

いる。第 3・ 15次調査地点の同

時期の河道と同一のものとみら

れ、第 5次調査地点の河道とも

一連の もの となる可能性が高

い。また、調査区北西部には落

ち込みがみられる。微高地は、

北東から南西方向に向かって緩

やかに下がっている。

19層上面の遺構は、河道の肩

|     |
□ Ю層検出遺構      0 _   (s=1/300)    lqm

図3 縄文時代後期検出遺構全体図

・
４

止
102-60 102-40 10220

AX-6

AX-3

で検出した土坑 1基 (SK l)の みである。貯蔵穴とは断面形・堆積状況が異なり、用途不明の遺構である。帰

属時期は検出面から縄文時代後期前葉とみられる。

刊8層 18層段階では、19層上面段階で調査区南東部に流下 していた河道が埋没 し、北東 一南西に軸をもった低

位部が形成される。微高地上および調査区北西部の落ち込みでは18層 を認識 しえなかったため、17層 をすべて除

去 した19層上面で遺構検出を行った。そのため、低位部以外の地点の地形は19層上面段階と変わらない。

貯蔵穴12基 (SP l～ 12)は低位部の底近 くの傾斜が緩やかになった地点に、おおむね等高線に沿うような状

況で検出された。先述のように、貯蔵穴には18a層 上面で検出したもの (SP l～ 3、 5～ 11)と 、18c層上面

で検出したもの (SP 4・ 12)がある。低位部中央部に古段階のものが、斜面部に新段階のものが分布する傾向

がある。いずれの検出面のものも後期中葉に帰属するとみられる。直径は05～ 16mの ものがあ り、規模にはば

らつきがある。貯蔵穴内からの遺物の出土は少なく、堅果類もまばらに残存するのみであった。埋土は、ラミナ

の観察されるシル ト～細砂で充填されているものが多 く、使用後に開放状態で放棄されたまま、緩やかな堆積環

境下で埋没 していつたと推測される。SP 9の底部付近ではアンペラが比較的良好な状態で検出された。

②弥生時代～古墳時代 (図 4)

弥生時代から古墳時代の遺構検出面は、16層 ・15層 。14層 ・13層 の各層上面である。

16層上面 18層段階の低位部は16層上面においても継続 しているものの、周囲の地形の埋積が進み、やや幅が

狭 く、傾斜の急な谷になっている。北狽Jの微高地に加えて、調査区南東端に向かって急な傾斜の立ち上が りが確

認され、南東側にも微高地が展開していたと考えられる。

微高地上において、水田畦畔および溝 1条 を検出した。畦畔は、傾斜に平行する北東一南西方向に2条検出し

てお り、直交する方向のものは部分的に確認 したのみである。溝 1条は北狽Iの畦畔の脇で検出された、幅10cm、

深さ3cmで 、畦畔に関連する遺構 とみられる。既往の調査成果から弥生時代前期に帰属すると考えられる。

15層上面 調査区北西端で溝 1条 を検出した。調査範囲では南側の肩の一部を検出したにすぎないが、地形の

傾斜と平行 して北東一南西方向に掘削されている。時期は帰属面から弥生時代中期～後期頃と考えられる。

13層 。司4層上面 14a層上面でピット2基、13層上面でピット1基を確認 した。深さは10cm程度で、いずれも
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図4 弥生時代～古代検出遺構全体図

柱穴などの構造物の痕跡とはみ

AX 6  なしがたい。時期は弥生時代後

期～古墳時代と考えられる。

③古代 (図 4)

古代の遺構検出面は、12層上

面の 1面である。

12層上面 12層上面段階では、

AX 3  縄文時代以来の低位部は埋没

し、調査区内はほぼ平坦となる

が、AX02-28に 向かって下が

る緩やかな窪みが残存 してい

る。ほぼ正確に東西南北を指向

する転写畦畔を検出した。南北

方向に2条、東西方向に 1条で

ある。幅20～50cm程度の鉄分・

マンガンの帯状の沈着として認

識された。02-30ラ インから東側で検出されなかった要因としては、下層の影響を受けて12層上面の地形が東に

向かって下がつており、鉄分・マンガンの沈着レベルが低い地点にまで達 しなかったためと考えられる。11層 は

氾濫堆積物で、耕作活動は想定できないため、10層段階の耕作活動を反映している可能性が高いが、正確な時期

の特定は難 しい。02-30ラ インの南北方向の畦畔痕跡の位置が、古代の坪境線とほぼ一致 し2)、 時期を検討する

際の参考となる。

④中世～近世

中世の遺構検出面は、8層上面 。6層上面の2面である。いずれの面でも調査区内の地形はほぼ水平で、南北

方向を基本とする耕作痕を確認した。出土遺物から、8層上面は古代末～中世前半、6層上面は13～ 14世紀頃の

耕作面とみられる。

近世の遺構検出面は、4層上面 。3層上面の2面である。いずれの面でも南北方向の耕作痕を検出し、分布状

況もほぼ同様である。 3層上面では、調査区東端に南北方向のやや幅広の溝が 1条検出されており、耕作地の区

画を示す遺構の可能性がある。 3～ 5層からは中世末～近世の遺物が出土している。

以上の成果は、整理途上の認識に基づくもので、正式報告は2010年度末刊行予定の報告書を参照されたい。

(池田 晋)

言主

1)山 本悦世 2004「 縄文時代後期の集落構造とその推移」『岡山大学埋蔵文化財調査研究センター紀要2003』 岡山大学埋蔵

文化財調査研究センター

2)池田 晋 2009「津島岡大遺跡における古代から近代の条里遺構」『津島岡大遺跡19』 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター
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学童保育室新営予定地 鰤査番号2、 津島北AV14区 )

図6 土層断面図

東西方向に延びるように位置している。調査地点の南狽1に現存する赤レンガ建物と同様、旧日本陸軍の建物があっ

たのであろう。さらにlm下 までが黄褐色の砂質土からなる造成土であり、層厚195mである。

2層 :暗灰色を呈する粘質土層である。上面の標高305m、 近代の耕作土であり、層厚01mである。

3層 :茶褐色を呈する砂質土層で、細砂を含む。上面の標高3.Om、 近世の耕作土と考えられる。

4層 :淡茶褐色砂質土で鉄分・マンガンを多く含む。上面の標高29m、 中世の耕作土層と考えられる。

第2節 試掘・確認調査の概要

生す__輩上聖竺型翌上__I∵ m

a.調 査の経緯 (図 5)

津島北地区に学童保育施設の新設が計

画された。予定地は津島北地区の北西部、

現在文学部資料館 として利用されている

赤レンガ建物の北狽1に あたり現状では緑

地となっている。建物の面積は130∬ で、

建物の構造上、地下への影響は少ないと

考えられることから発掘調査は行わず、

予定地中央に 1箇所の試掘調査を実施 し

て状況を確認することとした。

周辺では赤レンガ建物の南側で小橋法

目黒地点 (津 島岡大遺跡第 1次調査 ;

1981年 :図 5-※ 1)、 東約20mの 附属

図書館新館建設地点 (同 第12次調査 ;

物 発掘調査 E昌 試掘・確認調査
■  立会調査

番号は付表2の総合番号に対応する。

図5 調査地点の位置

1994年 :図 5-〇)を実施している。第 1次調査地点では弥生

時代及び古代の大溝の存在を、また第12次調査地点では縄文時

代後期から近代まで各時期の遺構・遺物を確認している。注目

される遺構としては、弥生時代前期の水田畦畔、弥生時代中期

～古墳時代初頭の大溝、古代の畦畔と東西方向の大溝がある。

以上の成果を踏まえ、特に縄文時代後期の地形復元と弥生時代

前期の水田のひろがりの確認を主眼に調査を行うこととした。

調査は建物予定地のほぼ中央部に2m× lmの試掘坑を設定

し、掘削を行つた。試掘・確認調査は2009年 4月 9日 に実施し、

調査員 1名が担当した。

b.調査の成果

【層序】(図 6)本調査地点では造成土以下14枚の土層を確認

した。以下順に記す。なお、いずれの層からも遺物の出土は見

られなかった。

1層 :造成土である。現地表面の標高は4,71mで ある。現地表

面よリーlmで赤レンガとコンクリー トからなる建物基礎を確

認 した。海抜標高38mに あたる。基礎は建設予定地内の北側に

1 造成上
2 暗灰色粘質土
3 茶褐色砂質土

(細砂)

4 淡茶褐色砂質土

Ⅲ 5実糟羅 土
6 淡褐灰色粘質土

ンガ 7 緑 色粘質土
(Fe多 )

8 黄褐色粘質土
(Fe多 、細砂)

9 淡褐色砂質土

コ  10 案盾裂色粘質土
(細砂多)

11 茶灰褐色砂質土
(Fe'Mn、 細砂)

12 暗褐色砂質土
(細～粗砂)

13 暗黒褐色粘質土
14 暗灰色粘質土～シルト

lm 
熙 黒色土

0    (S望1/401    lm
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第1章 津島岡大遺跡の調査研究

5層 :灰褐色粘質土で、グライ化が窺える。上面の標高282m、 中世耕作土層と考えられる。

6層 :淡褐灰色粘質土で鉄分を含む。上面の標高26m、 古代耕作土層と考えられる。

7層 :褐灰色を呈する粘質上で、鉄分を多 く含む。上面の標高25m、 古墳時代層と考えられる①

8層 :黄褐色粘質土で、鉄分を顕著に含み、細砂を混入する。上面の標高245m、 弥生時代層と考えられる。

9層 :淡褐色砂質上で、鉄分を多 く含む。上面の標高237m、 弥生時代後期相当と考えられる耕作土層である。

本層 :上面では南北方向の畦畔状の高まりを確認 した。

10層 :茶褐灰色粘質土である。細砂を多 く混入する。上面の標高225mを測る。

■層 :茶灰褐色砂質土で、鉄分・マンガンが顕者に見られ、細砂を多 く混入する。上面の標高22mである。

12層 :暗掲色を呈する砂質土層である。細～粗砂を多 く混入する。上面の標高20mである。

10～ 12層 の時期については遺物がないことから明確にはわからないが、弥生時代前期～後期頃の可能性が高い。

また細砂の混入が目立つという特徴から流水の影響が考えられる。

13層 :暗黒褐色粘質土層である。上面の標高は19m、 いわゆる「黒色土」層にあたり、その時期としては弥生

時代前期と考えられる。通常の黒色土に比べ、粘性が高く色調が暗い。

14層 :暗灰色を呈する粘質土～シルトである。上面標高17m、 縄文時代後期の基盤にあたるものと考えられる。

c.ま とめ

縄文時代後期、14層 の堆積時には本調査地点一帯は低地状を呈していたものと考えられる。弥生時代前期には

13層上面の標高は19mと 第12久調査地点と同様の状況であり、今回確認はされていないが上面に前期水田の広が

る可能性がある。13層 は形成されてはいるものの、通常の「黒色土」に比して粘性が強く暗い色調を呈しており、

縄文時代の環境が影響しているものと考えられる。その後12層～10層 の堆積時には粗～細砂を多く含む砂質土層

の堆積がみられ、おそらく弥生時代後期頃と考えられる9層段階には沖積化が進み、畦畔状高まりの存在からも

窺えるように耕作地としての利用が認められる。以後、近代までほぼ水平堆積が認められる。

本調査地点は津島岡大遺跡の北西端に近く、第12次調査の成果からもこの付近一帝は北あるいは北西方向に向

かって下がっていく低位部にあたるものと予想されていた。調査の結果、やはり縄文時代後期には低い地形であっ

たことがわかった。しかし、弥生時代前期には12次調査地点と同様に水田の可能性がある地形の広がりがうかが

え、また前期～後期にかけても、土地の形成が進んだことが確認された。

2.農学部構内植物工場新営予定地 鰯査番号3、 津島南BF20区 )

(岩崎志保 )

生す__輩と聖隼型翌上__坐翠
m

図7 調査地点の位置

a.調 査地点の位置 と経緯 。経過 (図 7)

本試掘・確認調査は、津島南地区西半部にひろがる農学部農場内への

植物工場建設誘致計画にともなうものである。試掘坑は工場建設が予定

された農場のほぼ中央に位置する大温室の北西角および南東角の 2か所

に設定 し、重機によって掘削 した。調査は2009年 8月 6日 に実施 し、調

査員1名が担当した。

調査の結果、遺構および包含層の広が りが確認され、事業が推進され

た場合、発掘調査が必要となることが判明した。しかし、本事業計画が

実施されなかったため、発掘調査には至らなかった。

b.調 査の成果

(1)北西地点の調査概要

本地点では近代以降の盛土が約 2mに 及ぶため、上面を43× 35m、
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第 2節 試掘 確認調査の概要

北西地点東壁断面

５０ｍ一　　　　　　　　輸
一

〈北西地点〉
la 明茶褐色砂
lb 茶褐色マサ土
lc 暗灰～暗褐色砂質土

(暗褐色土ブロック多、礫多)

2a 明灰色弱粘質土
2b 青灰色砂質土
2c 明灰色砂質土
3 明黄茶褐色砂質土 (Fe多 )

4 淡灰責褐色砂質土 (Fe多 )

5 灰責褐色弱粘質土 (Fe多 )

6 淡灰白色粘土 (Fe多 )

7 明灰褐色砂質土
8 明灰色粘土
9 明茶褐色粗砂

3 0m

2 0m

遺構
① 淡青灰色砂質土
② 灰色砂質土
③ 淡灰白色砂質土
④ 明灰茶褐色砂質土～砂
⑤ 明責灰褐色砂質土

【溝 1〕

【畦畔 l】

〔溝2】

【溝2】

〔畦畔21

南西壁

南東地点北東～南西壁断面

― 十一   北西壁 一 十一

3 0m

2 0m

〈南東地点〉
1 造成上

(北西地点lb、 lcに対応)

2 暗青灰色砂質土
3 灰色砂質土 (Fe多 )

4 明灰色砂質土 (Fe多 )

5 灰褐色弱粘質土 (Fe多 )

6 明灰色粘質土 (Fe多 )

7 灰色粘質土
8 暗灰色粘土
9 暗褐色粘質土
10 明責褐色土

遺構
① 明灰掲色砂質土 〔溝 1】

② 灰褐色弱砂質土 〔溝 P】

(8層 との境は不明瞭)

皿Ⅲ剛黒色土 睡重園遺構
L_______」

0  (S=1/400)  lm

図8 土層断面図

近代層以下を23× 1,2mの範囲で2段掘 りとし、標高1,8m、 GL-34mま で掘り下げた。なお、遺物は出土してお

らず、土層の時期は周辺の調査成果を参考に推定したものである。

〔層序】(図 8)

1層 :陸軍駐屯地造成 (1907年 )以後の造成土である。掘削部分は、大温室を含む農場の造成により、周辺の道

路面 (標高約37m)よ りもさらに lm以上盛土を施 してお り、上面の標高は 5mを 超える。そのため造成土は

3層 に分層できた。 la層は明茶褐色砂、lb層は茶褐色マサ上、lc層は暗灰～暗褐色砂質土で暗褐色土ブロッ

クや礫を多 く含んだ層である。このうち、周辺の道路面よりも高いレベルで確認された la層が農場造成時の盛

L
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第1章 津島岡大遺跡の調査研究

土、 lb層 とその下位の lc層が陸軍駐屯地造成以後の造成土と考えられる。

2層 :陸軍駐屯地造成以前の耕作土層で、近代の上層である。調査区北狽↓は東西方向の畦畔、中央部は東西溝と

なってお り、その南側および畦畔の下部で確認 した。上面の標高は286mで ある。

3層 :明責茶褐色砂質土で、上面は鉄分の沈着が著 しい。上面の標高は264mで ある。

4層 :淡灰責褐色砂質上で、鉄分の沈着が著しい。上面の標高は258mで ある。

5層 :灰黄褐色弱粘質土で、鉄分の沈着が著 しい。上面の標高は252mで ある。 3～ 5層 は近世層と考えられる。

6層 :淡灰白色粘土で、鉄分の沈着が著 しい。上面の標高は24mである。中世層と考えられる。

7層 :明灰褐色砂質土で、上面の標高は228mで ある。古代～中世の土層と考えられる。

8層 :明灰色粘土で、上面の標高は218mで ある。古代層と考えられる。

9層 :明茶褐色粗砂で、上面の標高は212mである。掘削は標高18mま で行ったが、それ以下はボーリングステッ

キによって堆積状況を探つた。その結果、ボーリングステッキの先端が到達した標高約 lmま で粗砂層が続いて

いることを確認 した。古代以前の河道とみられる。

【遺構】(図 8)2層 では、東西方向にのびる近代の溝と畦畔を確認 した。溝 1は幅086m、深さ0.2m、溝 2は幅112

m、 深さ014m、 畦畔 1は幅1.15m以上、高さ018m、 畦畔 2は幅1.2m以上、高さ016mを はかる。遺構の上下関

係から、溝 1と 畦畔 1、 溝 2と 畦畔 2が各々同時期に機能してお り、位置を踏襲 しながら2段階にわたつて形成

されたものである。この東西溝および畦畔の構築された位置は、津島地区周辺の条里地割では坪境にあたってい

る。 しかし、 3層 以下の土層は水平な堆積状態を示 してお り、溝や畦畔などの区画の痕跡は認められない。

(2)南東地点の調査概要

試掘坑は大温室南東の道路面に25× 2 rnの範囲で設定 し、標高1.4m、 GL-2.35mま で掘削 した。遺物の出土

はなく、土層の時期は周辺の調査成果からの推定である。

〔層序】(図 8)

1層 :陸軍駐屯地造成 (1907年 )以後の造成土である。

2層 :陸軍駐屯地造成以前の耕作土層で、近代の土層である。東西方向の畝の起伏を確認した。上面の標高は

278mで ある。

3層 :灰色砂質土で、上面は鉄分の沈着が著しい。上面の標高は2.52mで ある。

4層 :明灰色砂質土で、鉄分の沈着が著しい。上面の標高は244mで ある。 3・ 4層は近世層と考えられる。

5層 :灰褐色弱粘質土で、鉄分の沈着が著しい。上面の標高は238mで ある。

6層 :明灰色粘質土で、鉄分の沈着が著しい。上面の標高は232mで ある。

7層 :灰色粘質土で、上面の標高は222mで ある。 5・ 6層は中世層、7層は古代層と考えられる。

8層 :暗灰色粘土で、上面の標高は206mで ある。土層の時期を決定する材料に乏しく、時期決定は困難である。

9層 :暗褐色粘質土で、上面の標高は1.88mである。津島地区で広 く観察される「黒色土」層であり、上面が弥

生時代前期にあたる。

10層 :明黄褐色土で、上面の標高は1,72mである。縄文時代後期の基盤層と考えられる。

【遺構】 (図 8)8層 から掘 りこむ溝 1を確認 した。溝 1の規模は幅094m以上、深さ03mである。遺物の出土

はない。掘削面である8層 の時期については、弥生時代中期から古代までの可能性があり、土層からも溝の時期

についても絞 りこむ材料に欠けている。また、溝 1に切られるかたちで灰褐色砂質土を主体とする土層が認めら

れた。 8層 との境界が不明瞭な部分 もあるが、下半部では鉄分の沈着が著 しく、粗砂を若千含んでいるため、溝

の可能性が高いと考えている。

-10-
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第3節 立会調査の概要

第 3節 立会調査の概要

調査の実施状況

2009年度の津島地区における立会調査は52件が実施された。2008年度も立会調査件数が多かったが、2009年度

もほぼ同様の件数となった。昨年度に引き続き、耐震のための改修工事が多くなされたことが影響している。

工事掘削によつて、中世層以下の包含層および特徴的な土層を確認した立会調査として、以下の9事業 (立会

件数で16件 )がある。すなわち、一般教育D棟改修工事・高圧ケーブル (調査番号 6)、 環境整備 (施設誘導案内板)

新設工事 (14〉 、工学部21号館 (動物飼育室)改修工事・排水管 (17)、 南北道路信号機付け替え工事 (21～ 24)、

総合研究棟Ⅱ期 (教育系)改修工事 (25。 27・ 29・ 30・ 32)、 文 。法・経済学部旧ボイラー用煙突撤去工事 (42〉 、

総合研究棟 (薬学系)改修工事・電気設備工事 (48)、 環境理工学部公共下水道接続工事 (54)、 薬学部西水道管

位置確認工事 (55)で ある。なお、南北道路信号機付け替え工事 (21～ 24)に ついては岡山県教育委員会、薬学

部西水道管位置確認工事 (55)に ついては岡山市教育委員会が立会調査を実施したものである。

本節では、まず縄文・弥生時代包含層および中世以前の遺構を確認した調査について個別に報告する。その後

に、その他の包含層等を確認した調査 (6・ 17・ 48)について概述する。(光本 順)

2.津 島地区環境整備・施設等案内板新設工事 (調査番号14、 津島BBll区 )

a.調査地点の位置と経過

本調査は津島地区環境整備の一環として施設等莱内板を津島キャンパス全体で17箇所設置する工事に伴うもの

である。 1箇所につき07m× 1.Om、 深さ10mの掘削を行うもので、ほとんどは造成土・既設工事内、あるいは

近世層までの掘削にとどまったが、保健管理センター北東に位置する地点 (BBll区 )で は状況が異なるものであっ

た。ここでは地表面以下 lmま での掘削で、造成土以下 6枚の土層を確認 した。

本地点は、弥生時代～古墳時代の集落域が確認されている第10次調査地点 (保健管理センター)の北東端にあ

たる。また2008年度立会調査 (一般教育講義棟ガスエ事)(総合番号182〉 も隣接して実施している。

b.調査成果 (図 9)

1層 は旧陸軍による造成土、岡山大学設立以後の造成

土および既設埋土を一括したものである。 2層 は灰色粘

質土層で近代の耕作土と考えられる。①・②層は通常、

津島岡大遺跡で認められる近世層ではなく、茶褐色～淡

黒褐色系の上層であり、現状では3層 (茶褐色砂質土)

上面からの遺構の埋土である可能性が高い。掘削範囲は

ごく狭小なものであったため、遺構の規模・方向なども

不明である。 4層 は淡黒褐色粘質土で、炭化物や焼土粒
図

を混入する土層である。2008年度立会調査A地点と比較 してみると、本地点の 3・ 4層が、A地点の 5・ 6層 に

ほぼ対応すると考えられる。 しかしA地点の 3・ 4層 に対応する土層は認められないことから、 2層 により上面

が削平されていることが考えられる。

c.ま とめ

本調査地点は、第10次調査地点の北東約12mの位置にあたり、第10次調査地点から北側に向かって次第に高まっ

ていく微耕地上の地形にあたるものと考えられる。狭小な範囲ではあつたが、遺構・遺物が存在する可能性を強

♀重二 : 簗亀暫轟書土
l 造成上

4 淡黒褐色粘質土 (上器片 炭)

遺構
① 灰褐色砂質土
② 茶褐色粘質土 (細砂)

10m    
遺構

0   (S‐1/40)  lm

9 土層断面図

止
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第1章 津島阿大遺跡の調査研究

く示唆する所見 を得た。

3.南北道路信号機付け替え工事

(S=1/2′000)        100m

図10 調査地点の位置

造成上

青灰色砂質土
黄灰色細砂
灰褐色砂質土
責灰色粘質土

１

２

３

４

５

(調査番号21～ 24、 津島南BA～ BB・ BD12～ 13区 )

a.調 査地点の位置 と経過 (図 10)

岡山大学西門前交差点及び事務局前交差点で、信号機の置換

が計画された。岡山県教育庁文化財課職員による立会調査に、

本センター職員も立ち会った。調査は2009年 8月 25～27日 に実

施 した。成果データは、同文化財課より提供されたものを掲載

している。

西門前交差点ではA～ Dの 4地点、事務局では交差点北西の

1箇所 (E地点)の工事に立ち会った。

b.調 査成果 (図H)

西門前交差点において、A・ BoC地 点はGL-200cm、 D

地点ではGL-120cmま で掘削 した。県道北側にあたるA・ B

地点では造成土以下、近世～中世水田層 (第 3～ 5層 )、 古墳

時代～古代の包含層 (第 7層 )を確認 したほか、GL-145cm
で縄文時代晩期～弥生時代前期の水田層と考えられる黒色粘質

土 (第 9層 )が認められた。県道南東側のC地点では造成土下

で中世水田層 (第 5層 )、 古墳時代～古代の包含層 (第 7層 )、

GL-180cmで 弥生時代の可能性のある遺構上面を確認 した。

D地点では掘削が造成土内に収まった。

事務局前交差点北東狽1の E地点ではGL-195cmま で掘削 し、

GL   GL-155cm以下で弥生時代中期以前の溝の可

能性がある黄褐色砂質土 (第 8層 )の堆積状況

を確認 した。なお、いずれの層でも遺物はみつ

からなかった。

c。 まとめ
~lm    

西門前交差点ではC地点の南東側に第14次調

査地点が位置している。北西のA・ B地点に向

かつて下がっていく中で、起伏があることが予

想される。一方 E地点付近は、これまでのデー

ー2m   夕が少ない地点で、貴重な情報を得ることがで

きた。              (岩 崎)

':婚

戻色宅蜃圭   睡重∃黒色上
8 責褐色砂質土
9 黒色粘質土
10 責褐色砂質土

図11 土層断面図
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第 3節  立会調査の概要

4.総合研究棟 Ⅱ期 (教育系)改修工事 嗣査番号25・ 27・ 29'30・ 32、 津島北AY～AZ02～03区他)

a.調査地点の位置と経過 (図 12)

総合研究棟 (教育系)の改I笏工事に伴い、同棟周辺の配管等の掘削工事が実施された。改4笏建物は美術工芸及

養護教諭棟とその東隣りの音楽棟である。美術工芸及養護教諭棟北狽1に あたる動物室西側 (以下、動物室西地点

と呼称)においては、2008年度に立会調査を行ってお り、GL-0.80mと いう浅い深度において弥生時代早期～前

期の「黒色土」層とその上面に畦畔を確認 していた1)。 動物室西地点の位置は、今回報告する美術工芸及養護教

諭棟東半の機械設備工事地点 (調査番号31)に 近い。 したがって、2009年度の立会調査においても、同様の包含

層等が確認されることが予想された。

工事は、美術工芸及養護教諭棟西半 (25～29)と 、同棟東半・音楽棟 (30～32)と いう二区分において遂行さ

れたものである。掘削件数が多かった点、および現地表から包含層までの造成土厚が約045mし かなかったこと

から、包含層を確認 した地点が多 くみられた。

中世層以下の包含層を確認 した地点は以下の通 りである。美術工芸及養護教諭棟西半については、ガス管 (25)

電気設備工事 (27)、 屋外排水 (29)があり、同棟東半・音楽棟については屋外排水 (30)、 電気設備 (32)があ

る。 2つの工事区分ごとに、その調査成果について以下で概述する。

b`調 査成果

(1)美術工芸及養護教諭棟西半 (図 13)

建物北側の調査が主体となったが、南側でも西半においても包含層を確認 した。建物南狽1に ついては電気設備

工事 (27)の 関連で、建物から南へ約 9m離れた新設基礎用の桝において、現地表から13mを掘削まで掘削 した。

その結果底面で「黒色土J層の上層にあたる弥生時代前期層 (以下の層序の 6層に対応)を確認 した。建物南側

については、明確な遺構を確認 していない。

建物北側については、以下のような層序と遺構を確認 した。なお、遺物がほとんどみつかっていないため、基

m

図12 調査地点の位置

凶 凹 凹 凹◇
度調査地点

美術工芸及養護教諭棟
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第 1章 津島岡大遺跡の調査研究

①
く調査番号29)断面a 

③ GL~|    
十
~

1 造成上
2 淡青灰色砂質土
3 黄褐色砂質土 (Fe多 )

4 灰責色砂質土 (Mn多 )

5a 責灰色砂質土 (Mn多 )

5b 黄灰色砂質土 (Mn多 )

6 淡灰褐色砂質土
7 暗褐色砂質土
8 淡褐色砂質土
9 茶褐色砂質土

匿竪目黒色土

睡霊∃遺構

遺構 1

①淡灰白褐色粘質土
②灰白褐色粘質土

遺構2
①灰褐色砂質土 (Mn多 )

②灰責褐色砂質土 (灰色粘土ブロック)

遺構3
①暗掲色砂質土 (焼土粒)

遺構4
①淡責灰色砂質土

遺構5
①淡責灰色砂質土

遺構6
①淡黄灰色砂質土

GL ①
(調査番号27〉 断面b

図13 土層断面図 。平面図

本土層および遺構の時期については、層の順序および動物室西地点等を参照 した。

【層序】 断面図としては包含層の状況がわかる電気設備工事 (27)、 屋タト排水 (29)を挙げた。基本層序として

は電気設備工事の成果をもとに叙述する。なお、ガス管 (25)に ついても、現地表から075mを掘削し、電気設

備工事でみられた2～ 5a層 までの包含層を確認した。

1層 :造成土。

2層 :淡青灰色砂質土で、近代耕作土に該当する。

3層 :黄褐色砂質土で、鉄分が多く沈着する。近世耕作土と考えられる。

4層 :灰黄色砂質上で、マンガンが多く含まれる。近世ないしは中世層と考えられる。

5層 :5a層 と5b層に細分した。色調はいずれも黄灰色砂質土であり、ともにマンガンを多く含むが、マンガ

ンの含有が5a層の方が 5b層 よりも多い。5a層上面では、遺構を確認している。 5層 については、層の順序

と層の厚さ、マンガンの合有状況から、動物室西地点における古代後半～中世層 (9～ 12層 )に相当するものと

考えられる。なお同地点における古代後半～中世層は、「居住活動などの人為的な攪拌によって形成された堆積層」

(22頁)と 位置づけられている。本調査地点での土層観察では、マンガンの含み方から耕作土の可能性も考えら

れるが、層の厚さからみると同様の解釈も可能と考えられる。

6層 :淡灰褐色砂質土、弥生時代早期～前期の「黒色土」層の上層にあたる。色調は人の7層 を淡くした感があ

る。弥生時代前期と考えられる。

7層 :暗褐色砂質土で、弥生時代早期～前期の「黒色土」層に対応する。

平面図

-14-



第3節 立会調査の概要

8層 :淡褐色砂質土で、 6。 7層 と土質が類似する。

9層 :茶褐色砂質土で、縄文時代の基盤層 と考えられる。

【遺構〕 美術工芸及養護教諭棟西半のうち、建物北側において 6基以上の遺構を確認 した。いずれも5層上面か

ら形成されたものである。遺構 1・ 2は屋外排水 (29)、 3～ 5は電気設備工事 (27)で みつかったものである。

遺構 1:5層上面にあたる面から構築されている。断面形は逆台形を呈するものと考えられる。埋土は 1層が淡

灰白褐色粘質土で 2層 が灰白褐色粘質土となる。中世段階の溝と考えられるが、その延びについては反対面が攪

乱であつたため不明である。

遺構 2:遺構 1に切られる形となる。基本土層の 5a・ 5b層 に対応する可能性 も残るが、溝状の断面形状をな

すことから、遺構 と判断した。 5層上面から形成されたものと考えられる。埋土は 1層が灰褐色砂質土でマンガ

ンを多 く含み、 2層 が灰黄褐色砂質土で灰色粘土ブロックを多 く含む。

遺構 3:電気設備工事 (27)の桝の北壁で確認 した。 5層上面から形成されている。幅は現状で105m、 深さ031

mを測る。断面形状は逆凸形に近い。埋土は暗褐色砂質土で、 l cm大の焼土粒を含む。形状から溝の可能性が考

えられる。なお、すべて遺構 と確定 しうるかわからないものの。同様の土質でかつ焼土を含む埋土を、本遺構付

近に3箇所確認 した。

遺構 4～ 6:3つ の遺構は電気設備工事 (27)の管路部分で確認 した。検出面は5層上面である。いずれも南北

方向にのびる溝 と考えられ、埋土は淡黄灰色砂質上である。

(2)美術工芸及養護教諭棟東半・音楽棟 (図 14)

音楽棟北狽Jと 南側とで包含層の堆積状況に差がみられた。屋外排水 (30)で は、音楽棟の北狽1(北地点)・ 南側 (南

地点)にそれぞれ新設桝設置のための掘削がなされたが、前者においては前述の美術工芸及養護教諭棟西半と同

様に「黒色土」層を確認 したのに対 し、後者では時期比定が難 しいものの河道堆積が認められた。後者について

は、河道堆積の時期が弥生時代にまで遡らない可能性 もあるため、「黒色土」層が存在 しないことをただちに意

味するものではない。

以下では、音楽棟北側と南側に分けて、調査概要を叙述する。なお両地点とも遺構・遺物はみつかつていない。

(音楽棟北側)調査番号30断面 d・ 32断面 e

〔層序】

1層 :既設工事による埋土である。

2層 :2a層 と2b層に分かれる。 2a層 は淡灰色砂質土で、美術工芸及養護教諭棟西半の 5a層に対応するも

く調査番号30〉 (調査番号32)

断面d    断面e
①   ③ ③   ① ③

〈調査番号30〉

断面f

(30断面 d '32断面 e〉

1 既設工事土
2 淡灰色砂質土
3 灰責色砂質土
4 暗灰褐色砂質土
5 淡灰褐色砂質土
6 責灰褐色砂質土
7 淡灰黄色砂質土

(30断面 f〉

1 既設工事土
2 暗黄掲色砂質土 (Fe多 )

3a 責灰褐色砂質土 (Mn多 )

3b 黄灰褐色砂質土 (Mn)
4 淡灰褐色砂質土
5 淡灰白褐色砂質土
6 淡灰色砂

5

6

0   (S‐1/40)   lm

図14 土層断面図

2

3a

~|   |~|   |~

|十 1

碧
1  6  1

且
」・上．ョ

３

一

3b

[:::□ :黒色と
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第1章 津島岡大遺跡の調査研究

のと考えられる。 2b層は灰責色砂質土で、同西半 5b層に対応するものと考えられる。

3層 :暗灰褐色砂質土で、「黒色土」層に該当する。美術工芸及養護教諭棟西半の 7層 に射応する。

4層 :淡灰褐色砂質土で、美術工芸及養護教諭棟西半の 8層 に対応する。「黒色土」層に関連する土層。

5層 :黄灰褐色砂質土で、美術工芸及養護教諭棟西半の 9層 に対応する。縄文時代の基盤層と考えられる。

6層 :淡灰黄色砂質土である。縄文時代層と考えられる。

(音楽棟南側)調査番号30断面 f

【層序】

1層 :既設工事による埋土である。

2層 :暗黄褐色砂質土で鉄分を多 く含む。津島岡大遺跡における近世耕作上の可能性がある。

3層 :責灰褐色砂質土である。土質から3a層 と3b層に区分 した。 3a層の方が 3b層 よりもマンガンを多 く

含む。こうした 3層が、美術工芸及養護教諭棟西半の 5層 に対応するかどうかは判然としない。ここでは中世～

近世の耕作土と捉えておきたい。

4層 :淡灰褐色砂質土である。鉄分は含まれるがマンガンは明瞭でない。古代～中世の耕作上の可能性がある。

5層 :淡灰白褐色砂質土で、土質としては4層に近い。古代～中世の耕作上の可能性がある。

6層 :淡灰色砂層である。河道堆積層と考えられる。時期を特定することは困難である。

c.ま とめ

2008年度の動物室西地点の調査に引き続き本調査によつて、これまで実態がよくわからなかった教育学部周辺

における遺跡の様相が明らかとなってきた。包含層の堆積状況からみると、音楽棟南側を除けば、美術工芸及養

護教論棟一帯には縄文時代以来の微高地と「黒色土」層が広がっていたものと推定される。また、動物室西地点

において特徴的に認められた古代後半～中世層も、音楽棟南側地点以外については確認され、遺構 として認識さ

れる掘 り込みも認められた。近辺において古代後半～中世段階における集落域の存在を示唆するものと考えられ

る。一方、音楽棟南狽J地点の包含層の様相は、河道堆積だけでなく、それより上位の層についても他とは異なる

ものと考えられる。このことは、縄文時代以来の旧地形の南端が、音楽棟南側地点付近にあたることを示唆する

ものといえるかもしれない。 (光本 )

言主

1)池田 晋2010「教育学部体育館他耐震改修工事 (動物室)」 『岡山大学埋蔵文化財調査研究センター紀要2008』 pp 20-23

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター

5。 文 。法・経済学部旧ボイラー用煙突撤去工事 制査番号42、 津島北AX16区 )

a.調査地点の位置と経過 (図 15)

津島北地区の西端付近に所在する、文・法 。経済学部旧ボイラー用煙突の撤去工事が2009年度に実施されるこ

ととなった。この煙突は、地下構造として5m四方・深さ25mの コンクリー ト基礎を有するものであり、今回

の工事ではその基礎部分についても敏去を行うこととなった。撤去に際しては、74× 6.2mの 範囲を基礎底面ま

で掘削する必要が生じたため、掘削範囲の四周壁面部分を中心に、包含層まで掘削が及ぶことが予想された。そ

のため、立会調査を実施することとなった。敏去に伴う立会調査は2009年 11月 4・ 9日 に実施した。

b.調査成果

煙突基礎撤去に伴い、GL-2.5mま で基礎周囲を掘削した結果、北・西 。東壁面付近において近代～縄文時代

-16-



第 3節 立会調査の概要

までの包含層を確認 した。包含層の残存範囲は四周の壁から

約04m幅 であ り、それよりも内側については基礎およびそ

の掘 り形埋土であった。ただし、西壁については、地表から

-195m付 近まで攪乱が及んでいた。南壁については、基礎

南辺が露出する程度の範囲の掘削であったため、包含層への

掘削は及ばなかった。

壁面調査の結果、以下のような包含層および遺構を確認 し

た。

【層序】 (図16)以下、調査区内でもっとも包含層が良好に

残存 していた東壁の調査成果をもとに、層序について概述す

る。なお、出土遺物がみられなかったため、層の帰属時期に

ついては津島地区における既往の調査成果をもとに推定 した

ものである。

1層 :造成土。
図15 調査地点の位置

2層 :青灰色粘質土で、近代耕作土と考えられる。

3層 :責褐色砂質土で、鉄分を多く含む。近世層と考えられる。

4層 :灰黄褐色砂質土で、鉄分・マンガンを含む。中世～近世層と考えられる。

5層 :4層 に類似した灰責掲色砂質土であるが、4層 よりもマンガンを多く含む。中世～近世層と考えられる。

6層 :灰白色粘質土でマンガンを多く含む。古代～中世層と考えられる。

7層 :6層 に類似する灰白色粘質土であるが、 6層 よりもマンガンが少ない。古代～中世層と考えられる。

(S=1/600)
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造成上

青灰色粘質土

責褐色砂質土 (Fe多 )

灰黄褐色砂質土 (Fe'Mn多 )

灰責褐色砂質土 (Mn多 )

灰白色粘質土

灰白色粘質土

灰責褐色弱粘質土 (Fe多 微砂)

暗灰trB色 粘質土 (Fe・ Mn多 )

淡褐色弱粘質土

暗褐色弱粘質土

淡黄灰色砂質土

図16 土層断面図

に11謝 遺構剛I閉I黒色土

1/40)  lm0 6=呻

ー溝 1

①灰白色砂
②暗灰色粘質

普土③暗灰責色砂P
④暗灰色粘質」
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第1章 津島岡大遺跡の調査研究

8層 :灰黄褐色弱粘質土で、鉄分を多 く含み、微砂を含む。弥生時代後期～古墳時代 と考えられる。

9層 :暗灰褐色粘質土で、鉄分・マンガンを多 く含む。また10層 をブロック状に含む。東壁でみると、本層上面

レベルは後述する溝 1よ り南方が高 くなる。この傾向は、以下の10層 ～11層でも同様といえる。弥生時代中期～

後期と考えられる。

10層 :淡褐色弱粘質土で、マンガンを多 く含む。津島岡大遺跡における「黒色土」層の上層に対応するもので、

弥生時代前期 と考えられる。

11層 :暗褐色弱粘質土で、鉄分・マンガンを含む。津島岡大遺跡における「黒色土」層に射応するもので、弥生

時代早期～前期と考えられる。

12層 :淡黄灰色砂質土である。縄文時代後期と考えられる。

【地形】 (図16)以上の東壁における土層観察から考えると、 9～ 11層段階までの旧地形は、南がやや高 く、北

へ向かって落ちる形状を呈 していたものと考えられる。したがって、弥生時代早期～中・後期段階には、南側に

微高地状の土地が形成されていたものと考えられる。そして 8層段階において、地形がいったん水平化する傾向

が窺え、以後に継続するものと考えられる。

【遺構】(図16)溝 1:東西両壁面において、9層上面から掘り込まれるかたちで溝 1条 を確認した。両壁面に

おいて確認した溝は、検出面。規模・形状・埋土ともに類似するものであり、同一遺構と考えられる。溝 1の位

置は、東壁で調査区の南寄り、西壁で北寄りとなっており、北西―南東方向に伸びる溝と考えられる。 9層が北

から南へ落ちる変換点に本溝が構築されたものと考えられる。東壁では、幅1.25m、 深さ042mを測 り、底面レ

ベルがGL-2.42mと なる。西壁では、幅1.57m、 深さ042m、 底面レベルがGL-240mと なる。両壁面の底面レ

ベルは、ほぼ同一となる。溝の断面形は逆凸形であり、下半については北側面の方が南側面よりも段差が大きい

傾向が読み取れる。

埋土は4層 に区分した。 1層 は灰白色砂層で、鉄分および白色微細を多く含む。こうした砂層は基本土層には

みられず、本溝の上層としてのみ存在する。基本土層 8層形成段階で溝上部が削平された可能性もある一方で、

1層 は最終的に溝が自然に埋没する過程で生じた可能性も高いものと考えられる。 2層は暗灰色粘質土である。

3層 は暗灰黄色砂質土で灰黄色砂質土ブロックを多く含む。4層は暗灰色粘質土で、灰色粘土ブロックおよびブ

ロック状となった基本土層11層 を含む。このように、本溝は砂層/砂質土と粘質土が互層となる傾向が窺える。

東西で溝の底面レベルが現状のデータにおいてほぼ同一となるものの、逆凸形の形状や埋土の特徴から、本溝

の機能としては水路としての性格を想定することが妥当と考えられる。

溝埋土から遺物が出土していないことと、9層の時期が定かでないことから、溝の時期について絞り込むこと

は困難であるが、およそ弥生時代中期～後期に埋没したものと考えられる。

c.ま とめ

溝については、津島岡大遺跡において、弥生時代中・後期にかけて微高地縁辺に溝がめぐる状況が明らかにさ

れてきた。今回確認した溝 ともまた、地形との関係からみても、同様の性格を考えることが可能である。西壁の

状況が攪乱によりわからない部分が多いものの、溝が北西―南東方向にのびることから考えると、弥生時代中・

後期以前の微高地の平面形状もまた、およそ北西―南東方向に微高地北辺ラインがのびるものと推定される。

(光本 )
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第3節 立会調査の概要

環境理工学部公共下水道接続工事 醐査番号54、 津島北AU03区 )

a.調 査地点の位置 と経過 (図 17)

本調査は、津島北地区の北東部に位置する環境理工学部棟の北狽1

に計画された、公共下水道の接続工事に伴 うものである。津島地区

の東北隅は遺跡保護区として管理 してお り、当初計画は保護区内の

北西端を縦断するものであった。また、掘削深度も最深部で道路面

から23mと 大 きかつたため、設計変更の協議を行つた。その結果、

保護区への干渉を最小限にとどめるため、新設桝 2箇所を保護区外

西狽1に 移 し、管路についても迂回させることとなった。

本調査地点の南狽1約50mで は、第 9次調査 (工学部生物機能工学

科棟 )、 第17・ 22次調査 (環境理工学部棟)を実施 している。 2箇所

の新設桝は18m四 方で、深さが北恨]の もので道路面から23m、 南側

で24mの掘削である。管路部分は幅10mで 、深さが17～20m。 調査

期間は、2010年 3月 16・ 17日 である。

br調 査成果

〔層序】(図 18)断面を記載する地点の位置関係を図17に示す。本調

査地点では、「黒色土J層 までの、大きく17枚の層の堆積を確認し

た (図 18上 )。 なお、出土遺物は皆無であったため、以下に記載する

各層の帰属時期は周辺の調査成果との対比によって求めたものであ

る。

遺跡保護区 匠姦Z発掘調査地点

0      (5‐1/500)     50m

図17 調査地点の位置

1層 は、旧陸軍による造成土および岡山大学設立以後の造成土を一括 したものである。 2層 は明灰色砂質土で、

近代の耕作土である。地点によつてグライ化により暗灰色を呈 している。 3層 は明灰黄褐色砂質土、 4層 は暗灰

黄褐色砂質土、 5層 は淡灰責褐色砂質上で、いずれも近世の耕作土である。鉄分・マンガンの集積・攪拌の度合

いによって分層される。 6層 は淡灰黄色土、 7層 は明灰色粘質土で、いずれも中世の耕作土とみられる。 8層 は

灰色粘質土で、上下層と比べ粒径が小さい堆積物からなり、粘性 もつよい。古代の耕作土である。 9層 は白灰色

砂 (細砂～極細砂)で、氾濫堆積物とみられる。層厚 3cm程度と薄いため、地点によつては攪拌によつて粘質

土化 しており、上下層との区分が困難であつた。堆積時期は、古墳時代後期から古代前半までが考えられる。10

層は灰褐色粘質土で、古墳時代の耕作土とみられる。上層ほど漸移的に色調が明るくなり、耕作活動の影響によ

り還元化が進んだものとみられる。11層 は暗灰色粘質上で、いわゆる暗色帯 として認識される、12層 を母材とす

る微弱な土壌化層である。白灰色砂のブロックをまばらに含む。弥生時代後期に相当するとみられる。12層 は灰

色粘質土で、攪拌を受けているとみられることから耕作土の可能性がある。13層 は暗灰色粘質土で、やはり暗色

帯として認識される微弱な土壌化層である。11層 と同様に、白灰色砂のプロックを含む。形成時期は弥生時代中

期が考えられる。14層 は北狽Iで淡灰色粘質土、南狽1では砂質がつよくなり橙褐色砂質土となる。鉄分の沈着が著

しく、淡褐色砂ブロックを少量含むことから、攪拌・土壌化の影響を多少とも受けているとみられ、13層の漸移

層として位置づけられる。15層 は北狽1で褐色砂質土、南狽1では洵汰の悪い淡褐色砂 (粗砂～中砂)である。ラミ

ナは観察されず、北側ではより耕作土化 しているとみられるものの、本来は氾濫堆積物と考えられる。弥生時代

中期か。16層以下は南恨1の桝 (c地点)のみで確認 した。16層 は暗灰色粘質土である。耕作活動によつて17層が

還元化・攪拌を受けて形成された層とみられ、弥生時代前期の耕作土層と考えられる。17層 は黒灰色粘質土で、「黒

色土Jと 通称 している、鍵層となる安定 した土壌化層である。層上面において乾痕が観察された。形成時期は弥
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1 造成上
2 明灰色砂質土   近代
3 明仄黄褐色砂質土
4 暗灰責褐色砂質土 1近世
5 淡灰責褐色砂質土
6 淡灰黄色土

中世7 明灰色粘質土
8 灰色粘質土    古代
9 白灰色細砂～極細砂
10 灰褐色粘質土   古墳

-1 0m  ll 暗灰色粘質土   弥生後期
12 灰色粘質土

!:掻各写』量三振信糧亀隊ミ言悉

Fe多 ・灰褐色砂)1弥生中期

16 暗灰色粘質土   弥生前期
17 黒灰色粘質土   弥生前期「黒色土」

畦畔2・ 3
①暗灰色砂質土

-2 0m

‐ 土壌化層

A      
柳

図18 土層断面図

生時代早期か ら前期 と考えられる。

【地形I 既往の調査成果から、第17・ 22次調査地点を中心に縄文時代以来の安定 した微高地が存在 し、その北側

には第 6・ 9次調査地点で確認された谷が展開することが判明している。本調査地点での「黒色土」層の観察は

1地点のみに限られたものの、11層 ・13層 の 2枚の上壌化層は縄文時代以降の旧地形をある程度反映している可

能性が高い。いずれの土壌化層も北に向かうほど緩やかに標高が低 くなってお り、本調査地点は、谷を挟んだ北

側に位置する微高地がさらに北に向かって緩やかに下がっていく地点にあたるとみられる。また、第17・ 22次調

査地点の微高地の南側には縄文後期の河道が南西に流下 していることがわかってお り、もう少 し大局的にみるな

らば、本調査地点一帯は第17・ 22次調査地点を中心とする自然堤防の北狽1に展開する後背湿地にあたる可能性が

高い。本調査地点周辺の微地形が旭川の支流による沖積作用の影響を多分に受けているのは間違いないにしても、

一方では半田山の谷から伸びてくる扇状地の影響も一定の考慮が必要となる地点である。

【遺構】 (図 18下)図 17の A地点・B地点において、畦畔4条 と溝 3条 を確認した (図 18下 )。 2層上面で確認し

たもので、 1層 によって埋没している。畦畔 1と 溝 1、 畦畔 2・ 3・ 4と 溝 2・ 3はそれぞれセットとなる遺構

である。図化した西壁と反対の位置の壁面においても遺構の存在を確認したため、いずれも東西方向の遺構であ

る。畦畔 1と 畦畔3の芯々距離は5.5mを測る。条里との関係を検討したが、いずれも1町・半町のラインには関

係しない。

c.ま とめ

本調査地点周辺ではすでに部分的な試掘調査を実施してきているが、今回の調査は結果として遺跡北東端で ト

レンチ調査を実施したような格好となり、地形の変化を連続的に観察できた点は有意義であったといえよう。

(池田)
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7.薬 学部西水道管位置確認工事 鰤査番号55、 津島南BC18区 )

a.調 査地点の位置 と経過 (図 19)

2010年 3月 、岡山大学津島南地区の薬学部西狽Jに おいて、岡山

市が管理する水道管の位置確認のための掘削が必要となった。岡

山市水道局が原因者となるため、掘削に伴う立会調査は岡山市教

育委員会が実施 し、本センター職員は調査時に立ち会うことと

なった。

調査は 3月 23日 に実施 された。調査地点は2010年 度に予定さ

れている薬学部新校舎建設地点に隣接 している。掘削の規模は、

平面形が上端で約 1× 1.5m、 深さは現地表面から約19mで あ り、

縄文時代の基盤層と考えられる責掲色土層まで掘削がおよんだ。

なお、本報告に記載 した柱状図および土層註記は岡山市教育委員

会より提供を受けたものである。

b.層 序 (図20)

以下では岡山市教育委員会提供の資料をもとに、見学時の所見

を加えて土層の堆積状況を記す。 1層 は近代以降の造成土、 2層

は暗灰色粘上で近代の耕作土である。 3・ 4層の砂層は近世の耕

作土、 5・ 6層 の粘土は古代・中世の耕作土とみられる。 7層 は

明橙色を呈する鉄分の沈着層、 8層 は津島地区で「黒色土」層と

呼称する暗褐色土で、上面が弥生時代前期にあたると考えられる。

9層 は黄褐色粘質土で縄文時代の基盤層とみられる。 2～ 6層 ま

では、周辺の既往の発堀・立会調査で確認されていた土層に類似

し、耕作地の広が りを示すものであった。

(野崎)

m

図19 調査地点の位置

GL

l 造成上
2 暗灰色粘土
3 灰青色微砂

-05m    4 灰色微砂
―-    5 責青色粘土

6 灰褐色粘土
7 明橙褐色土

(Fe多 )

8 暗褐色土
-10m    9 責褐色粘質土

剛賜黒色土

-1 5m

帥
m

図20 土層断面図

8。 その他の調査地点 (図21)

上述 した以外で、中世以前の包含層、お

よび特徴的な土層を確認した立会調査地点

として、総合教育棟Ⅲ期 (共通教育)改修

工事・高圧ケーブル (調査番号 6)、 工学

部21号館 (動物飼育室)改4多工事・排水管

(17)、 総合研究棟 (薬学系)改修工事・電

気設備工事 (48)を 挙げうる。ここでは、

包含層の堆積がよく観察しえた後二者につ

いて柱状図を示した。

津島北地区の工学部21号館 (動物飼育室)

改修工事・つ1水管 (17〉 においては、造成

GL十~ 
〈調査番号17)

1 造成上
2 青灰色粗砂混じり粘質土
3 灰色砂混じり粘質土
4 褐灰色砂混じり粘質土
5 暗褐灰色粘質土

(灰 黒色粘土ラミナ状)

-1 0m
(調査番号48)
1 造成上
2 青灰色砂質土
3 淡青灰褐色砂質土
4 灰褐色砂質土
5 灰茶褐色砂質土
6 明灰茶褐色砂質土
7 明灰褐色粘質土

-2 0m

O   (S=1/40)   lm

図21 土層断面図

(調査番号 17〉
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第1章 津島岡大遺跡の調査研究

土より下位の層がいずれも河道埋土と考えられる粗砂～細砂混 じりの層を確認 した。時期については出土遺物が

見られないため定かでないが、層序から近世以前のものと推定される。

総合研究棟 (薬学系)改修工事 。電気設備工事 (48)で は、アース板設置に伴い、北側 3箇所でGL-1_5mほ

どの掘削がなされた。結果、中世層と考えられる明灰褐色粘質土 (7層 )を確認 した。

なお、総合教育棟Ⅲ期 (共通教育)改修工事・高圧ケーブル (6〉 では、桝部分においてGL-13m掘削し、

底面付近において中世層を確認している。                            (光 本)

48  46  44   42   40  38  36   34   32  30   28  26 16   14   12   10   08  06   04  02   00

AM

A0

AQ

AS

AU

AW

AY

BA

BC

BE

BG

BI
(S=1/20′ 000) 500m

表 1 2009年度津島地区調査一覧

図22 津島地区全体図

番号 種類
調査

地区
梅内座標 所 属 調査名称 細 目調査名称 調査期間

掘削深度

(GL―m)
内 容

1 発掘 津島北 AX02 教

教育学部剣道場新営 【津

島岡大遺跡第32次発掘

調査】

716～ 1013
縄文時代後期～近代の遺構 遺物。縄文

時代後期貯蔵穴。

2
試掘

確認
津島北 AV14 事 学童保育室新営予定地 縄文層まで確認。

3
試掘

確認
津島南 BF20 農

農学部構内植物工場新営

予定地

北西 328。

南東 233。
縄文層まで確認。溝 畦畔確認。

4 立会

津島南

BE―BF20

般
総合教育棟Ⅲ期 (共通教

育)改修工事

仮設電桂 427 12～13 3箇所 、既設 造成土内。

5 立会 BE09Ю8 Tl震補強基礎

6 立会 BE―BF04～08 高圧ケーブル 610 18 19
管路07～

08、 桝13

管路 :既設 造成土内。桝 2箇所 :中 担

層および近世層まで。

7 立会
BD08 3D09
BE08 BE09

外灯 727 28 115 12 既設土内、および近代層 まで掘削。

8 立 会 津島南 BE09 受水槽 (配管 桝 ) 629 12～13 桝 3箇所 :既設 造成上内。

9 立会
津島南

BE08 配管
1019 21

22
06～ 10 既設土内

立会 BE09 植栽 造成土内
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番 号 種類
調査

地区
梼内座標 所 属 調査名称 細 目調査名称 調査期間

掘削深度

(GL m)
内 容

11 立会

津島北

AV15

事 学童保育室新営

樹木抜根 04～ 05 造成土内

立会 AV14 給水管 05～ 075 造成上内

立 会 AU14 仮設電柱 造成上内

14 立会 津 島

AX10 AY12
AZ13 BA12
BB10 BB08
BBll BC13

BB16 BCll

BD07 BD10
BDll BD13
BD16 BD18

BF13

事
環境整備 (施設誘導案内

板)新設工事
71～8 6 7 08～ 095

造成上内、一部近代層確認。保健管理セ

ンター付近で弥生 P遺構埋土確認。

15 立会 津島北 AU―AX03 教
津島岡大遺跡第32次調査

に伴 う仮設電柱
造成土内

立会

津島北

AU06

工
工学部21号館 (動物飼育

室)改修工事

ガス管 721  22 08^-09 既設土内、一部弥生 ?包含層確認。

17 立会 AU06 07 排水管 721～23
065～ 09、

北東部22
既設 造成上内。北京都で河道埋土確認。

立 会 AU06 スロープ 075 造成上内

立会 AU06 07 機械設備工事 065～ 12 造成土内

立会 津島南 BB08 般
一般教育A棟 ヒューム管

改修工事
既設土内

21① 立会

津 島

】ヒ 南

BB12

岡山県
南北道路信号機付け替え

工事

西門南東 825

中世～弥生層まで掘削。底面で遺構埋土

確認。

21② 12 造成上内

立会 BA12 西門北束 825 縄文層まで掘削。黒色土確認。

立会 BA13 西門北西 縄文層 まで掘削。黒色土確認。

立会 BD12 事務局前北東 縄文層まで掘削。

立会

津島北

AY― AZ02Ю 3

教
総合研究棟 I期 (教育系 )

改修工事

ガス管 (美術工芸及養護

教諭棟西半 )

08 弥生層確認。

立会 AZOみ03
基礎掘削 (美術工芸及養

護教論棟西半 )

825 26 93 087～ 110 8箇所。既設内。

立会 AY01 A303
電気設備 (美術工芸及養

護教諭棟西半 )

101 2 5

アース埋

設165、

管路08、

外灯08～

13

アース埋設 :縄文層 まで掘削、黒色土

中世以前の遺構埋土確認。管路 :弥生包

含層 遺構埋土確認。外灯 :黒色土まで

掘削。

立会 AY―AZ02
機械設備 (美術工芸及養

護教諭棟西半 )

106 8 9
13

06～ 075 既設土内～近代層まで掘削

立会 AYO多03
屋外排水 (美術工芸及養

護教論棟西半 )

101415 黒色土 弥生遺構埋土確認

立 会 AZ00 02
屋外排水 (美術工芸及養

護教諭棟東半 音楽棟 )

管路08～

09、 桝12

17

管路 :包含層 畦畔 小溝確認。北側桝 :

縄文層まで掘削、黒色土確認。南側桝 :

縄文層まで掘削、黒色土無 し。

立会 AY― AZOl1 01
機械設備 (美術工芸及養

護教諭棟東半 音楽棟 )

[120 24

25  27
03～ 115 既設土内、一部近世層 まで掘削。

立 会
AZ00 AY―

AZ01

電気設備 (美術工芸及養

護教諭棟東半 音楽棟 )

126 27

アース埋

設 17、 管

路08～

09、 外灯

13

アース埋設 :縄文層 まで掘削、黒色土確

認。管路 :包含層 土師器小片確認。外

灯 :既設土内。

立会 津島南 BD13 岡山県 南北道路樹木移植 99 10

移植元

095、 移

植先085
^-095

いずれも既設 造成上内

34 立 会 津島北 AW05 工
工学部 5号館スロープエ

事
824 既設土内

立会
津島南

BD17
薬 薬学部プレハブ設置工事

電気工事 105～115 造成上内～近代層 まで掘削

立会 BD16 17 給排水工事 929 101 06～ 08 造成土内

立会

津鳥北

AUll■ 2

事 福居宿舎改修工事

ガス管
930、  127

28
07～ 09 既設 造成土内、一部近代層まで掘削。

立会 AT―AUll 接地極 1221 造成上内

立会 AUll 電柱 既設土内

立会 AT― AUll 排水管 118～ 22 25 04～ 12 造成土内、一部近世層 まで掘削。
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第 1章 津島岡大遺跡の調査研究

番号 種類
調査

地区
構内座標 所属 調査名称 細 日調査名称 調査期間

掘削深度

(CL‐m)
内 容

41 立会

津島北

AW AXl争 17

文法経
文法経ボイラー用煙突撤

去工事

樹木移植 102 06～ 08 造成上内

立会 AX16 煙突撤去
縄文層 まで掘削、弥生中・後期溝 1条確

認 。

43 立会 津島南 BDll‐ 12 学 大学会館 インバー ト桝 l116 075～ 092 既設土内

44 立 会

津島南

BC16

薬
総合研究棟 (薬学系)改
修工事

樹木 造成上内

立会 BC―BD16 17 屋外基礎 128・ 11 18 085～ 10 既設土内、一部近代層 まで掘削。

立会 BC17 給排水 1216 造成上内

立会 BC17 ガス管 222 05´-09 造成土内、一部近代層 まで掘削。

立会 BB16 BC17 電気設備 31・ 5

管路 145、

アース板

Im～ 154

管路 :近世層 近代溝確認。アース板 :

包含層 (中 世 ?)確認。

49 立会 BC17 機械設備 31・ 10 065～ 08 既設 造成上 内

立会 BC16■7 排水管・桝
38 10 11

15
07～ 14 既設上内、桝の一部で近世 近代層確認。

立会 津島南 BB16 薬
薬学部防犯カメラ支柱設

置工事
1217 造成上内

立会 津島北 AY99 NTT 馬術 部BOX東 電話 柱 設

置工事
145 包含層確認

開 立会 津島北 AX‐AY13 事
津島基幹整備 (施設誘導

案内板)新設工事
樹木 08～ 09 造成土内

54 立会 津鳥北 AU03 環
環境理工学部公共下水道

接続工事
316 17 と7～24

黒色土上面まで掘削。近代の畦畔 4条と

溝 3条 を確認。

立会 津島南 BC18 岡山市
薬学部西水道管位置確認

工事

岡山市教育委員会文化課対応。縄文層 ま

で掘削、黒色土確認。
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m

―土生地区―

<津島南地区>

|

発掘調査 試掘・確認調査

|1立 会調査
l____葡__す_―輩士上竺型翌上_______――坐∵

m

<津島北地区>

図23 2009年度の調査地点 【1】 一津島地区―
※番号は表 1の調査番号に対応する。
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第 4節 津島岡大遺跡の研究

津島岡大遺跡から出土したマメ圧痕土器の付着炭化物の分析

工藤 雄一郎 (国立歴史民俗博物館)

a.は じめに

津島岡大遺跡の第5次調査で見つかった縄文時代後期の河道 (阿部編、1994)か ら出土した土器片の外面に、

マメ科種子の圧痕 (ワ クド石タイプ)が観察された。縄文時代の植物利用を考えるうえで重要な資料であるが、

文様等の型式学的特徴がない無文の胴部の破片であるため、所属時期が不明瞭であった。この土器の内面には炭

化物が付着していたため、筆者は、この付着物を用いてXC年代測定を実施することにした。また、土器付着炭

化物の炭素 。窒素安定同位体比とC/N比の分析をあわせておこない、この上器で煮炊きした内容物についても検

討を行つた。

b.分析試料 と分析方法

1)分析試料

分析した土器は、岡山大学埋蔵文化財調査研究センターにて保管されていた津島岡大遺跡出土の縄文土器の胴

部破片である。この土器片は第 5次調査の際に縄文時代後期の河道である、第27b層 (砂礫層)から出土した資

料である。第27b層 からは縄文時代後期中葉とされる土器が出土している (阿部編、1994)。 また、同じ河道内か

らは、縄文時代後期中葉と推定される貯蔵穴と晩期と推定される貯蔵穴が見つかっている。後期の貯蔵穴群から

は、アラカシやコナラなどの果実が出土している。

採取した土器付着物には、津島岡大遺跡からTO-1と いう試料名をつけ、試料番号とした。土器内面には炭化

物がかさぶた状に付着していたことから、炭化物は何らかの有機物を煮炊きしたときにできた、「お焦げ」であ

ると考えられる (図24)。 この付着炭化物を、金属製スパーテルを使つて土器表面から削り落し、分析試料とした。

図24 津島岡大遺跡から出土したマメ科種子圧痕土器

左 :外面。中央にマメ科種子の圧痕が確認されている (三角印部分)。

右 :内面。厚さlmm程度の炭化物が広範囲に付着 している。右上が年代測定および同位体分析試料の採取位置 (三角印部分)。

図中のスケールは l cm。
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第1章 津島岡大遺跡の調査研究

2)分析方法

試料は国立歴史民俗博物館の年代測定室に持ち帰 り、実体顕微鏡下で可能な限り混入物を除去 した後、写真撮

影を行つた。今回の試料には土壌や胎土などの混入がなく、非常に保存状態が良好な災化物であった。その後、

試料約60mgを 遠沈管に入れ、蒸留水で超音波洗浄を行い、試料に付着 した土壌やホコリなどを除去 した。次に、

埋蔵中に生成・混入 したフミン酸や炭酸塩などを溶解・除去するため、酸 ―アルカリー酸 (AAA)処理を行っ

た。アルカリ処理は、試料の状態に応 じて0001～ 1.2M水酸化ナ トリウム (NaOH)水溶液により、室温～80℃ の

処理を行った (吉田、2004)。 徐々にNaOHの 濃度を濃 くして、水溶液が着色 しなくなるまでこの操作を繰 り返 し、

最終的に80℃ 、12Mの濃度まで処理を行った。AAA後の試料は乾燥後、秤量 した。

乾燥 したAAA済の試料のC02化からグラフアイ ト化までは (株)パ レオ・ラボに委託 し、同社の加速器質量

分析計 (パ レオ・ラボ、コンパクトAMS:NEC製 15SDH)で望C濃度の測定を行った。機関番号はPLDである。

炭素・窒素安定同位体比およびC/N比 の分析は、東京大学総合研究博物館放射性炭素年代測定室に設置され

ているEA一 MSシステム (MICROMASS社 製、The lsoPrime EA System)(装 置の概要と測定方法については、

國本田ほか (2009)を 参照)を 用いて、炭素・窒素安定同位体比の測定を行つた。炭素同位体比の測定には試料0.2mg

を、窒素同位体比の測定には34mgを 用いた。炭素・窒素同位体比は原則 1回の測定を行い、誤差は標準試料の

ばらつきで評価 している。誤差はδ ttC値 で最大±0.2%。 、づ巧N値で最大±0.2%。 程度と考えられる。

c.分 析結果

望C年代測定結果を表 2に示 した。望C年代はAD1950年 を基点として何年前かを示 した年代であ り、半減期は

Libbyの 5568年 を使用 した。得 られた望C年代は、OxC』4.1(Ramsey、 2009)を 用いてIntCa109(Reimer et al.,

2009)の較正曲線を使用 して較正 した。表 1に は、較正年代の確率分布の 2σ の範囲を示 した。

望C年代測定結果は3530± 20 14c BP(PLD-16364)で あった。Intca109に よる較正年代では、3885～ 3720 cal

BP(2σ )であり、おおよそ3800 cal BP前 後 (約1850 cal BC前後)に位置づけられた。

炭素・窒素安定同位体比の結果は、それぞれ-247%。 、50%。 で、陸上動植物起源の有機物の値とほぼ一致 した。

また、C/N比 は203であった。

表2 津島岡大遺跡から出上したマメ科種子圧痕土器の付着炭化物の分析結果

d.考 察

近畿 。中国 。四国地方の縄文時代後期の各土器型式の14c年代測定例はあまり多 くないが、国立歴史民俗博物

館の学術創成研究グループによつて、いくつかの遺跡で土器付着物や炭化材のμC年代測定が行われている (西

本編、2009)。 これらのデータと比較すると、津島岡大遺跡の圧痕土器の年代は、縄文時代後期中葉の彦崎K2
式や元住山正式頃の年代とほぼ同時期のようである (図25)。

阿部芳郎氏は津鳥岡大遺跡第 5次調査で出土した後期中葉の第Ⅳ群土器を、27b層 の古段階、25a層 の新段階

に区分し、27b層 を堀之内2式期の終末、25a層 を加曽利Bl式初頭と平行するとした(阿部、1994)。 筆者らが行っ

た東京都下宅部遺跡の縄文時代後期の土器付着物の年代 (正藤ほか、2007)と 比較すると、堀之内2式最終末段

階の測定結果は得られていないものの、おおよそ後期中葉の加曽利Bl式の年代範囲と一致する。圧痕付着土器

が出土したのは27b層 であるが、時期的には27b層 の主体となる堀之内 2式の終末段階よりはやや新しい土器の

ようである。

一方、炭素・窒素安定同位体比とC/N比 を見てみると、δ BC値は陸上動植物の範囲内であり、δ15N値 も5,0%。

と高い値は示していない (図 26)。 このことから圧痕付着土器の炭化物には、海の魚や貝類などの海洋起源の有

試料番号 遺物番号 種類

LC年 代

(BP)

較正年代

(2σ )(cal BP)

較正年代

(2σ )(caI BC)

μ

傷

∂14ヾ

(‰ )

C/N上ヒ

(mol)
機関番号

TO-1
T5-75
TOG0042

土器付着炭化物 3530■ 20
3880-3810(435%)
3800-3720(519%)

1935-1860(偲 5%)

1855-170(519%)
-247 50 203 PLD-16364
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図25 津島岡大遺跡から出上したマメ科種子圧痕土器の較正年代と縄文時代後期の各土器型式の較正年代との比較

近畿・四国 。中国地方の後期土器の年代は、西本編 (2009)に 記載されているデータを用いた。

機物は含 まれていない と考えてよいだろう。 また、C/N比 をみてみると、圧痕付着土器の土器付着物 には窒素が

ある程度含 まれてはいるが、動物性たんぱ く質の値 よりはC/N比が高い。吉田邦夫 らの実験データをみると、シ

カや タヌキ、クマなどの陸上動物起源の炭化物は、C/N比が10%前後あるいはそれ以下で、窒素含有率が高い。

圧痕土器の付着炭化物のC/N比 はそれ らの動物起源の有機物の値 とは異なることか ら、動物起源の有機物は圧痕

土器の付着炭化物に含 まれてお らず、炭化物の元 となった有機物は、C3植物起源であると推定 される。

問題は、このマメ科種子圧痕土器に付着 した炭化物が「マメ」を煮炊 きしたものなのか、それ以外の有機物を

煮炊 きしたものなのか、という点である。これまで筆者が行つた、下宅部遺跡出上のマメ科種子3点 の安定同位

体比のデータを図26に 示 した。マメ科種子の安定同位体比の傾向としては、δ BC値が -25～ -24%。程度で、C3

植物の中ではややδ ttC値が高い傾向があり、今回の圧痕土器のδ ttC値 も類似 している。 δ
“
N値については、下

宅部遺跡のマメ科種子 (工藤・佐々木、2010)の値よりもやや高いが、おおよそ類似 した傾向にあるといえるか

もしれない。
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図26 津島岡大遺跡から出土したマメ科種子圧痕土器の炭素・窒素安定同位体比と下宅部遺跡のマメ科種子との比較

左 :食料資源の各グループの安定同位対比の目安の円は、吉田 (2009)に 基づく。

吉田邦夫ら (吉 田、2006;吉 田・西田、2009)に よる現生の動植物の煮炊き実験データをみると、筆者らに

よるマメ科種子や今回の圧痕土器のように、δ13c値が -25%。 よりも高いものはないようである。下宅部遺跡の

土器付着植物遺体の分析 (工藤 。佐々木、2010)で は、編組製品付着土器から採取した炭化物や繊維付着土器

から採取 した炭化物に、δ13c値が -25%。 よりも高い値を示すものが多かった。これらの編組製品や繊維と一緒

に煮炊きした内容物までは特定できていないが、植物起源の土器付着炭化物のなかには、マメ科種子のように

δおC値がやや高い値を示す一群があるようである。

吉田邦夫らの実験データでは、C3植物のうち、ノビルなどの鱗茎類やアズキ、サ トイモやヤマイモなどの根茎

類に窒素がやや多く含まれており、C/N比 も20以下である。ただし、筆者らが行った下宅部遺跡の土器付着物の

分析では、鱗茎付着の試料のC/N比が高い値を示しており、吉田らの実験データとは異なる傾向を示した (工藤。

佐々木、2010)。 また、炭化して残ることがまずない根茎類について遺跡出土資料に基づいて議論することは極

めて難しいため、現時点では根茎類についてこれ以上言及することはできない。

以上のデータからみて、圧痕付着土器の起源となった有機物の候補としては、C3植物のなかでも堅果類は除外

されることは明確である。それ以外のC3植物の候補として、マメ科種子や根茎類などが候補の一つとして挙げら

れるが、特定するのは困難である。

今後、遺跡出土植物遺体のうち、可食部位が残っている場合には、それらの安定同位体比とC/N比の分析を行

い、基礎データを蓄積 していくことが必要である。
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貴重な試料を提供していただいた、岡山大学埋蔵文化財調査研究センターの山本悦世先生、分析のきっかけをいただいた熊
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常呂実習施設の図木田大博士にお礼申し上げます。
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第 2章 鹿田遺跡の調査研究

第 1節 発掘調査の概要

1.鹿 田 遺 跡 第 20次発 掘 調 査 (岡大病院中央診療棟新営 :調査番号 la。 lb、 鹿田BZ～CC3卜 40区、

BS20～ 23区、BT～BW20～24区、BX～CD13～25区 )

a.調査成果

①弥生時代～古墳時代初頭 :地形復元と集落端部の状況確認

②古代後半～中世前半 :集落構造の復元

③中世後半～近世初頭 :濠で囲まれた屋敷地の確認

調査期間 2009(平成21)年 6月 1日 ～2010(平成22)年 3月 8日

A地点 (共同溝地点・鹿田BZ～CC31～ 40区):2009年 6月 1日 ～2009年 8月 24日

2009年 6月 1日 ～16日 (表土掘削)、 6月 18日 ～7月 31日 (発掘調査)、 2009年 8月 5日 ～24日 (基礎下調査)

B地点 (中 央診療棟建設地点・鹿田BS20～ 23区、BT～BW20～24区、BX～CD13～ 25区 )

:2009年 9月 7日 ～2010年 3月 8日

2009年 9月 7日 ～10月 13日 (表土掘削)、 10月 15日 ～2010年 2月 22日 (発掘調査)、

3月 1日 ～8日 (基礎下調査)

調査体制 調査主体 岡山大学 (学長 千葉喬三)

調査担当 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター (セ ンター長 北尾善信 )

調査員  A地 点 :光本 順 (助教、調査主任)、 野崎貴博 (助教 )

B地点 :山本悦世 (教授、調査主任 )、 岩崎志保・野崎貴博 。池田晋 (助教)

調査面積 A地点 :632∬、B地点 :2,482∬

検出遺構

A地点 :井戸 3基 (鎌倉時代 3)、 溝13条 (弥生時代 1、 鎌倉時代 8、 室町～戦国時代 4)、

土坑 9基 (弥生後期～古墳初頭 2、 室町～戦国時代 7)。 柱穴約10基 (室町～戦国時代)

B地点 :掘立柱建物 1棟 (鎌倉時代 1)、 井戸22基 (平安時代後半～末 3、 鎌倉時代12、 室町～戦国時代 7)、

溝18条 (弥生後期～古墳初頭 6、 鎌倉時代 9、 室町～戦国時代 3)、

土坑18基 (弥生後期～古墳初頭 1、 鎌倉3,室町～戦国時代14)、 ピット約300基 (鎌倉～戦国時代)

出土遺物量 (27Υ 予容量の箱を換算 して)

A地点 :総数 22箱

<内訳> 土器類 11箱 (平安時代～江戸時代、弥生土器少量)、 木製品 4箱 (木簡、井戸枠材、曲物他)、

金属器・骨 (牛馬骨)1箱、石 4箱、サンプル 1箱

B地点 :総数 278箱

<内訳> 土器類 138箱 (弥生後期～古墳時代初頭…10箱、平安時代後半～戦国時代…106箱 )

木製品 60箱 (井戸枠材、曲物など)、

金属器・石器・サンプル 80箱 (石 63箱 :砥石等製品も含む)

現地説明会 :2010年 1月 23日 開催 見学者数160名
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b 調査 に至 る経緯 と調査経過

(1)調査に至る経緯

本調査は、岡山大学病院中央診療棟改築に伴 う発掘調査である。同工事にあたつては、予定敷地内に建つ病棟

や厨房棟を撤去する必要があつた。病院機能を損なわないように同建物類の解体あるいは建設工事を進めるため、

調査対象範囲を2期に分けて発掘することとなった。 l期 目は2007(平成19)年度 (2007年 9月 ～2008年 3月 )に 、

第18次調査として調査を行つた。その範囲は建設予定地の北東部にあたり、8722∬の面積を対象とした。その後、

既存建物の解体あるいは諸施設の付け替えなどを経て、2009年度には、2期 目の調査が予定された。その面積は、

最終的にA地点が 632だ、B地点は2,482だ となり、調査員は 2名 と4名がそれぞれ担当することとなった。

(2)調査の経過

〔A地点】

まずは、A地点である共同溝部分から調査を開始した。2009年 6月 1日 ～16日 に表土掘削を完了し、続いて6

月18日 からは本格的な発掘調査となった。表土掘削に際しては、旧病棟の基礎構造が非常に大形で強固であるた

め、その撤去に伴う遺跡の破壊を危惧 し、特に大形の基礎部を残すこととした。その結果、大規模な既設工事に

よる破壊の中での調査となったが、そうした状況にも関わらず、狭小の範囲ではあるが、平安時代後半～江戸時

代の遺構が残される箇所も比較的多く認められた。基礎間をぬっての調査は、上の搬出などの作業環境の悪さや

基礎設置に伴う攪乱による遺構の分断そして土質の変色などからくる調査の複雑化など、様々な点で困難な状況

下での作業となった。

2009年 7月 31日 に基礎部分以外の調査終了後、8月 5日 から基礎の撤去工事を行いつつ、その下部の遺構を調

査し、8月 24日 に全ての作業を終了した。

【B地点】

表土掘削 本体工事地点にあたるB地点では、A地点の調査と並行 して既存の病棟建物の解体工事が進められ、

表面上は更地となっていった。A地点の調査終了後、B地点へと調査地点を移動 し、2009年 9月 7日 から調査員

1名の立会のもとに表土掘削を開始 した。

B地点では北半に旧厨房そして南半に旧病棟建物があったことから、大形基礎の広が りが想定され、A地点と

同様に大形基礎の撤去を避けた結果、調査区南半部では43箇所にコンクリー トの塊が並ぶこととなった。ただし、

その破壊の度合いは予想を蓬かに超えるものであ り、基礎の規模の大 きさや密度の高さ、それに加え、基礎部の

みならず建物敷地全体を基礎下面まで掘削するという建物工事時点での工法の違いから、A地点以上に広範囲で

そして調査終了面以下にまで及ぶ深い破壊が、調査区の南半部を覆っていることが判明した。さらに、東狽Iで は

大形の浄化槽等設置に伴う大規模な破壊 も加わり、こうした破壊が及ぶ状況下では、包含層は全 く残つておらず、

破壊部下面で確認された教基の井戸と大溝を残 して、全ての遺構は消失 していた。

包含層の残存度が高いのは、旧建物敷地外にあたる調査区南端部の幅約 lmの範囲、あるいは中央部や北側部

に島状に残る高まり部のみであった。また、BXラ イン以北では、基礎部は全て撤去することができ、破壊深度

も多少浅いことから、弥生時代対応の土層は残されることとなった。

表土掘削は10月 13日 に終了 した。

発掘調査 発掘調査は2009年 10月 15日 から開始 した。調査にあたつては、対象地域を形状に合わせて南北に大き

く区分 し、さらに南部分を東西に三分 し、北区 。東区 。西区の 3区に分けて、遺物の取 り上げや記録などに対応

することとした。

まず、広範囲にひろがる撹乱部分の清掃を行った。その多 くは基盤層におよぶ破壊であったため、作業過程に

おいて多 くの井戸あるいは溝を検出することとなった。発掘調査開始段階の全景写真を撮影 したのち、近世土層

から順次各時期の調査に入るのが本来の手順ではあったが、攪乱底部で検出された遺構の保存が懸念された上、
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遺構 の時期確定が困難な状態であつたため、時期の異なる遺構 の調査 も同時に進めざると得 ない と判断 し、作業

を進めた。

比較的包含層が厚 く残 る部分では、戦国期 に埋没 した溝あるいは土坑などの調査 を終 え、鎌倉時代そ して平安

時代後期の土層へ と掘 り進めた。遺構の密集地区での遺構の検 出は難 しく、複数の時期の遺構 を同一面で確認す

るという状況となった。その段階で、残存度の高い北区を中心に柱穴群・井戸・溝群を、そ して東区・西区では

掘削深度の深い井戸や大形の溝を順次調査 し、平安時代後半～戦国時代の全景を写真撮影 した。

弥生時代後期～古墳時代初頭段階の面まで掘 り進むと、高低差のあった調査区はほとんど平坦となり、特に北

半部では破壊の影響は姿を消 した。第18次調査の成果を踏襲する形で、地形の落ち部分に遺物の集中を確認 した

ほか、溝の続 きを検出することができた。また、調査区南半部においても、あらたに溝などが検出された。それ

らの調査を2月 19日 に終え、22日 に補足の記録を行い発掘調査を終了した。

その後、調査区内に残る基礎43箇所の撤去に伴 う調査を3月 1日 から開始 し、調査員 1名が対応 した。その下

面を調査する作業の中で、溝・土坑の重複関係などの情報を得た。 3月 8日 に作業を終了 した。なお、工事の都

合から調査区の北西部に一部狭小な範囲で未調査部分が残ることとなり、次年度に対応することとなった。

平安時代後半～戦国時代の調査終了段階で、 1月 23日 に現地説明会を開催 し、160名 の見学者があつた。

c.調 査地点の位置

発掘調査地点は、岡山市北区鹿田町 2丁 目5呑 1号に所在する岡山大学鹿田キャンパス内に位置する。岡山平

野を南流する旭川西岸の比較的河口に近い立地である (付図 1)。

調査地点は本体工事地点 (B地点)と 共同溝地点 (A地点)に分かれる。両地点は同敷地の南東部に位置 し、

B地点の西狽1に A地点が設定された。岡大病院の東西病棟あるいは所房棟が建つていた地点である。鹿田地区に

設置 した構内座標では、A地点はBZ～CC31～40区、B地点はBS20～23区、BT～BW20～ 24区、BX～CD13～

25区 にあたる (図 34)。

岡大の鹿田キャンパス内では、既に全域にわたって調査がなされている。 B地点周辺では、北東側で第18次調

査 (中 央診療棟建設地 :厨房跡地)、 南側で第 9～ H次 ・第14次調査 (病棟建設地)が隣接 して実施され、弥生

時代～近世集落の様子が断片的に見つかっている。本地点は、それらをつなぐ場所にあたる。また、少 し北側に

目を向けると、NMRCT室 (第 2久調査地点)さ らに北西部に外来診療棟 (第 1次調査地点)において、弥生時

代に遡る集落の広がりが確認されている。

d.各地点の調査概要

(山本悦世)

(1)A地点

〔層序〕(図27)調査区で確認した基本層序は以下の通りとなる。

1層 (大正期以降の造成土):上面は現地表面にあたる。上面標高は約23mである。本層の多くは、1917(大正6)

年の岡山医学専門学校建設時における造成土である。

2層 (近代):黒灰色粘質土で、調査区の一部に残存する。

3層 (中世):3層は a・ bの二層に分層 した。 3a

層は暗茶褐色砂質土であ り、上面において、ピット

を少数確認 した。 3b層は灰茶褐色砂質土である。

4層 (中世):暗灰褐色粘質土である。中世遺構の

多 くは本層上面で検出した。

5層 (古代～古墳か):暗灰褐色粘質土である。

6層 (古墳か): 明灰色粘質土である。

7層 (弥生後期):暗灰色粘質土である。本層から

柱状図①
1

柱状図②

1

1 5m   l 造成上~~  2 
黒灰色粘質土

3a 暗茶掲色砂質土
3b 灰茶褐色砂質土

10m  
會:悟優帽色韓畳圭
6 明灰色粘質土
7 暗灰色粘質土
8 灰褐色粘土

6=1/4ω  9 暗灰褐色粘土

＼

― __

‐
― ___

4

6

′
 8

図27 土層断面図
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は弥生時代後期の土器が出土 した。

8層 (弥生中期～後期):灰褐色粘土である。遺物は出上 していない。

9層 (弥生中期以前か):暗灰褐色粘土である。遺物は出土 していない。無遺物層 と考えられる。

〔遺構・遺物】 (図28)本調査地点では弥生時代、中世、近世の遺構・遺物を確認 した。以下その概略を示す。

<弥生時代>

弥生時代には、北側に微高地、南側に低位部が広がっていたことを、土手の一部で確認 した。南の低地部へと

落ちる緩斜面からは、弥生時代後期の土器片が出土 した。

弥生時代の遺構は、土坑 2基、溝 1条 を確認 した。土坑は、南西隅付近で確認 した (SK10・ ■)。 現状では小

型で浅いもので、遺物の出土はない。溝は南北方向にのびる小型のものとなる。

地形と遺構 。遺物から、当該期の本調査地点は集落域の縁辺にあたるものと考えられる。

<中世 :鎌倉時代>

井戸 3基、土坑 2基、溝11条 (畝溝 3条含む)、 ピットを検出した。遺構の時期については幅があ り、少なく

とも12世紀中頃～14世紀までのものを確認 している。調査区北半の状況については、包含層ののこりが悪いため、

検出遺構の多くは南半に位置する。以下に示す遺構 。遺物の内容から、本調査地点は屋敷地の一角をなすものと

考えられる。

南半でみつかったピット群は、調査区南の病棟地点で検出されたピット群に連なるものと考えられる。井戸は

調査区南東部に2基 (SK l古相・新相として記録 )、 中央付近に 1基 (SK 3)が みられる。南東部の 2基の井戸は、

12世紀中頃と13世紀中頃の井戸が切 り合う形となる。これらの井戸は、掘形の平面形が多角形をなすことに特徴

がある。調査区中央の井戸 (SK 3)に ついては、土手部分で一部が残存 していたものである。井戸上半が別の

土坑 (SK 4)に よって切 られるが、井戸として認識 した上半部自体 も土坑 4と 平・断面形が類似 している。 し

たがって、SK 3上半もまた土坑である可能性がある。

溝については、調査区中央の南北大型溝 (溝 1)を軸に、西に 1条 (溝 9)、 東に 1条 (溝 6)がのびる。溝 6'

9は 出土遺物からいずれも14世紀代と考えられる。両溝の溝 1への接続位置が異なるため、溝 1を 軸に十字形の

区画とはならないことが特徴的といえる。南北大型溝の底面からは、木簡片 1点がみつかった。

畝溝と認識 した遺構は、調査区南西隅において、東西方向に3条確認 した。これらは、埋土がいずれも責褐色

系の砂質土で共通 している。おそらく、当該箇所において耕地が形成されていたものと考えられる。

<近世 。近代>

近世遺構 としては、土坑 5基、溝 4条 を検出した。およそ36～37ラ インの幅に位置する南北大型溝 (溝 1)を

溝(中世) (通
0  (S=1/400) 10m

CD
網掛けはSDl(南 北大ll滞

)の範囲を示す

図28 A地点遺構全体図
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第2章 鹿田遺跡の調査研究

軸として、その西方に土坑群が形成された。こうした遺構配置からは、近世段階の本調査地点はおおむね耕作域

であったものと考えられる。

土坑の内、長方形プランの 1基からは、その底面において古銭 1点が出土 した。

南北大型溝は、掘削の開始は中世段階まで遡るものである。南北大型溝の東肩を切る形で、南北溝が構築され

ている (溝 3)。 溝 3に ついては、中世以降のものと考えられる。その他、調査区東端において、南北方向の溝 (溝

2)があり、出土遺物はないが検出面から近世にまで降る可能性がある。

近代については、耕作土と考えられる包含層 (2層 )を確認 したが、多 くは造成以降の建物建設の影響で失わ

れていた。近代に属する遺構は確認されなかった。 (光本 )

(2)B地点

〔層序】(図29)

1層 :鹿 田キャンパスに、岡山医学専門学校が大正 6(1917)年 に建設された際の土地造成盛 り土が約80cm程

度、それに、以後の堆積土が加わって構成される。上面は標高2.4m前後に位置する。

2層 :砂が大量に含まれる灰色土層で洪水後の抗拌を想起させる。上面は、調査区の北半部では標高 2～ 1,9m、

南半部では同約17m程度が一部で確認されるが、上部が削平されている可能性が高い。

3層 :近代 (明治・大正期)の耕作土にあたる。明るい灰白色土を基調とする均質性の高い土層である。上面は、

北半部では標高18～ 188m、 中央部では同17m前後、南端部では同16～ 165mを 測 り、南に向けて低 くなる様子

が窺われる。大規模な攪乱の存在によって、上面ラインがどのように繁がつていくのかを確認することはできな

いが、耕作土であることを考慮すると、そこに耕作面の段差を想定することは可能であろう。

4層 :やや青緑色を帯びた暗灰 (褐 )色土あるいは砂質土である。上面で検出される遺構 (大溝など)の時期など

から、中世前半から中世後半までに堆積した土層と判断される。上面は、北半部が標高17～ 175m、 中央部では

同16m前後、南端部では同15m前後を測る。この数値変化は3層 と共通した南への下降を示 しているが、近世

層の存在が明瞭でない点から、3層形成時における土地改変が本土層上面及んだ結果と見なすほうが妥当であろ

う。ただし、調査区南端部へ下降する地形を否定するものではない。

一方、調査区北東部では、上面は同約14mの 数値を示す。同地点で 3層 は残存 していないため不明確な部分

もあるが、 3・ 4層段階に低い地形であったことが予想される。ただし、本土層は周辺の調査において近世およ

び中世後半の土層にわけられる場合もある点は注意が必要である。

5層 :上面で多くの遺構が検出されており、その時期から中世前半の堆積土と判断される。淡灰褐色粘質土ある

いは砂質土で、南端部はやや砂質を強める。上面が高い部分は、BXラ イン以北で、その範囲の中央部西寄りを

北西から南東に向かうラインの東側である。高さは標高1.55～ 16mを測る。さらに、その西側～南側に向けて地

形は緩やかに下降し、同1,4～ 1.5mで安定的な広がりが想定される。一方、北東部あるいは南東端部周辺は、同12

(北東部)～14m(南東部)ま で下がつており、東端部が低いという地形は4層 と共通する。

6層 :黄灰褐色粘質土で調査区南端ではやや砂質を帯びる。鉄分の沈着が顕著である。出土遺物から中世前半の

土層と考えられる。上面が高い部分はBXラ イン以北で、5層 と同じ範囲である。標高14～ 15mを測る。同高ま

りの西狽Iそ して調査区中央部は標高1.3～ 1.4m、 南端部で同12～ 1.3mを 測 り、高まり部から周囲に向けて緩やか

に下降する傾向が窺われるが、全体的には安定的な平地の広がりとも言えそうである。一方、調査区北東部は、

同1lm前後まで下降する。全体に5層 と共通する地形である。

7層 :出土遺物から古墳時代初頭の時期が想定される。暗茶灰掲色土～砂質土である。高位部はBXラ イン以北

で、その範囲の中央部西寄 りを北西から南東に向かうライン上の帝状の高まりであり、その東狽1で はない点が

6層 とは異なる。標高145～ 1.5mを 測る。同高まりの東側・西側 。そして調査区中央部さらに南端部までは標高

1.2～ 135mを 測り、高まり部から周囲に向けて緩やかに下降しつつも、安定した平面の広がりが窺われる。一方、
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調査区北東部は、同 lm前後まで下降する。以上のように、高まりの範囲以外は、5層 と共通した地形を呈する。

8層 :7層 に類似 した黒茶灰褐色土砂質土で、一部では粘性が多少強い部分もある。帯状に高い地点は、上面が

14～ 15m、 やや低い広が りは同11～ 12m、 そして北東部の最深部が同09～ 1lmを それぞれ測 り、全体の地形は

7層 と共通する。

柱状図① 柱状図②    柱状図③    柱状図④    柱状図⑤    柱状図⑥

1 5m一】＼
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／
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十
一

＼＼ぶ奉＼＼＼＼＼＼挙＼＼＼＼＼＼挙＼＼＼、
７

８

９

Ю

ｌｌ

灰色土 (砂 多量)

明灰白色土

暗灰 (褐 )色土～砂質土

淡灰褐色粘質土～砂質土

黄灰褐色粘質土 (Fe)

(暗)茶灰掲色土～砂質土
黒茶灰 (褐 )色土砂質土
淡責灰色粘質土～砂質土 (Fe)

黒灰色粘質土

(黄 )灰色粘質土

123

即
m

(第 18次調査地点)

|     |
―‐―は弥生時代～古墳時代初頭の遺構

|     |     |
※○番号は土層柱状図の位置、 トーンは井戸、

図29 B地点断面図・遺構全体図
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本土層上面では、明確な遺構は確認されていないが、高まり部の東側には「落ち」が広がってお り、その斜面

に弥生時代後期の土器が点在 して出土する。こうした遺物から弥生時代後期の時期に属する可能性を考えている。

9層 :堆積が確認されない箇所 もある。淡責灰色粘質土～砂質上で、鉄分の沈着が特徴的である。上面は、標高

■05～ 1.18mを 測る調査区中央部から調査区南端西半部が高 く、その北側周辺が同 lm前後、そして調査区東狽J

が同08m前後の数値を示す。東側への下降が予想される。基本的には 8層 と共通した地形である。

上面では遺構が検出されてお り、弥生時代後期までの堆積と判断される。

10層 :黒灰色粘質土で 8層 との類似性が高い。 7・ 8層 と共通 した地形を呈する。BXラ イン以北の調査区中

央を斜めに走る高まりは標高 1～ 12mを 測るが、北の方が高い傾向を持つ。同様の高まりは調査区南端部西半

でも同 lm前後の高まりとして確認される。その周囲は同09m前後で安定的である。一方、調査区北東部は同

068～ 075mの数値が示すようにやはり低い地形が窺われる。また、8層 と同様に、北側の高まりの東恨1に 「落ち」

が存在する。

上面・下面では遺構が検出されたが、堆積時期は弥生時代 としか現状では判断できない。

11層 :弥生時代の基盤層にあたる。 (黄 )灰色粘質土である。上面は、調査区全体に標高09～ lm前後に認めら

れるが、調査区北東部では同06m前後となる。地形の低さが際立つ。

以下の堆積土は灰色系の粘土を主体 としていることが、一部の断面で確認される。

また、 4～ 8層は、それぞれ細分が可能であるが、詳細については今後の検討が必要であり、ここでは、基本

土層について述べるにとどめておきたい。

【遺構。遺物】(図29)

<弥生時代後期～古墳時代初頭>

7～ 10層が本時期に射応する。北側に広がる微高地端部に位置する18次調査の周縁部に位置 してお り、同端部

をめぐる「落ち」が、本調査地点内の 8・ 10層 にも及び、北西から南東に向けてその存在が確認される。一方、

西側では多少の高まりが認められるが、安定的な状況を窺うことはできない。その背景には、弥生時代の基盤層

と考えられる11層以下で確認される島状の高まりや、「落ち」部が複雑に散在するという起伏のある地形が影響

していると考えられる。

検出された遺構は土坑 3基・溝 7条である。調査区北端部においては、東側への「落ち」部斜面に遺物が比較

的多く出土しているが、全体に希薄な状態といえそうである。

土坑 2基 と溝 3条 は調査区中央部BZラ イン付近において9層 ・10層 上面で検出された。溝は第18次発掘調査

地点において北東から南西に向かう溝の続きにあたる。西端部についてはいずれも攪乱によって断ち切られてい

るため確認できない。時期は弥生時代後期の可能性が高い。そのほかの溝 4条は、調査区南東隅から調査区中央

部に向かうもので、一部で重複関係を有する。大規模な攪乱下面での検出であるため、本来の掘削面あるいは時

期など詳細は不明確であるが、一部の壁面で10層下面掘削の可能性も残す溝が 1条あり、溝群の上限時期を示す。

残る土坑 1基は、BXラ イン上で24区 に位置する。すり鉢状の土坑である。攪乱下面での検出であり、機能 ,時

期などは不明である。「落ち」は8層 ・10層で確認されたが、第18次調査で調査された溝27な どに対応する可能

性が高い。あるいは、その縁に形成された溝の可能性も残す。

<平安時代後半～末>

本時期を示す土層の堆積は確認できないため、地形の復元は困難である。

検出遺構は、井戸 3基 (井戸30・ 32・ 42)の みであり、掘削深度が深いことから大規模な攪乱や土層の削平に

よる消失を免れたことは明らかである。井戸は、調査区東部 (CA14区 )。 中央部 (BY19区 )・ 北端部 (BS22区 )

にそれぞれは約30m前後の距離をもって点在する。いずれも方形の掘 り方内に桟木と縦板材の木枠を据えた構造

が特徴的であり、改修の様子を残す井戸も注目される。井戸枠内からは曲物や土師質土器椀などが出土したほか、
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大量の炭が堆積するものも含まれており、埋め戻 しの際のマツリの様子を窺わせる。

<鎌倉時代>

5'6層 が本時期に対応する。第18次調査地点の西側周辺を中心に、調査区北側がやや高い傾向を示すが、東

端部を除いては、全体として安定的な広が りを見せる。井戸12基・土坑 3基 ・溝 9条・柱穴群が確認された。こ

れらの時期は13～ 14世紀と考えられ、長期間にわたる集落の継続性を窺うことができる。

溝の方向は、真北に近い軸を示すものが 3条 (溝 2～ 4)、 北方位の軸が東に傾 く現在の地割りに沿ったもの

は南北方向に3条 (溝 10。 17・ 21)と 東西方向に3条 (溝 6。 7・ 12古段階)があげられる。

鎌倉時代前半では、方向軸の異なる溝が確認された。特に、溝 2～ 4は鹿田遺跡では特異な方向となっており、

その形成時期あるいは他の溝との関係などが注目される。溝 6・ 7は東西方向の区画溝を構成する。

鎌倉時代後半では溝 2条 (溝 10・ 溝21)が、現地害!り に沿って南北方向に検出された。特に、溝10は幅45m・

深さ15mを 超える規模が復元され、13世紀後半頃の溝の大形化を示す。さらに、第18次調査地点と第14次調査

地点にも続いており、その規模の大きさと相まって、土地を南北に区切る重要な溝であったことは明らかである。

東側が低い地形もそれに対応する。東西方向では、調査区北端を走る溝12があげられる。

<室町時代～戦国時代>
4層で検出した井戸 7基・溝 4条 ・土坑14基・柱穴群が本時期に属する。本地点では、近世層が削平された可

能性が高い。

溝は、南北方向の2条 (溝 1・ 14)と 東西方向の2条 (溝 9・ 12新)が注目される。その内、溝14は前段階に

属する溝10と 同様に14次調査でも確認され、本地点からさらに北に延びる状況を呈する。また溝の規模や形状か

らも、溝10に代わって鹿田キャンパスを南北に区切る溝として評価できよう。東西方向の溝では、鹿田キャンパ

ス敷地内の溝の配置から、溝12が南北方向の重要な溝となる可能性を持つ。一方、滞 1と 同9は、それぞれ南西

部隅で端部を形成し、繁がった状態ではないが、同時性やL字形を形成する位置関係あるいは底面レベルを含め

た形態的特徴の共通性などから、関連性の極めて高い一連の溝であることは明らかである。調査区北端部に一部

がかかる溝12を のぞいた3条の溝は、少なくとも幅45m・ 深さ1.5mに及ぶ大きさであることが復元される。こ

れらの溝によつて、敷地は東西南北を濠状の大形溝で区切られた屋敷地の存在が浮かび上がる。その敷地規模は

溝の中心距離で約40mを測る。

井戸は、同屋敷地内外に5基が見つかっている。内部からは、15～ 16世紀の備前焼や17世紀初めの国産陶器・

明の染め付けのほか、美濃焼の猿の意匠をこらした水滴が出土している。現状では、詳細な時期が確定できない

遺構も多く、大溝の内側と外偵1と の関係などの検討は今後の課題であるが、少なくとも有力者の存在を示す資料

としては十分といえるであろう。

江戸時代には、溝・井戸などは姿を消し土坑を中心とした耕作地へと移 り変わると考えられる。

e.調査成果

【弥生時代後期～古墳時代初頭】 鹿田遺跡では、敷地の中央部に当たる 1次調査地点において弥生時代中期後半

に集落が形成されている。続 く後期には、その周囲にあたる2次・ 5次調査地点まで集落は拡大 しているが、全

域に展開するのは弥生時代後期末～古墳時代初頭に下る。A・ B両地点において、その時期の微高地周縁部の地

形と遺構の状況を確認 した。また、比較的安定 した地形の形成が後期の段階に進んだ可能性を窺うこともできた。

後期集落の拡大が限定的であった背景の一つに、そうした土地形成の問題があったことが予想される。また、集

落端部にあたる地域での土地利用に関して、 9～ 14次調査では水田の広が りが予想されたが、本地点の溝群 もそ

れに関わる遺構 として評価される。一方、18次調査の微高地東端部から繋がる溝とは、方向を大きく違えてお り、

それらの関係は今後の課題である。

〔平安時代後半～末】 古墳時代以降断絶していた集落の再開が確認される。B地点では井戸3基が約30mの等間
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隔で配 され、全てに板材 を用いた井戸枠 を有 し整備 された状況 を示す。 これは、井戸の配置に規則性が見えに く

く井戸枠 をもたない傾向が認められる鎌倉時代以降 とは、やや異質な感 を受ける。 この 3基の井戸には大 きな時

期差 を認めがたいことか ら、計画的な屋敷地の配置が整然 と行われていた可能性 も想定 される。 また、改修痕 を

残す井戸の状態は、一見大形に見える井戸の評価に新たな視点を向けることがで きるか もしれない。

【鎌倉時代】 A・ B調査区全体に丼戸が点在 しており集落の広が りを見ることができる。ここで特に注 目される

のはB地点の溝の方向である。鹿田遺跡では「鹿田条里Jと もいわれる南北軸を東に傾けた土地区割 りが中心を

なすが、真北の軸方向を示す溝が 5mの 間隔をもって 2列が並行する状態が調査された。同溝は、本地点の南側

にも伸びることが第 9・ 11次調査から窺われる。さらに、北の方向をたどると、岡大津島キャンパスの中央部を

南北に走る条里の基準線にあたる可能性が高い点を考えると、注目すべきデータと評価される。

【室町時代～戦国時代〕 濠状の溝で囲まれた屋敷地を確認できた。B地点では、敷地の四方を囲む大溝の確認に

よつて、約40m幅の区画単位を想定することができる。また、本時期の遺構は、鹿田キャンパス全域に広がる前段

階とは異なり本調査地点を中心に限定的な広が りを示す傾向をみせており、集落景観の変化を窺わせる。

おわ りに

本地点の調査では、弥生時代の集落南端の状況に加え、平安時代末から継続する集落が近世初頭にまでおよぶ

ことが明らかとなった。その中で、時代ごとに集落景観が変化する状況を窺うことができる。最終段階となる近

世初頭の時期は、岡山城下町の形成時期とも重なる。城下町からは外れているとされる本地点の調査によつて、

農村風景とは異質な感をもつ濠で仕切られた集落の存在が明らかとなったことから、今後、この時期の具体像 も

考古学的に探求 していくことが求められよう。 (山本 )

第 2節 試掘 ・確認調査の概要

学 生 サ ー ク ル 棟 新 営 予 定 地 鰤 査番号 2、 鹿田CR70 71・ CW75区 )

キ      |
0   (S=1/2′ 000)  50m

図30 調査地点の位置

a.調 査の経緯 (図 30)

老朽化 した鹿田地区学生サークル棟の建て替え工事が、2009年度に実施されるこ

ととなった。新営建物はプレハブ2階建てで、既存のサークル棟を取 り壊 した後に、

同箇所に建てられる。建て替えに際しての地下の掘削工事は、既設建物基礎 よりも

上部 (現地表より60～70cm)で収まるものであり、遺物包含層まで達 しないことが

予想された。そのため、既設建物基礎の取 り壊 しおよび新営建物基礎設置に際して

は、立会調査で適宜対応することとした。いっぽうで恒久的建物の新営にあたって、

埋蔵文化財の状況を調査することとし、新営建物の敷地内において 2箇所の試掘・

確認調査を実施することとなった。

試掘・確認調査は、2009年 8月 25日 に2箇所実施 し、調査研究員 1名がそれにあ

たった。なお、同月26日 には、調査地点のGPS測 量を当センターで実施 した。

2箇所の試掘箇所は、北東地点と南西地点からなる。試掘箇所の設定にあたつて

は、以下の点を調査のねらいとした。北東地点については、その北方に位置する鹿

田遺跡第 6次調査 (ア イソトープ総合センター)において確認された中世南北溝群

が当地点まで伸びるか否かを確認することを主な目的とした。一方、南西地点にお

いては、鹿田キャンパス南西隅における旧地形および遺構・遺物のひろが りについ
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て確認することを主な目的 とした。

b 調査の成果

(1)北東地点

〔層序】 (図 31・ 32)】ヒ東地点の層序については以下の通 りとなる。全体 として、本地点の層序は鹿田地区にお

ける標準的な層とは言い難 く、津島地区でみられる耕作土との類似が目立つものであった。なお、土層の時期に

ついては、ほとんどの層で遺物が出土 していないため、層の順序からの推定を行つた。

1層 i1922(大正11)年の岡山医科大学建設時における造成土である。上面は現地表面にあたる。上面標高は約

20～ 22mである。厚さは065～ 085mを測る。

2層 :淡青灰色粘質土で、上面標高は136mである。近代耕作土と考えられる。

3層 :茶灰色粘質土で、鉄分・マンガンを多 く含む。上面標高は127mである。土質から耕作土と考えられる。

時代は、出土遺物がみられないものの、層序から中 。近世と推定される。

4層 :灰色粘質土で、層の中間に鉄分の沈着がみられる。鉄分が多 くマンガンがやや少ない。土質から耕作土と

考えられる。上面標高は114mである。中世の上師質土器椀小片を僅かに含む。中世頃の層と推定される。

5層 :責灰色粘質土で、層上半に鉄分、下半にマンガンが多 く沈着する。上面標高は10mである。 4層 と同様

の灰色系の粘質土であり、土質から耕作土と考えられる。時期についても中世段階のものと推定される。

6層 :茶灰白色砂質～粘質土で、相対的に上半については砂質が強 く、下半に関しては粘性が強いため、二層に

細分することも可能である。鉄分は多いものの、マンガンは少ない。上面標高は0.90mで ある。2～ 5層 と同様に、

耕作土の可能性 もあるが判然としない。時期については、遺物が出土 していないため、古墳時代～中世の広い範

疇で捉えることが妥当と考えられる。

7層 :灰褐色砂質土であるが、下層の 8層 と同様にやや白みがかる。鉄分は多 く、 3～ 5 cm大のブロック状に含

まれる一方で、マンガンは少ない。上面標高は070mである。

8層 :暗灰白色粘質土で、鉄分は多いものの、マンガンはみられない。上面標高は065mで ある。下層との関連

で考えれば、湿地的な層と考えられる。

9層 :暗灰色砂混 じり粘質土である。砂混 じりである点が本層の特徴であ り、下層の砂層である10層 との関連が

窺える。上面標高は045～ 0.53mで ある。鹿田地区の既往の調査から判断すると、弥生時代中期以前に堆積 した

③     北東地点北壁セクション ⑥ ①  南西地点東壁セクション  ⑥

0   (S=1/40)   lm

図31 土層断面図

(北 東地点〉
1 造成土
2 淡青灰色粘質土
3 茶灰色粘質土
4 灰色粘質土
5 責灰色粘質土
6 茶灰白色砂質～粘質土
7 灰褐色砂質土
8 暗灰白色粘質土
9 暗灰色砂混じり粘質土
10 暗灰色粘土混じり砂層

(南西地点〉
1 造成上
2a 暗青灰色粘質土
2b 緑灰色砂質土
3 責灰褐色砂質土
4 黄灰色砂層
5 黄灰白色砂層
6 灰褐色砂層
7 灰色粘質土
8 黄灰色砂層
9 灰色粘質土
10a 暗灰色砂混じり粘質土
10b 暗灰色砂混じり粘質土
10c 暗灰色砂混じり粘質土

1 0m

0 0m

匡園河道
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河道由来の層と考えられる。

10層 :暗灰色粘土混 じり砂層である。本層は水分が多 く

含まれ、調査底面からは湧水が認められた。上面標高は

023mで ある。 9層同様に、弥生時代中期以前に堆積 し

た河道層と考えられる。

【遺構・遺物】(図31'33)本地点では遺構が認められず、

図32 北東地点の層序         遺物も極めて希薄であった。調査のねらいであった中世

段階の南北溝についても、本地点では認められないため、当該溝が本地点まで伸びないことが判明した。

(2)南西地点

【層序】(図 31・ 33)南西地点の層序については以下の通りとなる。本地点の層位は河道堆積層が主体となること

が特徴である。なお、土層の時期については遺構・遺物がみられないため判然としない。

1層 :1922(大正11)年の岡山医科大学建設時の造成土。上面は現地表面で標高約22m、 厚さは0.88mを測る。

2層 :近代耕作土と考えられる土層で、2a層 (暗青灰色粘質土)お よび2b層 (緑灰色砂質土)に区分しう

る。2b層下面には鉄分の沈着が認められる。上面標高は、2a層が1,32m、 2b層が124～ 130mと なる。

3層 :責灰褐色砂質土で鉄分が多く、マンガンも含まれる。上面標高は1.17～ 126mである。上面に緩やかな凹

凸がみられ、本層を加工して近代に畦畔が作られていた可能性がある。その場合、上層の2b層が伴うものと考

えられる。本層の形成時期については判然としないが、近世前後のものと推定される。

4層 :黄灰色砂層で、上面標高は115mを 測る。鉄分・マンガンを多く含む。白色・灰黄色細砂を層全体に多く含む。

本層～ 6層については、洪水砂と考えられる一連の砂層である。 6層底面の高さが南から北に向かって低 くなる

ことから、おおむね東西方向に河道状の地形が広がっていたものと考えられる。層の順序から判断すれば4～ 6

層は中・近世あたりに堆積した可能性が高い。

5層 :責灰白色砂層で上面標高は090mを測る。鉄分および白色・灰黄色細砂を層全体に多く含む。

6層 :灰褐色砂層で、上面標高は115mを 測る。鉄分を多く、下層由来の灰白色粘土ブロックを含む。

7層 :灰色粘質土で、多くは上層の決水砂で失われている。上面標高は068～ 0,78mを測る。 7～ 9層 について

は、灰色を基調とするもので、一連の層の単位と考えられる。 7・ 9層の粘質土と8層の砂層からなる河道堆積

層と考えられる。上記 4～ 6層 と同時期に形成されたか、あるいはそれ以前の形成層と考えられるが、時期の特

定は困難である。

8層 :黄灰色砂層で、鉄分を多く含む。上面標高は070mを測る。

9層 :灰色粘質土で、黄灰色砂ブロックを含む。上面標高は068mを測る。

10層 :暗灰色砂混じり粘質土で、暗灰色砂ブロックの含み方から3層に細分した。10a'c層 は暗灰色砂ブロッ

クを多 く含み、10b層 は少ない。上面標高は、10a層が

114m、 10b層が083m、 10c層が0.69mを測る。10c層

底面は水がにじみ出る状況であり、湧水層に近いものと

考えられる。土質から10a～ c層 もまた河道堆積層と考

えられる。時期については判然としないが、標高から弥

生時代にまで遡る可能性が高い。

(3)調査の成果

北東地点・南西地点の 2箇所の試掘・確認調査では、

いずれも遺構は認められず、遺物 も極めて希薄な状況が

判明した。 2つの トレンチから想定 しうる、学生サーク図33 南西地点の層序
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第3節 立会調査の概要

ル棟新営地点の旧地形および土地利用の様相は次のようになる。まず弥生時代においては、集落およびその周辺

に広がるような微高地が形成されていたとはいいがたく、全体として河道ないしは湿地状の土地であったことが

推定される。古墳時代～中世頃まで、南西地点では河道を示す地形が続 く一方で、北東地点付近では微高地状の

土地を形成する。そして北東地点では、少なくとも中世以降において耕作域が展開したものと考えられる。近世

段階には、南西地点にみられた河道が埋没し、北東地点もあわせて全体で耕作域が広がったものと考えられ、そ

の様相は近代まで継続する。このように推定される旧地形の状況を遺構・遺物の希薄さとあわせて考えると、学

生サークル棟新営地点は、弥生時代中期以降の鹿田集落のタト縁にあたるものと推定される。

鹿田地区における既往の調査状況に照らせば、北東地点でみつかった中世頃の耕作土の存在が半U明 したこと、

鹿田遺跡第 6次調査の中世溝が今回の調査地点まで伸びるものではないということ、旧地形を知る手がかりが得

られたことが、本調査の重要な成果といえる。 (光本)

第 3節 立会調査の概要

1.調査の実施状況

2009年度の鹿田地区における立会調査は17件が実施された。学生サークル棟新営工事および2件の発掘調査 (第

20次 A・ B地点)が実施されたことにより、2008年度立会件数 (6件)よ りも増加したものといえる。立会調査

において中世層以下まで掘削が及んだ箇所は、鹿田遺跡第20次調査A地点の矢板打ちに伴う掘削 (調査番号 3)

であるが、それについては本章第 1節に同地点の発掘調査概要を掲載しているため、本節では省略する。 (光本)

表3 2009年度鹿田地区調査一覧

番
号 種類 構内座標

所
属 調査名称 細目調査名称 調査期間 雌的

内容

la 発掘 BZ CC31■0 病
中央診療棟新営に伴う発掘調査 (共同溝地

点)【鹿田遺跡第20次発掘調査A地点】
共同溝地点

,18～ 731(発掘調査 )、

〕5～24(基礎下調査 )

184 ム生時代～近世の遺構 遺物

発掘
BS20 23、 BT‐ BW20 24、

BX‐ CD1325
病

中央診療棟新営に伴う発掘調査 (本体工事

地点)【鹿田遺跡第20次発掘調査B地点I

本体工事地点
1015～ 222(発掘調査 )、

31～8(基礎下調査)

188 小生時代～近世の遺構 遺物

2 嗣
観

CRマul、 C削75 事 学生サークル棟新営に伴う試掘・確認調査
耳ヒ 東 212。

南西229

3 立 会 CB311、  CB40 病
鹿田遺跡第20次調査A地点の矢板打ちに伴

う掘削
;22 28 11～ 13 1世層まで掘削。または既設膵

4 立 会 DA―DGV 事 プール配管改修工事 ,19 発設 造成土内

5 立 会
AD24、 AF50、 AG49 50、

CKll 12、 CJ47BJ51、
事 案内誘導板設置工事 )25 29 )6～09 挑設土内

6 立会

〕E‐CGЮ 74、 CK℃ V6869、

3T71、 CV W鶴 70、

〕まCW狗 76

事 学生サークル棟新首工事

三外配管 〕17 20

桝 075～
095、 管路

115～ 138

管路 :近 代層 まで掘削。桝 :

造成上内

7 立会 ,IC62、 CK69、 CQ68 電気ハンドホール 以 %3193 造成上内。東西溝 (時期不明)

降詔ハ

8 立 会 DS75 76 その他工事 こ世層まで掘削。

9 立会 ,372 電気設備 )75 託設土内

立 会 〕I‐CJ64 66
医

自然生命科学支援センター (動物資源部門)

改修工事

機械設備空調工事 130、 83 〕9～ 11 栃設土内

11 立会 DK‐Ch144 66 ガス配管 34～&7 〕85～α9 造成土内～近世層まで掘肖」

立 会 BZ25 病 1央診療棟本体調査地点 失板位置確認 )9 発設 造成上内

立 会 BTCD25 30 病 1央診療棟共同溝地点・

''水

管桝 光1 2 〕8～ 09 近世層まで掘削。

14 立会 ACAV67 69 病 西側囲障改修 )3～07 造成土内

立 会 BYおZ4546 事 排水管取 り替え工事 10" 近世層まで掘削。

立会
BH34、 BM34、

BD3V解 2 病 高精度放射線治療棟
ガス配管 〉8～13

既設 造成土内、一部近代層

包含層確認。

17 立会 BG32、 BH35、 BL35 日矢板位置確認 125 28 託設土内、1日矢板位置確認。

立会 AG‐AM2597 病 71来診療棟周辺外構改修工事 113 14 造成上内

立会 3D BT57§ 医 毒内浄化槽 (汚物槽)撤去他工事 配管 217 18 )9～H 己含層 (近世 近代 P)確認
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吻   発掘調査

目   試掘・確認調査

■ ● 立会調査

※番号は表 3の調査番号に対応する。

0        (S=1/2′ 500)      100m

2009年度の調査地点 【21-鹿田地区―
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第 1節 調査資料の整理・研究

1 調査資料の整理

2009年度の調査資料の整理は、鹿田遺跡14次調査 (岡大病院病棟)の接合のほか、鹿田遺跡17次調査 (医学部

基礎棟 )・ 同18次調査 (岡大病院中央診療棟)出土遺物の洗浄、鹿田遺跡第19次調査 (岡大病院渡 り廊下)の貝

塚部分の洗浄を中心に行った。これらは、いずれも鹿田キャンパスの発掘調査資料であり、平安時代～鎌倉時代

の資料を中心に弥生時代～古墳時代の遺物を含む。中でも、鹿田遺跡第19次調査の貝塚資料は、弥生時代後期～

古墳時代初頭に属するものであるが、その特殊性から過酸化水素水を用いて、貝や骨などを極力痛めないような

洗浄を試みた。

報告書の作成については、鹿田遺跡第13次および第15次調査 (総合教育研究棟)の図面作成・写真撮影から文

章作成・編集までの作業を年度末までに終了し、2010年度当初に刊行する準備を整えた。また、津島岡大遺跡第

31次調査 (大学生協建物)に関しては、報告に必要な買数が比較的少ないことから、本紀要への掲載によって正

式報告とすることとなり、図面作成から文章化そして編集までの作業を行った。

2 調査資料の保存処理

a.木製品のPEG保存処理作業

本年度における調査資料の保存処理として、木製品のPEG保存処理作業を実施した。第 9期にあたる。その開

始時期は2010年 2月 であり、8期終了から大幅に作業間隔があくこととなった。これは、前年度 (2008年 8月 )に、

第 8期 の保存処理作業を終了し、人の保存処理の準備期間中に、PEG含浸槽に不具合が生 じ、本体を本センター

外部に搬出しての大がか りな4笏理が必要となったためである。

含浸槽の修理終了後、第 9期の保存処理を、年度末も近い2010年 2月 9日 から開始し、本年度は40%の状態を

表4 第9期のPEG保存処理工程

期 年 月 日 作業内容

第 9期 2010年 2月 5日 濃度40%:処 理 開始

表5 既往のPEG保存処理一覧

期 処理期間 (廷べ期間) 処 理 姑 象 調 査

第 1期
1992年 2月 ～1993年 11月

(1年 9ヶ 月)

鹿田遺跡第 1次 (附属病院外来診療棟 )、 第 2次 (NMttCT室 )

第 2期
1994年 6月 ～1996年 8月

(2年 2ケ 月)

鹿田遺跡第 3次 (医 療短期大学部校舎)第 4次 (医 療短期大学部校舎周辺配管)第 5次 (管理棟)、 津島岡大遺跡第 3次 (男

子学生寮)第 5次 (大学院自然科学研究科棟)第 6次 (工学部生物応用工学科棟 )

第 3期
1996年 12月 ～1999年 6月

(2年 7ケ 月)

鹿田遺跡第 3次、津島岡大遺跡第 3次 第 6次

第 4期
年

で

月～2000年 12月

年 5ケ 月)

鹿田遺跡第 3次 第 4次、津島岡大遺跡第 3次

第 5期
2001年

(

月～2002年 3月

年 2ヶ 月)

鹿田遺跡第 3次 第 4次、津島岡大遺跡第 3次 第 9次 (工学部生体機能応用工学科棟)第 10次 (保健管理センター)第 12次 (附

属図書館)第 13次 (福利厚生施設北棟 )

第 6期
2002年 11月 ～2004年 8月

(1年 10ヶ 月 )

鹿田遺跡第 7次 (医 学部基礎棟 )、 津鳥岡大第19次 (コ ラボレーション センター)第 22次 (環境理工学部校舎 I期 )

第 7期
2005年 11月 ～2007年 8月

(1年 9ヶ 月)

津島岡大遺跡第23次  %次 (文化科学系総合研究棟 )

第 8期
2007年 8月 ～2008年 8月

(12カ 月)

津島岡大遺跡第23次調査 :縄文時代の杭 流木、同遺跡第15次調査 :弥生時代前期杭
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保つこととなった。

と同第30次調査の杭

た。

保存処理の対象となった遺物は、津島岡大遺跡第22次調査の木製品 (平安時代の大溝出土)

(近世・近代の用水路出土)である。また、本年度はタト部委託による保存処理の実施はなかっ

(山 本)

第 2節 調査成果の公開・活用

公開・展示

a.岡山大学60周年記念事業企画展「水と人の環境史―岡山平野の五千年一」
2009年度は、2009年 8月 5日 ～23日 までの17日 間、岡山市デジタルミュージアムを会場に、企画展「水と人の

環境史―岡山平野の五千年一」を開催した。本企画展は岡山大学創立60周年記念事業の一環として、大学の支援

のもとに環境理工学部との共催に加え、環境学・自然科学・教育学・社会文化科学などの各研究科の協力を得た

ものである。本学の環境学、農学、森林学、地理学、地質学、歴史学、考古学といった異分野の研究成果を総合

的に展示するという点で、これまでにない取り組みが可能となった。見学者は合計で2,200名 を教えた。

全体テーマは「水」をキーワードに、縄文時代から現代までの人と環境との関わりを、様々な視点の研究成果

を通じて描き出し、将来への展望を見いだすことにあつた。

b.内容

展示会は、会場展示・ワークショップ・出張講義・講演会・タイアップ食事会という構成である。

①会場展示 (図35)岡 山平野の海岸線の変化を映像で大きく映しだす映像展示を冒頭に設定した。紀文時代～

中世までの岡山平野における海岸線の動きや地形の変化を見事に描き出すインパクトのある映像は、来場者の注

目を集め、アンケートでも好印象であったことが示された。

次いで「農耕と環境」、「温暖化と社会変化」、「城下町と農村」、「水への想い」の4つのコーナーにおいて、水

田・水路が生み出す環境と人との関わり、森林や都市の環境問題、そして将来の水資源の危機等をとりあげた。

農耕と環境 水田・水路に注目し、発掘調査で出土した杭や水門などの構造物を、実物を組み立てて展示し、技

術的な進歩を具体的に示すなかで、自然環境に即した人間の営みを考える展示とした。水田畦畔を剥ぎ取つた床

面展示も本コーナーを特徴づけるものとなった。併せて環境理工学系の研究成果から、水田・水路が周辺の環境

に果たしている役割やその影響を科学的なデータを含めたパネル展示で示した。水田は、食糧生産だけでなく洪

水予防機能や新たな生態系を生み出す役割を担っている。しかし自然をうまく利用しつつ整えられてきた水田環

境は、現在失われつつあり、そうした現代社会の問題点や、今後人間と環境とが共存する可能性についても目を

向けてもらう展示を目指した。

温暖化と社会変化 かつて温暖化を経験 した

奈良・平安時代には、畑作がさかんに奨励さ

れたことが文献資料に窺える。一方、発掘調

査でイネ以外の畑作物の増加や食器の変化が

見られ、農業環境の変化を考古資料から窺う

ことができる。また歴史学から古代 。中世の

戸籍の分析成果より、当時の人びとの平均余

命の短さ (男性32歳、女性27歳)や、多産多

死の社会であったことが示され、当時の過酷図35 展示会場平面図
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な状況が印象付けられた。その要因のひとつとして気候温暖化と食糧難に注 目し、農業の問題について考える展

示とした。

城下町と農村 江戸時代の岡山城下町と周辺農村 との物資の循環について、文献資料と発掘調査で出土 した野壼

を復元、展示 した。近世に入ると、年貢米以外に現金収入を得 られる綿花や煙草などの商品作物の栽培が行われ

るようになるが、そのためには「施肥」が必要不可欠である。発掘調査からは、そのことが堆積した耕作土の質

の違いや多数の野壺の出現として現れており、野壺の展示はこの点に注目したものである。城下町で集められた

金肥 (人糞等)が周辺農村で利用され、農村の産物が城下町で消費されるといった城下町と農村の間のリサイク

ルから、持続可能な循環型社会のあり方について考えた。

一方、人間の生産活動が活発になるにつれ、人里に近い森林では徹底した収奪が進み、禿げ山となっていった

事実や、海辺でも千拓による耕地拡大により千潟が消失し、生態系が大きく変化していた状況を示した。近世社

会が環境に優しい「循環型社会」と言われる一方で、里山・里海では環境破壊がかなり進んでいたことにも改め

て注目した。

水への想い 「地下水」に注目したコーナーである。井戸から出土した考古資料、具体的には井戸枠や井戸に入

れられた多くの出土品を展示し、井戸で行われたまつりの状況をイラストもまじえて復元し、いにしえの人々が

地下水を如何に大切にしてきたかをアピールした。対照的に現在問題となっている地下水汚染の実情を環境理工

学部の研究成果データを併せて紹介し、地下水への人びとの意識の変化を印象づけた。最後に、気候変動と水資

源の問題など、将来の水利用の危機について示し締めくくりとした。

キーワードの「水」をイメージさせることを目的として、会場の床に川や用水路を色の違うカーペットで示し

た。デジタルミュージアムでは小学生や親子連れも多く来場が見込まれることから、この床面展示を利用した子

供向けクイズを用意し、展示とともに楽しめる企画を設定した。

②ワークショップ 展示会場内に銅鏡のリサイクル体験として、破鏡を使用したペンダント作 リコーナーを設置

した。リサイクル体験から資源の有効活用を考えることを主なねらいである。体験コーナーはセンター展示会の

恒例ともなっており、来場者の方がレブリカとはいえ実際の遺物に触れ、親しみを感じられることを目指した企

画である。

③出張講義 展示会場内に設定した4分野の研究ラボ展示コーナーで、

義」を行つた。

「もりは緑のダム ?」 (大学院自然科学研究科・嶋一徹准教授)で

は森林が生態系に果たしている役割・機能についてわかりやすく解

説、「珊瑚礁の成り立ちと人びとの生活」(同教育学研究科・菅浩伸

教授)では、温暖化による海水面の上昇によってどのような問題が

起こっているか、多数の写真パネルとともに説明された。「岡山平

野の地層が語る海進や海退」 (同 自然科学研究科 。鈴木茂之准教授)

では地質学の分野から、また「現在の外来種は将来の自生種 ?」 (同環境学研究科 。沖陽子教授・中嶋佳貴助教)

では植生の変化をとりあげた最新の研究成果が、各教員によってわかりやすく説明された。毎回30～40名 にのぼ

る参加者があり、なかには毎回の講義に訪れる熱心な聴講者もみられた。

④講演会 最終日には「岡山平野の環境と社会」をテーマに記念講演会をデジタルミュージアム講義室において

開催した。講師は千葉喬三岡山大学学長、永井明博大学院自然科学研究科教授、新納泉大学院社会文化科学研究

科教授の3名に依頼した。まず永井教授が「自然界における水の循環」のテーマで流域水文学の分野より、水循

環について地球レベルから人間の暮らしに身近な水との関わりまでをわかりやすく述べた。さらに地球温暖化に

よる洪水・渇水の頻発や地下水の過剰利用などを例にあげ、現在の水に関わる問題を認識する必要性を説き、締

期間中に6回 の「岡山大学夏体み出張講

図36 出張講義風景 (嶋准教授)
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めくくられた。新納教授は「環境にはぐくまれた人びと

の躍動」と題し、追跡から発見される災害の痕跡を題材

に環境と人びとの暮らしぶりを浮き彫りにした。また岡

山県の地形的な特徴とこの地に展開した人間の営みにつ

いて、現在取 り組まれている弥生時代から古墳時代の最

新の研究の一端を紹介した。

千葉学長による特別講演「水・森・人」では、水の惑星・

地球の特質から生命の誕生という大きなスケールの話に

はじまり、生産者・消費者・分解者の関係が最も完成さ

れた生態系である森林 と水 との関わり、森林の利用の歴史的な推移について述べられた。最後に水田耕作の特色

をとりあげ、水と人との密接な関係性を強調 し、記念講演会に相応 しい締めくくりとなった。

講演会には110名 を超える熱心な参加者が会場を埋め尽 くした。

③タイアップ食事会『ランチで味わう旧児島湾の海の幸』

児島湾を例に里海の環境変化を体感するという企画である。一例をあげると、縄文時代以来貝塚で多数出土す

るハイガイのように、旧児島湾での名産であったものが環境変化により減少・絶滅している。そうした事実を学

ぶとともにそれらに関連する食材を使つた料理を味わうことを目的とした。また現在の児島湖環境保全活動につ

いての紹介も同時に行い、過去から現在の環境変化について意識づけることができた。

8/15・ 23日 に計45名の参加を得た。献立の作成と解説は岡嶋隆司氏 (メ ルパルク岡山)に依頼した。献立は江

戸時代の文献から復元した「藻貝の夏大根鉄砲和え」「ひらのなます」など耳にも日にも日新しい献立が並んだ。

参加者からも様々な質問が飛び出し、終始和やかな雰囲気の企画となった。

c.ア ンケー ト結果

アンケー ト回収率は21%(466枚 )である。

40^´ 49歳
47人 、 10°/。

年齢 (図38-1)を みると、60代以上と、20代がそれぞれ 2割、

10・ 30・ 40・ 50代が各 1割であった。これまでの展示会では40～

50代の比率が極端に低下する傾向がみられたが、今回のテーマが

様々な分野を総合的に展示 した幅の広いものであったことや、会

場の利便性が来場者の年代構成にも影響したと考えられる。

またいつも高い比率となるリピーターの害」合 (図38-2)は、

今回は21%と 、初めての来場者の比率が高かった。これは環境間

題に対する関心の高さが、新たにリピーターを得るきっかけと

なったと評価したい。

d.ま とめ

今回のテーマは考古学からみると取 り組みにくい内容であっ

た。しかし多分野を総合した岡山大学ならではの取り組みは、展

示内容に深みを増したことは確かである。企画段階では他分野の

研究成果とのすりあわせ等が難しい部分もあったが、あえてそれ

を積極的に試みず、それぞれの研究のレベルの高さをアピールし

た展示は予想以上の反響を得た。今回は水と環境問題を主とした

が、こうした異分野とのコラボレーションから生み出される課題

は無限にあり、それを今後の研究や公開にも活かしつつ、新たな

取 り組みを考えていきたい。

2 リピーターの割合

図38 アンケー ト結果

図37 講演会風景 (千葉学長 )

1 年齢別割合
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第2節 調査成果の公開・活用

2.資 料 ・施 設 等 の利 活 用

a.教育機関への支援 (授業などの受け入れ)

①博物館実習 :8月 4～ 11日 、9月 25日 (補講)

例年通り、岡山大学文学部が開講している学芸員資格取得のための講義 (博物館実習)の受け入れを行った。

期間は8月 4～ 11日 で、そのなかの8日 間である。受講生全体を1班 10名前後とする4班に分けて、各班2日 間

の受講日程を組んだ。

実習 1日 目は、同期間中に実施 していた津島岡大遺跡第32次調査現場における発掘調査の体験である。これ

は、博物館における一次資料の収集に相当する部分の学習を目的としたものである。 2日 目は、考古資料の取 り

扱いに関する専門的知識の修得を目指 した構成とした。例年は、基礎的な整理作業である土器・石器の洗浄、注

記、接合作業あるいは木製品の保存処理などを組み込んだ内容を設定 しているが、本年度は、実習期間が本セン

ターの特別展示会開催期間内である上に、会場が学外の岡山市デジタルミュージアムであったため、実施不可能

な洗浄・保存処理の作業を博物館のバックヤー ドや展示の見学に変更 した。その結果、土器の注記・接合作業に

よって遺物の取 り扱いや観察方法を、また、貝塚出土の貝を仕分ける作業によつて有機遺物の取 り扱い方法を習

得してもらい、展示などの見学によつて博物館での具体的業務に関する基礎的知識を身につけるという実習内容

となった。昨年度に続いて本年度も、実習のまとめとして受講生による報告会の時間を最後に設けた。 3グルー

プに分かれての発表を行つたが、こうした発表内容からも、展示会開催中の博物館の場を有効に利用できたこと

が窺われた。

担当教員は、山本悦世 (教授)。 岩崎志保 (助教)・ 光本順 (助教)・ 池田晋 (助教)である。また、 1日 目の

受講が困難であった学生 1名 に対して、9月 25日 に発掘調査の補講を行った。

②中学生の職場体験 :岡 山市立竜操中学校 (5月 19～ 21日 、生徒 2名 )

岡山市立高松中学校 (11月 18～20日 、生徒 3名 )

岡山市立岡北中学校 (2010年 2月 3日 ～5日 、生徒 3名 )

本年度は、岡山市内の中学校 3校から「中学生の職場体験」の受け入れ依頼があつた。期間は各校とも3日 間

で、計 8名 の生徒が本センターで職場体験を行った。

作業内容は、遺物の洗浄・注記・復元、土器と礫の仕分けなどの最も基本的な整理作業に加えて、木器の保存

処理や木材のサンプリングあるいは種子の顕微鏡撮影など、研究・分析的な仕事の体験も組み込み、大学ならで

はの内容作 りに努めた。また、 1校については、職場体験の期間に鹿田遺跡で発掘調査がされていたため、調査

に参加する機会を設けた。最後に簡単な反省会を行い、感想等を述べてもらったが、想像とは違う作業内容作 り

に驚くと同時に、多様な仕事が多くの人たちによつて進められ、一つの事業が達成されていく点には、特に感銘

をうけたようなコメントも出された。

③岡山大学内の授業などの受け入れ 津島岡大遺跡第32次調査の発掘調査現場では、本学の文学部 。理学部・教

育学部が行っている講義の一貫としての現地見学が行われた。

①2009年度非常勤講師への委嘱依頼 岡山大学文学部長より、表 7の要領にて博物館実習における非常勤講師

への委嘱依頼を受け (2009年 3月 16日 )、 承諾した。

③その他

展示室等の見学・視察

。花園大学 高橋克壽ほか9名 の学生 (2009年 4月 )

。津島小学校 6年 18名 (2009年 4月 )
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表6 2009年度非常勤講師への委嘱依頼内容

職名 氏  名 担当科 目 委託期間 備考

教 授 山 本 悦 世 博物館実習 平成21年 4月 1日 ～平成22年 3月 31日 通年 (水曜日3 4 5限

助  教 岩 崎 志 保 博物館実習 平成21年 4月 1日 ～平成22年 3月 日 通年 (水曜 日3 4 5限

助  教 野 崎 貴 博 博物館実習 平成21年 4月 1日 ～平成22年 3月 日 通年 (水曜 日3 4 5限

助  教 光 本   順 博物館実習 平成21年 4月 1日 ～平成22年 3月 31日 通年 (水曜 日3 4 5限

助  教 池  田   晋 博物館実習 平成21年 4月 1日 ～平成22年 3月 31日 通年 (水曜 日3 4 5限

第3章 調査資料の整理・研究および公開 活用

b.調査・研究への支援

①資料調査および見学・視察

・津島岡大遺跡の石器観察 :山 口県埋文センター 小南祐― (2009年 10月 )

・鹿田遺跡第 1次調査ガラス津調査 :韓国国立扶余文化財研究所 田庸畏 (2009年 12月 )

・鹿田遺跡第 1次調査弥生土器 :広島大学大学院 辻村哲農 (2009年 12月 )

・津島岡大遺跡第 6・ 9次調査縄文後期～弥生前期土器の種子圧痕調査 (科学研究費基盤研究Aに基づく):

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター 山本悦世 (2009年 10月 ～2010年 2月 )

②機器・図書 協力

赤外線カメラ使用による資料分析

・岡山市教育委員会 草原孝典 (2010年 1月 ):岡山市大供本町遺跡、近世木簡に残る墨痕の観察

・岡山市教育委員会 西田和浩 (2010年 2月 )i岡山城本丸、墨書土器の観察

図書の外部貸出 :64件 (岡 山大学文学部学生ほか)

c.資料の提供 。貸 し出 し

①出版物等への資料提供

・『岡山の戦跡』 (仮題)岡山県教職員組合教育運動推進センター :岡 山大学埋蔵文化財調査研究センター報

No36掲載の「駐屯地内の施設配置と各部隊の配置」図 (2009年 8月 )

。『図説 岡山・玉野の歴史』郷土出版<2010年 2月 刊行>: 津島岡大遺跡水田関連写真、鹿田遺跡平安時代

遺構・遺物の写真 (2009年 12月 )

②展示に関する遺物貸し出し・資料提供

・岡山県立博物館「大地からの便 り2009-県内の発掘調査報告展―」7月 24日 ～9月 6日 岡山県立博物館開催 :

鹿田遺跡第19次調査出土弥生土器・調査関連の写真 (2009年 7月 )

・独立行政法人産業技術総合研究所、「地質情報展おかやま2009」 9月 5・ 6日 岡山市デジタルミュージアム

開催 :津島岡大遺跡15次調査土坑1サヌカイト集積状況の写真 (2009年 7月 )

d.マスメディアヘの公開

・山陽新聞 :6件

展示会関連記事 (7～ 9月 )4件。津島岡大遺跡第31次調査状況 (10月 )。 鹿田遺跡第20次調査状況 (1月 )。

・岡山日日新聞 :6件

コラム「岡大構内遺跡の一品」の連載 :5月 …縄文の櫛、7月 …貯蔵穴、10月 …石器、11月 …猿形木製品。

鹿田遺跡第19次調査風景写真提供 (2009年 7月 )。 展示会紹介 (7月 )。

・NHKプラネット四国より :鹿田遺跡第 1次調査井戸 1出土の雑草メロン

四国スペシヤル『四国謎解き行脚 秋編』 9月 4日 20時総合テレビで放送 (四 国向け)

(山本)
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第3節 2009年 度調査研究員の個別研究活動

第 3節 2009年度調

1.科学研究費採択状況

査研究員の個別研究活動

山本悦世:基盤研究A「 レプリカ・セム法による極東地域先史時代の植物栽培化過程の実証的研究」

(研究代表者 :小畑弘己)研究分担者

野崎貴博:若手研究B「吉備地域における群小墳の展開過程からみた古墳時代社会構造の研究」研究代表者

基盤研究A「造山古墳群を例とするデジタルアーカイブの構築と時空間研究の刷新」

(研究代表者 :新納 泉)研究分担者

光本 順 :若手研究B「人物埴輪からみた古墳時代のジェンダー構造に関する実証的研究」研究代表者

基盤研究A「造山古墳群を例とするデジタルアーカイプの構築と時空間研究の刷新」

(研究代表者 :新納 泉)研究分担者

2.論文・資料報告

山本悦世 :「邑久古窯跡群における須恵器生産とその背景」F考古学研究会例会シンポジウム記録 6J

岩崎志保 :「津島岡大遺跡第31次調査 (福利厚生施設東棟新営)」 『岡山大学埋蔵文化財調査研究センター紀要

2008』 (編著)

野崎貴博 :「2008年度陵墓調査限定公開・立入り観察報告」F考古学研究』第56巻第 1号 (共著)

「発掘調査制度を比較する」『考古学研究』第56巻第3号 (共著)

光本 順 :「徳島地域における前期古墳の副葬品配置」『一山典還暦記念 論集 考古学と地域文化』

「クイア考古学の可能性」『論叢クイア』Vo1 2

3.研究発表など

光本 順 :「身体表現と地域社会一特に分銅形土製品を例に一」考古学研究会岡山例会第14回 シンポジウム・

吉備弥生社会の新実像 (岡山大学、 1月 9日 )

「異性愛規範を問題化する―クィア考古学の試み―」近江貝塚研究会第196回例会

(滋賀県埋蔵文化財センター、 2月 27日 )

池田 晋 :「岡山地域の打製石器石材利用の様相」中四国縄文研究会20周年記念大会 (広 島大学、 6月 27日 )

4.講演など

山本悦世 :「邑久古窯跡群から備前焼へ」備前陶器窯跡国指定シンポジウム (備前市、8月 29日 )

「考古学から探る中世の鹿田庄」吉備路郷土館歴史講座 (総社市、2月 14日 )

野崎貴博 :「鹿田遺跡」大地からの便 り2009-県内の発掘調査報告会― (岡山県立博物館、8月 22日 )
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籍ユ華 1調査資料の警理 `研究および公開・ 活用
―

5.資料収集 ■実1態調査

山本挑世:縄文後期～弥生前1期の土器E痕調査 (剛山市)1津島口大遺跡・百間川沢日遺誹 `百間川原尾轟齢 i

上東
―
中嶋遺跡

大学博物館蝶 態調査 (舞嬢大学)

.中近世晦麓驀生産地における進物およ|び生産遺跡つ調査 (崚阜県〉

岩崎志保1構内遺跡出土資料関連調査 .(岐阜県・太破府)

大学博効熱の実態調査 (舞媛大学)

!野崎貴博:後期古墳・群小墳の踏査 (十葉県・大阪府・福蘭県)

埴輪構の実見 (愛知県岩場部郵

光本 llRI科学研究費課題に基づく人物埴輪に蘭する餐料見学 lfe県 .栃木県 !東京都■愛知県)

科学研究費課題に基づく吉墳時代石構に関する資料見学 (大阪府・群馬県)

弥生時代分銅形上製品に蘭する.贅癖見挙 (鳥取向

池H 普=縄文時代打製石器の資料1収集 (Ⅲ四目駐方)

岡山辛野の条塁遺構の聟群収集:
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第 4章 2009年 度における調査・研究のまとめ

第 4章 2009年度における調査・研究のまとめ

調査 2009年度は、ほぼ年間を通 じて何 らかの発掘調査が実施された年度であったといえる。津島地区で 1件、

鹿田地区で 2件、合計 3件の発掘調査を実施 した。津島岡大遺跡第32次調査 (教育学部剣道場新営)を 2009年 7

～10月 に、鹿田遺跡第20次調査A地点 (中 央診療棟新営 :共同溝地点)を 2009年 6～ 8月 に、同20次調査 B地点

(中央診療棟新営:本体工事地点)を 2009年 10月 ～2010年 3月 にそれぞれ実施 した。一部の発掘調査については同

時並行で実施することとなった。

津島岡大遺弥の発掘では、縄文時代後期の河道際の貯蔵穴群がみつかつた点、および当時の旧地形について既

往の調査と照らし合わせていつそう明らかとなった点、そして弥生時代前期の水田畦畔を確認 した点が注 目すべ

き成果といえる。

一方、鹿田遺跡の発掘では、A・ B両地点とも、既存の建物基礎により多 くの包含層が失われていたにもかか

わらず、建設による破壊を免れた部分の調査によって豊富な遺構・遺物を確認 しえた。特に、これまで実態が明

らかでなかった室町～戦国時代の遺構・遺物が B地点において確認された点は、鹿田遺跡の集落史を考える上で

重要な成果となった。

こうした発掘調査に加え、津島と鹿田の両地区で、 3件の試掘・確認調査 と68件の立会調査を実施 し、両地区

における細やかなデータ蓄積を継続 した一年であったといえよう。

研究 2009年度の刊行物 として、紀要 1冊 (『紀要2008』 )、 そしてセンター報 2冊 (『 岡山大学埋蔵文化財調査研

究センター報42号』『同43号』)を刊行 した。発掘調査報告書の刊行こそなかったものの、 F紀要2008』 において

津島岡大遺跡第31次発掘調査に関する正式報告を行った。あわせて、2010年 度前半刊行に向けた鹿田遺跡第13・

15次発掘調査報告書の作成作業を精力的に進めた。

公開・教育 複数の調査が進行するなか、2009年 8月 に行った展示会は、当センターで毎年行ってきたキャンパ

ス発掘成果展の規模を大きく上回るものとなった。岡山大学創立60周年事業の一環として実施の企画展『水と人

の環境史一岡山平野の五千年 l(於 岡山市デジタルミュージアム)は、学内の異分野融合による展示企画で

あり、講演会や出張講義、食事会など、多 くの企画を盛 り込んだものとなった。テーマと内容が、やや専門的で

難解ではないかと,い配 したものの、見学者にはその難解さが良い意味で刺激をもって受け止められた面もあった

ようである。今後も、こうした異分野連携企画による展示・公開活動ついても模索 していきたい。

教育機関への支援 として、博物館実習や中学生の職場体験を受け入れた。博物館実習では、実習時期の要因も

あり、発掘実習の他、上記展示会の場を活用 した実習の試みを行った。中学生の職場体験は、例年より1件多い

3件 を受け入れた。また、津島岡大遺跡第33久調査および鹿田遺跡第20次調査 B地点の現地説明会を開催 し、多

くの参加者を得た。

まとめ 2009年度は 3件の発掘調査を実施 し、調査研究員の全員が発掘調査に携わるなかで、他の業務・室内整

理を並行 して進めていくこととなった。特に年度前半に実施 した異分野融合による展示会は、その学術的意義の

重要性の反面、業務の多忙さに拍車をかけた面もあった。複数の業務が並行 して進行する過程において、調査研

究委員にはいつそうの作業の効率化、および明確な目的意識をもった取 り組みが求められるものと考えられる。

一方、発掘調査によつて資料がさらに蓄積されることとなったが、膨大 となった資料の保管スペースの問題が、

いよいよ切実なものとなってきた一年でもあった。文化財の保管場所を適切に確保することは、今後の資料の利

活用に資するとともに、通常業務の円滑な遂行にとつても不可欠なものとなる。今後、有効な対策を講 じてい く

必要がある。
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1.岡山大学埋蔵文化財調査研究センターの内部規程

(1)岡山大学埋蔵文化財調査研究センター規程

(吾質箸埴昼∴二)

(趣旨)

第 1条 この規程は、国立大学法人岡山大学管理学則 (平成16年岡大学則第 1号。以下「管理学則」という。)第 26条の規定

に基づき、管理学則第21条の規定により学内共同利用施設として置かれる岡山大学埋蔵文化財調査研究センター (以下「セ

ンター」という。)の組織及び運営に関し、必要な事項を定めるものとする。

(目 的)

第2条 センターは、岡山大学 (以下「本学」という。)の敷地内の埋蔵文化財について、次の各号に掲げる業務を行い、もっ

て埋蔵文化財の保護を図ることを目的とする。

一 埋蔵文化財の発掘調査に関すること。

二 発掘された埋蔵文化財の整理及び保存に関すること。

三 埋蔵文化財の発掘調査報告書の作成等に関すること。

四 その他埋蔵文化財の保護に関する重要な事項。

(自 己評価等)

第3条 センターは、センターに係る自己点検及び評価 (以下「自己評価」という。)を行い、その結果を公表する。

2 前項の自己評価については、本学の職員以外の者による検証を受けることを原則とする。

(教育研究等の状況の公表)

第4条 センターは、教育研究及び組織運営の状況等について、定期的に公表する。

(セ ンター長)

第5条 センターにセンター長を置く。

2 センター長は、国立大学法人岡山大学役員規則 (平成16年 岡大規則第 3号)第 5条第 1項第 5号に規定する財務・施設担

当理事をもって充てる。

3 センター長は、センターを代表し、その業務を総括する。

(目 1セ ンター長)

第 6条 センターに副センター長を置く。

2 副センター長は専門的知識を有する本学の教授のうちから学長が任命する。

3 副センター長は、センター長の職務を助ける。

4 副センター長の任期は、 2年 とし、再任を妨げない。

(調査研究室)

第 7条 センターにセンターの業務を処理するため調査研究室を置く。

2 調査研究室に室長、調査研究員及びその他必要な職員を置く。

3 室長は、専門的知識を有する本学の教員のうちからセンター長が命ずる。

4 室長は、センター長の命を受け、センターの業務を処理する。

5 室長の任期は、 2年とし、再任を妨げない。

6 調査研究員及びその他の職員は、上司の命を受け、センターの業務に従事する。

(調査研究専門委員)

第 8条 センターに、センターの業務のうち特に専門的な事項についての調査研究の推進を図るため、調査研究専門委員 (以

下「専門委員」という。)を 置く。

2 専門委員は、本学の教員のうちからセンター長が命ずる。

3 専門委員の任期は、2年 とし、再任を妨げない。
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(管理運営の基本方針等)

第 9条 センターの管理運営の基本方針等は、役員会で審議する。

(運営委員会)

第10条 センターに、センターの運営に関する具体的な事項を審議するため、岡山大学埋蔵文化財調査研究センター運営委員

会 (以下「運営委員会」という。)を置く。

2 運営委員会に関し、必要な事項は、別に定める。

(事務)

第■条 センターの事務は、施設企画部施設企画課において処理する。

(雑則)

第12条  この規程に定めるもののほか、センターに関し、必要な事項は、別に定める。

附 則

この規程は、平成16年 4月 1日 から施行する。

(2)岡山大学埋蔵文化財調査研究センター運営委員会内規

に
成lξ ttfl星

)

(趣旨)

第 1条 この内規は、岡山大学埋蔵文化財調査研究センター規程 (平成16年岡大規程第93号 )第 10条第 2頂の規定に基づき、

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター運営委員会 (以下「運営委員会」という。)に 関し、必要な事項を定めるものとする。

(審議事項)

第 2条 運営委員会は、岡山大学埋蔵文化財調査研究センター (以下「センター」という。)の運営に関する具体的な事項を

審議する。

(組織)

第 3条 運営委員会は、次の各号に掲げる委員で組織する。

一 埋蔵文化財調査研究センター長 (以下「センター長」という。)

二 埋蔵文化財調査研究センター副センター長

三 岡山大学の教授のうちからセンター長の命 じた者若干名

四 センターの調査研究専門委員のうちからセンター長の命じた者 1人

五 センターの調査研究室長

六 施設企画部長

2 前項第 3号の委員の任期は、 2年 とし、再任を妨げない。

(委員長)

第4条 運営委員会に委員長を置き、センター長をもって充てる。

2 委員長は、運営委員会を招集し、その議長となる。

3 委員長に事故があるときには、委員長があらかじめ指名する委員がその職務を代理する。

(委員以外の者の出席)

第 5条 委員長が必要と認めたときは、委員以外の者の出席を求め、その意見を聞くことができる。

(事務)

第 6条 運営委員会の事務は、施設企画部施設企画課において処理する。

附 則

この内規は、平成16年 4月 1日 から施行する。
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2.2009年度岡山大学埋蔵文化財調査研究センター組織

(1)セ ンター組織

(埋蔵文化財調査研究センター長)北尾善信 :併、財務・施設担当理事

運営委員会

(副 センター長)新納 泉 :併、大学院社会文化科学研究科教授

(調査研究専門委員)

沖 陽子 :大学院環境学研究科教授

今津勝紀 :大学院社会文化科学研究科准教授

鈴木茂之 :大学院自然科学研究科准教授

(2)運営委員会

【委員】

北尾善信 財務・施設担当理事 (セ ンター長)

新納 泉 大学院社会文化科学研究科教授 (副 センター長)

久野修義 大学院社会文化科学研究科教授

柴田次夫 大学院自然科学研究科教授

【2009年度協議・報告事項】

第67回2009年 10月 27日   議  題  ・平成20年度決算について

報告事項  ・平成21年度予算について

,発掘調査について

(調査研究室長)山本悦世 :専、埋文センター教授

〈調 査 研 究 員〉池田 晋・岩崎志保・野崎貴博・光本 順 :専、埋文センター助教

く
'F常

勤 職 員〉井上佐智・西本尚美・山口雄治

井口三智子・片山純子・黒藪美代子 :補助貝

大塚愛二 大学院医歯薬学総合研究科教授

沖 陽子 大学院環境学研究科教授 (調査研究専門委員)

山本悦世 埋蔵文化財調査研究センター教授 (調査研究室長)

山下隆幸 施設企画部長

第68回2010年 2月 9日  協議事項

・岡山大学創立60周 年記念事業企画展について

,助教の再任について

・平成22年度予算 (案)について

報告事項  ・平成22年度埋蔵文化財調査研究センター事業計画について

'発掘調査について

3.岡山大学構内遺跡の発掘調査にかかわる安全管理事項

岡山大学構内遺跡の発掘調査にかかわる安全管理事項
平成12年 5月 15日

埋蔵文化財調査研究センター長

施設部長

I.請負業者が留意すべき事項

1 請負業者は現場代理人を発掘作業の現場に常駐させ、作業員の安全と健康の管理につとめること。

2 発掘作業の現場に「地山掘削」と「土止め支保工」の技能講習修了者をおき、作業員の安全や健康にも注意するこ

と。

3 工事用電力の保安責任者をおくこと。

4 非常停止装置を備えたベルトコンベアーを用いること。
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5 重機の運転は、免許所有者がおこなうよう厳守させること。

Ⅱ.発掘現場で注意すべき事項

1 服装・装備・用具等

1)安全で機能的な服装にする。

2)平坦面から2m以上の穴等を掘削する場合は、ヘルメットを着用する。

3)ベ ルトコンベアーの移動時および周辺での作業の際には、ヘルメットを着用する。

4)グラインダーを使用する際は、手袋・防護眼鏡を着用する。

5)ス コップ・草削りなどの用具は、危険がないように使用方法や置き方や保管方法に十分注意する。

2 掘削

1)の り面の角度

造成土 :通常の上壌の場合は50～60度 とし、これを確保できない場合は土止め等の手当をおこなう。砂地の造成

上の場合は35度 とし、これを確保できない場合は土止め等の手当をおこなう。

堆積土 :基本75度 とし、状況や土質に応じて安全な角度をとる。

発掘区の壁際を深さ15m以上掘削する場合は、原則として途中で段を設ける。その場合の段の巾は、60cm以上

とする。

2)の り面の保護

のり面はシー ト等で覆うなどし、崩落防止のために必要な保護措置をとる。

3)深い遺構 (深 さ15m以上の遺構)

遺構掘削者以外の者が上面で安全確認を行い、十分な注意を払う。場合によっては周囲を広くカットして対応す

る。

なお、作業現場内への昇降のために、階段を設置する。

3 高所 (高 さ2m以上の場所)での作業

1)作業中には安全帯を使用する。

2)架台を組んだ場合は最上段に手すりを設け、安全を確保する。

3)2段以上の架台は、分解 して移動させる。

4 発掘用機械類の操作

(ベルトコンベアー・ポンプ等)

1)調査用電源の設置と取扱いについては、工事用電力の保安責任者が安全確認を行う。

2)ベル トコンベアー・水中ポンプ等の知識を持つ者が整備・稼働させる。

3)ベルトコンベアーを重ねたつなぎ目の部分には、なるべく上が落ちないような措置をする。

4)原則としてベルトコンベアーの直下での作業・通行を避ける。

5)ベル トコンベアーの移動時は作業員の中で指揮者を決め、周辺の安全性を確保したうえで移動させる。

(重機関係)

1)重機の免許所有者以外は運転しない。

2)運転者は、周囲の安全に注意する。

3)稼働中は、重機の旋回半径内に立ち入らない。

5 健康管理

1)作業中に体調が悪 くなった場合は直ちに申し出る。

Ⅲ。その他

1)作業現場内の状況の変化に絶えず注意し、異常を発見したら、直ちに作業を中止して現場代理人に報告 し、施設部

の監督職員の指示を受ける。

2)調査区の状況や遺構などの特殊性・重要性等により、上記の 2の 1)～ 3)どおりに発掘作業を実施することが困

難な場合は、現場代理人が監督職員と協議のうえ、安全に留意し作業を行う。
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付   表

1 光永真- 1983「 岡山大学医学部附属病院動物実施設新営工事に伴う排水管付設工事に伴う立会調査」『岡山県埋蔵文化財報告』13 岡山県教育委員会
2 河本 清 1983「 岡山大学医学部附属病院外来診療棟改築に伴う確認調査」F岡 山県埋蔵文化財報告』13 岡山県教育委員会
3 吉留秀敏 1985F岡 山大学津島地区小橋法日黒遺跡 (AW14区)の発掘調査』岡山大学構内遺跡発掘調査報告第 1集  岡山大学埋蔵文化財調査室

付表2 2008年度以前の構内主要調査 (1983～2008年度)

*凡τ」1韓會高臭亀課密?笑累恐想柴癌晶筆者a即含翁曇奪盟塚管τち、ら、総合呑号を※1と して区別している。                     |
発掘調査には番号にOを付 している。                                                    1
確認調査のうち、その後の発掘調査範囲内に入つた場合は、範囲内の番号記載 を省 き、全てが範囲内に含 まれた場合には総合番号に ( )を 付 してい

|

る。
立会調査で、付表に保存する基準 :①中世土層以下を確認した調査 ②明確な遺構 造物を確認した調査
番号 :年度別報告番号
文献 :付表4 5の 番号に汁応する。

付表 1 1982年度以前の構内主要調査 (1980～ 1982年 度)

年 度 地   区  名 種類 所 属 調 査 名 称 調 査 組 織
調査面積

(III)
文 献 備 考

鹿  田 立 会 歯 同附属病 院棟新営 岡山市教育委員会 8

1981

津島南 BD26 寄宿舎新営

津島北 文 肱 合併処理槽施設

津島北 文法経 合併処理柑施設

津島南
BD09、

BC09^ヤ 11
基幹整備 (共 同溝取付 )

津島南
BD～ BE04～
07

陸■助技場改修 (配水管施設 )

鹿  田 医 病 高気圧治療室新営

動物実験棟新営
岡山県教育委員会

大学が市教委への確認 Jli

査の依頼 をせず に掘削。

その後、岡山市 岡山県

数委が残存壁面等の調査

を実施

病理 Fit剖 体旗器処理保管庫新菅 岡山市教育委員会

医 運動場改修

1982

津  島

AV06 10、
AW05 14、
AX08、 BD07、
8E10

試掘 排水基幹整備

辞島AW14区 で弥生時代

包合層確認、協議→津島

岡大遺跡第 1次調査へ

津島北 AM114 発 掘 法文 排水集中措 (NP-1)埋 設 岡山大学 3
小橋法 目黒遺跡 :津 島岡

大第 1次調査

津島南 試掘 学 武道館新営 岡山市教育委員会

津島北 AY15 16 法経 校舎新営 70

鹿  田 医 標本保存庫新営 岡山県教育委員会

医病 タト来診療棟新営
岡山市教育委員会

2

立 会 医 動物実験施設関連排水管 ガス管埋設 岡山県教育委員会 1

鹿  田
AE～ AN22、

AE22～ 26
歯 電話ケーブル埋設 岡山市教育委員会

岡山大学埋蔵文化財調査室

文献

付表2-(1)発掘調査

<津島地区 :津島岡大遺跡>
合

号

総

呑 年度 番号 構 内 座 標 所属 調 査 名 称 調 査 期 間 齢
ｍ

概 要 文 献

1 1982 AM114 文

小橋法 目黒遺跡 (津島岡大遺跡第 1

次調査 )

:排水集中槽 (NP l)埋設

821028～ H24 弥生時代中期 古代溝 3

① 11

BE14 18、

BF17 18、 BG14
BH14 15

農
津島岡大遺跡第 2次調査
:排水管理設

8419^ヤ 35 265 弥生時代早～前期集落 1

② 1983 12 BH13 農
津島岡大遺跡第 2次調査
:合併処理槽埋設

1114^ヤ 1122
8419～35

276 弥生時代早～前期水田関連遺樽 (溝 他 ) 4

⑮
2

1
AV00、 AW00 01 学

津島岡大遺跡第 3次調査
:男子学生寮

121^-87618
8必～95

1550
縄文時代後期～弥生時代早期の貯蔵穴 と

河道および集落、弥生時代の前期～近代
の水田 溝、古代の条里関連溝

⑩ 1986 3 BF BG09 学
津島岡大遺跡第 4次調査
:屋 内運動場

87119～ 122 弥生時代前期の溝、中世河道 6

② 1988 1

AY06～ 08、

AZ06 07 大 自
津島岡大遺跡第 5次調査
:自 然科学研究科棟

627～ 89319 1537
縄文時代後期 弥生時代早期の貯蔵穴 と

河道 弥生時代末～近世の水田関連遺構
27
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付 表

合

号

総

番 年度 呑号 構 内 座 標 所 属 調 査 名 称 調 査 期 間 磁
⑪

概 要 文献

②

９８

９８ AV AW04 05 工
津島岡大逮跡第 6次調査
:生物応用工学科棟

920～89531 600
縄文時代後期の貯蔵穴 と河道、古代条里

関連溝、弥生時代前期～近世の水田 溝

⑪ 1988 3 AV AW05 06 工
津島岡大遺跡第 7次調査
:情報工学科棟

1012～ 89331 縄文後期集落、弥生時代前期～近 世水田

⑩ 1990 1 AY AZ08 大 自
津島岡大遺跡第 5次調査
:自 然科学研究科棟

43～42] 古墳時代後期の浦

⑭ 2 BD18■9 農 薬
津鳥岡大遺跡第 8次調査 (A地 点 )

:遺伝子実験施設
723～ 1225 650 縄 文時代 の上坑 、弥生時代 ～近世 の満

○ 3 BH13 農 薬
津島岡大遺跡第 8次調査 (B地 点 )

:合併処理槽
723^-122 弥生時代溝、古代～近世水田 32

⑩ 1992 1 AU～ AW04 工
津島岡大遺跡第 9次調査
:生体機能応用工学科棟

71～ 93129 650
縄文時代後期の貯蔵穴 と/Hr道、弥生時代
～近世の水田址

47

①
2

1
BB～BC10～ H 保

津島岡大造跡第10次訓査
:保催管理センター

9321～ 331、

417-731
400

弥生時代後期～古墳時代集落、近世耕作

関連遣構

Θ 1993 2 AV～ AWll～ 12
津島岡大遺跡第11次調査
:総合情報処理センター

914^-94111 640 縄文後期遺構 36

⑮
3

1
AV～ AW13～ 14 図

津島岡大遣跡第12次調査
i図書館

9429～ 331、

41～ H30
弥生時代前期水田、弥生時代中期～古墳

時代溝、古代～近世滞 (条里関連 )

64

⑫
2

1
AW～AXll～ 12 事

津島岡大遺跡第13次調査
:福利厚生施設北棟

106～ 1130、

95710^ヤ 104
縄文時代後期 ピッ ト、弥生時代水田、弥

生～古墳時代溝、近代耕作面

① 1995 BB― BC12 13 事
津島岡大遺跡第14次調査
:福利厚生施設南棟

1025～ 96214 856 弥生時代前期水田、弥生～古墳時代の滞 46

⑩
3

1
AW00 0] サ

津島岡大遺跡第15次調査
:サ テライトベンチャービジネス
ラボラトリー

96116～ 425 1600
縄文時代後期 弥生時代早期の貯蔵穴 と

河道、縄文時代後期集落、弥生時代前期

水出、古墳～中世水田 溝

⑭ 1996 2 BD19～ 20
農

薬
津島岡大遺跡第16次調査
:動物実験棟新営

9657～ 15

A地点 :縄文時代 と古墳時代の上坑、
B地点 :中 世の溝、古代の柱穴列、弥生

時代の水田

44

〇 1996 3 AW02～ 04 環
津島岡大遺跡第17次調査
:味境理工学部新営

96521～ 19 1451
縄文時代後期の集 r74、 弥生時代の溝 水

田、古代の水田

⑤ 1998 2 BBll 事

津島岡大遺跡第18次調査
:福利施設 (南 )新営 に伴 うポ ン

プ槽取設

9847～ 410 古代の溝】犬遺構 53

⑩ 3 AZ09 10 理
津島岡大遺跡第19次調査
:コ ラボレーションセンター 98727～ 99218 1019

紀文後期遺構、弥生前期の河道、古墳時

代  中世の湛、近世道路状遺構 溝

@ 1998 5 AY07 環

津島岡大第20次調査
:校 舎 (I期 )新営 に伴 うポンプ

槽取設

981019～ 28 黒色土上面に溝、中世溝

◎ 1998 6 AX09 工
津島岡大遺跡第21次調査
:エ レベーター設置

98116～ 24
縄文時代中期土坑、弥生時代早期～前期

溝、古代土坑 溝

⑩ AW02 03 環
津島岡大遺跡第22次調査
:校舎 (Ⅱ 期 )

9931～ 712 7735
縄文後期河道 集落、弥生時代河道 水
田畦畔、古墳時代滸、古代～近世溝 (条

里関連)水 田畦畔

⑪
1999

2000
AZ15 BA14 大文

津島岡大遺跡第23次 調査
:総合研究棟

0023～728 1339
縄文時代後期河道 杭列、弥生前期河道

堰 溝、弥生中期～近世溝

⑪ 2000 3 AZ14 大 文
津島岡大遣跡第24次調査
:総合研究棟渡 り廊下建設

00125^ヤ 14 縄文時代後期 1可道 杭列

⑩ 2000 4 BA15 適
辰

津島岡大遣跡第25次 調査
:散水施設設置

01129～ 31 中世～近世の溝 杭

⑪ BC～BD14～ 15 事
津島岡大遺跡第26次 調査
:事務局

01326～ 930 1550
縄文～弥生時代の河道 貯蔵穴 土坑

炉、近世の溝 堰

◎ BB～BC14～ 15
津島岡大遺跡第27次調査
:創立50周年記念会館

0221～624
縄文時代後期の炉、弥生時代 古墳時代
の溝、中世の畦畔 (条 里関連 )

⑫ 2002 2 AW～ AY06～08 大 自
津島岡大遺跡第28次 調査
:自 然科学系総合研究棟

430～ 920、

■28～ 03115
1798

弥生時代前期の畦畔、中世～古代の畝

溝

⑭ 2002 4 BF16 農
津島岡大遺跡第29次 調査
:共同溝

02918～ 103 626 弥生～古墳時代の溝 ビッ ト

⑩ 2007 1 3C19 20 イ
洋島岡大遺跡第30次 調査
:岡山大 インキュベータ

81～ 1217
縄文～近代の遺樽 遺物、古代の道路状

遺構、弥生～古墳の溝

⑪ 2008 1 AX04 生協
津鳥岡大遺跡第31次調査
:岡 山大学生協東福利施設

617～ 822 2120
弥生時代前期の畦畔、古代の道路状遺構、

縄文～近世の遺物

<鹿田地区 :鹿田遺跡>
総合

番号
年度 番号 構 内 座 標 所属 調 査 名 称 調 査 期 間

面積

(lla)
概 要 文献

① 9 AU～ BD28～ 40 医病 鹿田遺跡第 1次調査 :外来診療棟
727～ 1122
8419～ 831

2188 弥生時代中期後半～中世集落 7

② 1983 BG～ B118～ 21 医 病 鹿田遺跡第 2次調査 :NMttCT室 81～ 1230 176 弥生時代後期～中世集落 7

⑩ 1986 1

CN～ CU27 28、

CT～ CY19～ 27、

CX～ DD16～ 25、

DD～ DG22 23

医 短 鹿田遺跡第 3次調査 :校舎 62～ 1129 中世の集落、古代の河道 と橋脚
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付 表

付表 2-(2)試掘・確認調査

<津島地区 :津島岡大遺跡>

合

号

総

呑 年 度 番号 構 内 座 標 所 属 調 査 名 祢 調 査 期 間
面積

(laa)
要 文献

⑫ 3
DD～ DF25、

DG～ D12728 医 短
鹿田遺跡第 4次調査
:校舎周辺の配管

112～ 1121 古代の河道 10

⑮ 1987 2 BB～BH35～ 42 医病 鹿田遺跡第 5次調査 :管理棟
106^ヤ8832
88323～331

1192 弥生時代中期後半～中世の集落

⑮
2

1
BW～ CC67～71 ア

鹿田遺跡第6次調査
:ア イツトープ総合センター H20～ 91630 690 弥生～古墳時代の集落、中世集落

〇
4

1

BR55～ BX61、

BY56～ 57
医 鹿田遺跡第 7次調査 :基礎医学棟 98227～86

古墳時代初頭 中世の集落、近世の水田

溝

② 1998 4 BP～ BS30～ 32 医 病 鹿田遺跡第 8次調査 :RI治療室 98728～91 古墳時代溝 中世溝

U
7

1

CD33～ 37、

CE CF28^-37、
CC～ C」20～ 37、

CK CL25～ 37

医 病 鹿田造跡第 9次調査 :病棟 981127～ 99511 弥生時代水田 溝、中世～近世集落

⑪ 1999 3
CD CE10～ 12、

DD～ DF16～ 22
医 病 鹿田遺跡第10次調査 :共同溝関連 9957～ 1014 244]

古代の抗列 (河道内 )、 弥生時代 ピツト

近世溝

⑫ 1999 4 CD～CM19～ 42 医 病 鹿田遺跡第H次調査 :病棟 99819～ 1222 2020
弥生時代水田畦畔、古代池状遺構、中世
～近世集落

⑩

2000

2001

2
CO～ CV35～ 44、

CN CM38～ 41、

CN28～ 38
医病

鹿旧遺跡第12次調査
:エネルギーセンター 00102～010510 1897

弥生時代溝 河道、古墳 時代 中世集落、

近世土坑 溝

⑩ 2002 3 BL～BR46～ 51 姫
歯

旋田道PIN第 13次調査
:総合教育研究棟

02430～ 1025 934
弥生時代の溝、古墳 時代の上器溜 まり

滞中世の集落、近 世土坑群
71

〇 2003 I CD～ CM12～ 20 医病
鹿田遺跡第14次調査
:病棟 (I期 )

03731～ 1217 1331
弥生～古墳時代の畦畔 溝、中世の井戸

土坑 溝 近世のため池 土坑

① 2003 2 BQ～BS45 46 妊
歯

鹿田遺跡第15次調査
:総合教育研究棟外構工事

031016～ 1029 古墳時代初顕の井戸 溝、中世溝群 71

⑩ 1

AH～ A16 7
AF12 13、
AN～ A04

医病
鹿田遺跡第16次調査
:立体駐車場新営工事

041021～ 118 4915
近世～近代の畦畔 溝 畝 土坑、中世
の上坑、弥生～古墳の河道

〇 2006 1 BR～ BY60-64 医 病
鹿田追跡第17次調査
:総合研究棟 (医 学系 )

06710～ 1114
古墳時代住居址、古代溝状遺構、中世井

戸 溝 建物、近 世土坑 滞

◎ 2007 la BT13～ BY20 医 病
鹿田遺跡第18次調査
!中 央診療棟

1010～08314 8722 弥生時代後期～近世の集落、井戸 溝

① 2007 CC‐ C19 10 医 病
鹿田遺跡第18次調査
:防火水槽

1016^-111
古代後半井戸、近世入江状遺権 談岸施

⑮ 2007 Ic
CM～ CN9 10、
C010 11 医病

鹿田遺跡第18次調査
:用 水路改4歩

1227～08116 弥生時代土坑 溝

⑩ 2008 1 AW～ AY22～ 23 医 病
鹿田遺跡第18次調査
:歯学部渡 り廊 千

626～ 912
弥生時代 後期の「方形高 ま り」

壺棺 土坑 溝、古墳時代土坑

代 ピッ ト、近世土坑
財溝、古

<三朝地区 :福呂遺跡>
総合

番号
年度 番号 構 内 圧 標 所 属 調 査 名 称 調 査 期 間 醸

⑪
概 要 文献

① 1997 1 2 固 福呂遺跡第 1次調査 :実験研究棟
97510～ 20、

728～ 31
269

縄文時代早期 弥生時代中期 中世 近

世集落

② 1997 3 固
福呂遺跡第 2次調査 :実験研究棟

新営に伴 う工事スロープ部分
971125～ 125 120 近 世 中世 古代の集落

合

号

総

番 年度 番号 構 内 座 標 所 属 調 査 名 称
掘 削 深 度

(m)
造成土厚

(m)
概 要 文献

1983 1 BH13 田辰 合併処理柑予定地 →津 島岡大第 2次調 査 :1983年度 1

4 と983 2 BF17 箇
原 排水管中間ポンプ槽予定地 1

5 3

BE^ヤ BG14、

BE BH15、
BF16～ 18、

箇
辰 排水管埋設予定地

29ケ 所で試掘→津 島 岡大 第 2次 調査 :

1983年 度
1

6 1983 4 BF22 23 お辰 農場畜舎新営予定地 20～ 30 2ケ 所、土器片 <1987年 度工事立会> 1

1983 5 BC BD15 事 大学事務局新営予定地 20～ 30
2ヶ 所、→津島岡大第26次 調査 :2000年

度
l

6 BB10 保 保健管理セ ンター新営予定地 20～ 30 →津島岡大第10次調査 :1999年度 1

9 1983 7 B116 事 津島宿舎新営予定地 09 土器片<1987年 度工事立会> l

10 1983 8 AW05 エ 校舎新営予定地 ! 土器片 1

1 BE08 教 養 講義棟予定地 遺構など未確認<1986年 度工事立会> 5

13 1985 2 AX02 教 育 研究棟予定地 26～ 34 3ケ 所、縄文～弥生土器出土 5

14 1985 3 AV AW99～ 01 学 男子学生寮新営予定地 20～ 30 1
→津島岡大第 3次調査 :1986年度 5

1986 3 BF BG09 学 屋内運動場新営予定地 24、 12～ 17 ll →津鳥岡大第 4次調査 ,1986年度 6

-60-



付 表

〈
口
薗市

総
番 年 度 番号 構 内 座 標 所 属 調 査 名 称

掘 削 深 度

(na)

造成上厚

(m)
概 要 文献

1986 4 AY AZ07 大 自 自然科学研 究科棟新営予定地 16～32 06^-08 →洋島岡大第 5次調査 :1988年度 6

22 1987 4 AP02(上生地 区 ) 事 外国人宿舎建設予定地 22～ 28 縄文時代 弥生時代 近 世の遣梅面 8

(23) 1987 5 AVlユ 総合情報処理センター新営予定地 20～ 30 2 →津 島同大 第 11次調査 :1993年 度 8

1987 6 AY09 理
身体障害者用エ レベー ター建設予

定地
30～ 35 4910

中世 近世の遣物、古代 中世の水田
く継続 して調査> 8

1987 7 BD09 教養
身体障害者用エ レベー ター建設予

定地

縄文時代追構、縄文 中世 近世上器
<継続 して調査> 8

1988 17 AX04 06、 AW04 I 校舎建設予定地 20～ 35 →津島岡大第 6 7次 調査 :1988年度

1988 BD18 19 農 乗
動物実験飼育施設 遺伝子実験施

設
11～ 12 →津 島岡大 第 8次調査 ,1991年度

3] 1988 BC29 事 国際交流会館
中世 近世の遺物出土
(1988年度工事立会>

1989 2 AZ BA05 教 育 身体障害者用エ レベーター
縄文時代後期 弥生時代早期の落込み、

縄文時代後期～中世土器片
<組続 して調査、面積385耐 >

1989 3 AZ17 大 自 合併処理槽設置予定地 16～20
中世～明治の水田の畦畔 溝
<1989年度工事立会>

1989 4 BD02 学 学生合宿所予定地 20～ 32 1

弥生時代早 前期の畦畔
<1989年度工事立会>

5 AV AW13 図 図書館新営予定地 14～ 16 →津島岡大第12次調査 :1993年 度

3 BC02 学 学生合宿所ポンプ槽予定地 弥生時代前期畦畔、中世土器片

41 6 AW AXll 事 福利厚生施設予定地 14～ 16 →津 島岡大 第 13次調査 :1994年度

1993 3 BE～ BF22～ 23 曲
辰 農学部汎用耕地実験実習施設 15 中～近世耕作土

1994 3 BD20 農 薬 動物実験施設 09
Gを -14mで 黒色土、縄文土器 1点 出土
<盛 り上保存>

71 1995 4 BE26 事 国際交流会館新営予定地 41 24
明治～中世の土層確認、以下は湿地状態、

遺構 遺物無 し (明 治畝のみ )

<工事立会>

1995 5 AW02 03 環 環境理工学部新営 →津島岡大第17次調査 :1996年度

6 BF07 学 ボクシング部ボックス移設 3
標高25mで黒色土、弥生～吉墳時代の浦
2条 、古代滞 1条

(90) 9 AZ09 理
コラボレーションセンター新営に
伴う試掘調査

27～ 34 →津島岡大第19次調査 :1998年度

1998 AW02 03 誤 校舎 (■ 期 )新営 に伴 う調査 45 →津島岡大第22次調査 :1998年 度

1998 AW04 工 システムエ学科棟新営に伴 う調査 10 GL-18mで 黒色土 、縄文 後期の遺構

1998
AU02 03 06、

AV03 尋 遺跡保護区整備に伴 う調査 24～ 38 08～ 16
5ケ 所、TP1 3 5:微 高地状、TP2 4
は低 湿地状、TPlで 弥生溝、TP3で 弥生

溝 ピット、TP4で 中世溝

1999 6 AZ15、 BAlJ 文

法 程
総合校舎新営に伴う調査 27、  35 08、  1] →津島岡大第23次調査 :1999年 度

106 1999 7 AV08 工 電波暗室新営に伴 う調査 12 現表土以下、基盤 となる岩盤層

114 6

AV00、

AX00 02 03、

AZ06、 AW08

縄文～弥生時代における環境復元
に伴う調査

26～ 32 17～ 09
6ヶ 所掘削、縄文 弥生時代の微高地、

古代溝を確認

2000 7 BB14 創立50周年記念館新営に伴 う調査 2 →津島岡大第27次調査 :2001年 度

2002 5 BD15 事 事務局旧本部棟移転に伴 う調査 21 黒色上の落ち検出

<鹿田地区 :鹿田遺跡>
ハ
ロ
『
巧

総

春 年度 番号 樽 内 座 標 所 属 調 査 名 称
掘 削 深 度

(m)
造成上厚

(m)
概 要 文 献

1984 l BU30 31 医病 西病棟北側受水槽予定地 14 05～07 中世土器 包含層確認<盛土保存> 2

(5) 1984 2
CT CU25、
CZ19 20 23 2均

医短 医療短期大学部校舎新営予定地 27 08～ 10 →鹿田第 3次調査 :1986年度 2

6 1985 4
AJ33、 A140、

A」 AK26 医 病
外来診療棟環境整備工事 に先立つ

範囲確認調査
22^-30 09^ヤ 14 弥生時代～中世の遺物 5

1990 5 BY BZ68 ア アイツ トープ総合センター予定地 12～13 →鹿田第 6次調査 i1990年度

(26) 1997 BT57 医 基礎医学棟 →鹿田第 7次調査 :1997年度

1998 11

CF CG43 44、
CH25 26、

CK35 36、 CK15
医病 病棟新営に伴う調査 20～ 24 10 →鹿田第 9次調査 i1998年度 53

<倉敷地区>
ハ
ロ
百〓

総
番 年度 番号 構 内 座 標 所属 調 査 名 称

掘 削 深 度
(m)

造成土厚

(m)
概 要 文献

ユ 1990 4 蝕
研

資涼生物利学研究所遺跡確認調査 中世後半以降の土器片 18

2 1998 12 雖
研

バイオ実験棟新営工事に伴う調査 と5 近世干拓地内、遺構未確認 53
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付  表

付表2-(3)立会調査

<津島地区 :津島岡大遺跡>

<東山地区>
合

号

総

呑 年度 番号 構 内 座 標 所 属 調 査 名 称
掘 削 深 度

(m)
造成土厚

(m)
概 要 文献

3 2006 l 教 育
附属小学校校合建替え工事 に伴 う

調査
03´-05 4ケ 所、近世 近代滞 3条 、中世 ?畦畔

<三朝地区 :福呂遺跡>
合

号

総

呑 年 度 番号 構 内 座 標 所 属 調 査 名 称
掘 削 深 度

(m)
造成土厚

(m)
概 要 文 鰍

3 1997 5 6 圃
実験研究棟新営工事 に伴 う試掘調

査
166～21 08 2ヶ 所→福呂第 2汰調査 :1997年度

5 2004 1 固
三朝宿泊所 I曽 築工事 に伴 う試掘

確認調査
13 05～ 09

3ケ 所、遺構 遺物 遺物包含層確認さ
れず

6 2004 2 固 高圧線 電話線切替工事 10 とケ所、河床礫、段 Lr礫層確認

ハ
ロ
ロ市

総

香 年度 番号 構 内 座 標 所属 調 査 名 称
掘 削 深 度

(m)
造成土厚

(m)
概 要 文献

11 1984 事 南宿舎合併処理楢関係配水管埋設 10～22 10 溝 土坑 、弥生土器 須恵器 2

1986 BE08 09 教養 校舎新営 13 中 近世の溝 土器 6

20 1986 BG08 学 ドボールコート新設 02～ 20 黒色上確認 6

1986 BF07 08 教養 校舎新営に伴 う電気配管 中世包含層 6

1988 8610 11 教養 テエスコート夜問照明施設 15
GL― 約 2mで黒色上、西に向か う落ちを

推定

1989 8 AZ08 大 自
自然科学研究科棟新首
i工事用道路

弥生時代後期水田 満

1989 10 AU05 工 校舎新営に伴 う電柱架設 10 黒色土確認

42 1990 AV04～ 10 事
岡山市道本町津島東線拡幅に伴 う

補償工事 I:電柱移設
04～ 30 06～ 14 5ケ 所、黒色土、条里南北溝

43 1990
BC02^ヤ 04、

BD03 04 事

岡山市道本町津島東線拡幅 に伴 う

補償工事 I

:学生合宿所給排水管設置

GL-23mで 黒色土

9 BC18 農 薬 防火用水撤去 基盤層 まで掘削、石鏃出土

17 事
津島地 区基幹■k備 (電気 )

「ハ ン ドホール アース板
17～ 18 ヶ所、明治層～淡灰色粘土層

BD15 事
津島地区基幹整備 (電気 )

:ア ース板
GL-15mで 黒色土

1991 BC BE BF12 事 南北道路街灯設置 3ケ 所、GL-14mで古代層

1992 BD18 農 薬 遺伝子実験施設ハ ン ドホール設置
５．
■

縄文後期層まで掘削、溝2本

1992 AV12 事 附属図書館北側駐車場整備 3 造成立以下は粘土層

17 BB～ BC10～ 12 保
保健管理セ ンター新営に伴 う外構
工事ほか :電気配線

06^ヤ07
保佗管理センター本調査 と同 じ層序、黒

褐色土はGL-115～ 17m、 その直下に基

盤層

30

1993 19 BBll 保
保健管理セ ンター新営 に伴 う旧棟

改修 :電気配線
11 弥生土器片、工法変更

1993 BA07 事
津島地区基幹整備 :RI共 同利用

施設)1水処理施設他設置
32

明治～中世層 暗褐色土層、古代溝 ?

縄文晩期?土器片

1993 BD～ BE13 事
津島地区環境整備 :南北道路沿水

路ボックスカルバー ト敷設
15 近世～中世層を確認

BB～ BG12～ 13 事 津島地区環境整備 :水銀灯設置 05～ 12
10ケ 所、近世～中世層 まで掘削、一部で

暗掲色土層を確認

BD^― BE12 13 事 津島地区環境整備 :信号機設置 近世か ら中世層、一部で嗜褐色土層

1993
一
１

BB05^ヤ 07、

BC05 41 学
野球場バ ックネッ ト 防球 ネッ ト

改修
211-32 10

GL-12～20m付近で黒色土、以下 は黄

色砂～青灰色粘土

1994 9 BD BE BF04～ 07 事 陸上競技場照明灯設置 2
オーガー掘削 (径80cm 深 さ10m)、 GL
-192～ 20mで 黒色土

1994
AV10、  AW10、
AUll 情

総合情報処理セ ンター新営電気工

事
15

近世 2面、中世 (近世か ?)1面 、GL―
17mで 黒色土、近世溝

農 焼却場 と5 GL-19mで 黒色土

4 BC18 農 薬 動物実験棟新営 に伴 う造成上取 り 黒色土層付近まで掘削

1996 5 BD16～ 19 鳥 薬
動物実験棟新営に伴 うハ ン ドホー

ル設置工事
13 4ケ 所 、造成土以下 に 5日確認

78 1996

AV02、 AV03、

AV04、 AV99、

AW02、 AM104
サ

サテライトベンチャービジネスラ
ボラトリー新首 :外灯設置工事

10-15 076～
11

6ケ 所、明治層 2面  近 LF層 2面  中世

層 ?1面  弥生層 ?1面

79 1996 AV03～ AW03 サ
サテライトベンチャービジネスラ
ボラトリー新営 :配管設置工事

2
弥生時代層 まで掘削、古墳時代前期の遺

構 遺物
44

80 1996 AヽV03 環 校舎新営予定地電柱移設工事 2 黒色土 まで掘削 44
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付 表

合

号

総
番 年度 番号 構 内 座 標 所 属 調 査 名 称

掘 削 深 度

(m)
造成上厚

(m)
概 要 文献

81 1996 AV13 図
附属図書館新営
:雨 水桝 外構工手

13
造成上以下 に青灰色粘質土 黄褐色粘質
土 灰褐色粘質土

1997 BB13～BH13 茅 南北道路ガス管埋設工事 15 中世層 まで掘 削

1997 AWII～ BA13 事 南北道路 ガス管埋 設工事 15 中世層

BC12 事
福利厚生施設新営に伴 う共同lFI新

設工事
CL-165mで黒色土、古代～近世の滞

15 BA09 事 構内外灯設置工事 10 GL-142mで 黒色土

1998 AZ09、 BA09 理
コラボ レーシ ョンセ ンター支障配

管布設替工事
14 10 GL-14mで 黒色土

1998 BB12、  BC12 事 南福利街灯設置工事 14 095 中世層まで掘削

1998 31 AY06 環 校舎新営に伴 うガス管埋設工事 12^ヤ 14
065～
095

中世層 まで掘削、10ケ 所

1998 BC10 事
学生会館改修 に伴 う トラツプ桝撤
去工事

GL-17mま で灰tC」 色粘土層、GL-22m
まで青灰色粘土層

53

1998 BA00 事 NTT電柱移設工事 15 造成上以下にtCJ色系粘質土 53

100 1998 AX03～ AY07 環 実験排水管埋設工事 14 06～ 14
10ケ 所、 5地点で中世層、 2地点で古代

層、 1地 点で古墳時代層まで掘削
53

1998 AU02 環 馬場移設に伴 う樹木移植 11～ 13
GL-2mで弥生後期層、GL-22mで縄文

基盤層
53

1998 AV03、 AW03 環
校舎新営に伴 う生活排水桝設置工

事
197 14 古墳時代層 まで掘削、須恵器 土師器 53

1998 AW03 環 校舎新営に伴 うガス管埋設工事 145 10 中 性層 まで掘削 53

1999 8 AY00、 AZ01 03 施 構内外灯設置工事 115～ 135 05～ 12 3ケ 所で黒色土 (GL-085～ lm)確 認 56

108 1999 AZ08 09 理
コラボレーションセンター新営工
事に伴うハンドホール 148～ 21

103～

116
2ケ 所、 lヶ 所で古墳時代層 まで掘削 56

109 と999 AW02 環
校舎 (I期 )新営に伴 うスロープ

設置工事
12

調査面積25� 、黒色上下面 まで調査、近

代土坑 古代溝 縄文後期 ピッ ト

110 1999 AZ09 理
コラボレーシ ョンセ ンター新営に

伴 う排水桝
[0～ 12 08～ 10 6ケ 所、 lヶ 所で黒色土対応層まで掘削

2000 17 BA12 事 津島地区電柱工事 16
造成土下に灰色粘質土 暗茶褐色粘質土

層

117 2000 AY09 理
校舎改修工事
:理学部本館基礎補強工事

13
造成上下に暗青灰色粘質土 褐色粘質土

灰色粘質土

2000 AX10、 AY10 理 校舎改4夕機械設備工事 :電気 085～ 160 08～ 11
南側ハ ン ドホールはCL-16mま で掘削、

GL-152mで中世溝 (南束から北西方向
に向かって走行 )

2000 AW08、 AX08 工
精密応用化学科棟都市 ガス改修工

事
16～205 145 GL-182mで明灰褐色粘土 (中 世 ?)

120 2000 BA16 大文 総合研究棟仮設電柱建柱工事 と5^ヤ 17 10
GL-14mで 中世 層 ?、 軍庭 園の築 山、

土塁を一部掘削

122 4 AZ10 理 校舎改修電気設備工事 16 10～ 12 ン ドホール部分で中世溝

11 BB～ BC16 事 本部棟電柱設置工事 15～ 21 12-14 2ヶ 所、CL-14mで 灰色粘上、GL-21
mま で谷部か ?

200] 27 BB BC13 事 本部棟車庫移設工尊 05～ 16 2ヶ 所、中世層 まで掘削

2001 30 事 本部棟樹木移植
065～
08

Gと -14mに灰色粘 質土層 (古 代)を確

認

2001 事
本部棟車庫移設工事 に伴 う十日変電

室基礎解体工事
105

045～
075

12ケ 所掘削、中世層まで掘削

2002 農 校舎改修電気設備工事 3ヶ 所、古代 古墳層まで掘削

BC13^-15 事 本部棟新設工事 :排水桝 管路 12～ 25 07～ 12
突帝文土器 石器が まとまって出土、近

世溝 弥生溝

132 2002 BB13 事
本部棟新営その他工事
:雨水排水桝 管路

157 中世層 と古代 古墳層を確認

133 2002 BB13 BDl珀 事 本部棟新営その他工事 :外灯 095～ 19 08
2ヶ 所で中世層 と古代層 まで掘削、CL
-13mで 黒色土

71

134 2002 BC07 09 教養 一般教育棟 B棟外灯設置工事 1 0^-126 4ケ 所、中世層 まで掘削

2002 57 BB～ BC14～ 15 事
創立五十周年記念館新築工事
:汚水排水

10～ 23
085～
10

一部黒色土上面 まで掘削

2003 1 BB13～ 15 五 十
創立五十周年記念館新築に伴 う掘

削 (雨 水排水桝 管埋設工事 )

07～ 08 中世層まで掘削 74

2003 4 AX06 エ
総合研究棟新営機械設備工事
(ガス配管埋設工事 )

14 古代層 ?ま で掘削

138 6 BC15 事 旧事務局庁舎改修電気設備工事 085
GL-19mで黒色土、GL-21mで 縄文基

盤層確認
74

2003 7 BB,BC18 農

農学部総合研究棟改修電気設備工

事 (仮 設電力 電話引 き込み建柱
工事 )

17 07
径05m、 GL-12m前 後で黒色土層、GL
-15～16m前後で縄文後期基盤層確認

2003 AX06～ BA06 工
総合研究棟新営その他工事

(雨水排水 )

17 07～ 08 標高33～ 34mで 黒色土、弥生～古代の東

西溝多数、近世 近代の東西溝 畦畔
74

2003 AW AX0607 工
総合研究棟新営電気設備工事

(外灯 )

14 中世層 まで掘削 密
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付  表

奮^

百
巧

総

番 年 度 番号 構 内 座 標 所 属 調 査 名 称
掘 削 深 皮

(m)
造成土厚

(m)
概 要 文 献

142 2003 AW～ AX06～ 07 工 総合研究棟新誉その他工事 (排水 ) 05-25 16
桝で縄文基盤層 まで掘削 した箇所あ り、

弥生溝
74

2003 17 BC～ BD15 事
旧事務局庁舎改修電気設備工事

(外部綸水 消火配管 )

11 科で、縄文基盤層確認 74

BC～ BH13 事
公共下水桝接続工事Nol区 間

農学部合併処理楢
縄文基盤層 まで掘削 74

2003 BEヽヤBG10 事
公共下水桝接続工事No2区問

体育館東～武道場西
195～ 225 08-09 桝で縄文基盤層、管路で弥生早 前期 ま

で掘削、弥生溝 縄文土坑
劉

2003 AZ16 事
公共下水桝接続工事No4区 間

文 法 経 2号館西
15 縄文基盤層まで掘削、弥生満確認

2003 BA10 事
公共下水桝接続工事No5区間

理学部
中世頃の座主川を確認 74

2003 21-6 BG22 事
公共下水桝接続工事No6区 間

農学部 4号館東
15～ 19 09～ 14

縄 文基盤層 まで掘削、弥生～古墳初頭

ピッ ト、近代畦畔状遺構
74

2003 21-7 事
公共下水桝接続工事No7区 間

津島宿泊所
115～ 13 中世層 まで掘削

150 2003 事
公共下水桝接続工事No8区 間

南宿舎
20～ 245 と1 縄文基盤層 まで掘削

2004 1 BB～ BD26 事
公共下水桝接続工事

留学生等宿泊施設
122～ 168 中世層 まで掘 削

152 2004 6 BB9 10 事
津島キ ャンパス環境整備留学生セ

ンター西
05～ 115 04^-06 弥生後期包含層 遺構 礫層確認 81

2005 3 AV08 工
工学部総合研究棟改4ケエ事
(仮設電柱掘削取り付け)

15
GL-09mま で造成上、以下、青灰 ～自

灰 色 の粘 質± 3層 を確 認、「黒色土層」

は確認 されず

5 AW09 工
工学部総合研究棟改修電気設備工

事 (ア ース板設置 )

基盤層～黒色土～明治の土層堆積確認

2005 BE02、  BG07 事
キャンパス環境整備 (門 扉改修等 )

工事
10～ 13

束07地点 :GL-07mで 明治耕土 と畦畔

滞、 -lmで 中世層確認、東08地 点 :近世

畦畔、中世層確認

156 2005 13
BC～ BE03、 BB
BC02

軍 プール改修 (排水省改修)工事 075-24 08～ 13
縫文基盤層～近代層の堆積確認、

土」確認、弥生～古墳の溝多数、

坑、近代大畦畔 溝

色

土

黒

世

Ｆ

近

BB BC04 事 サ ッカー場防球ネット設置工事 20～22
オーガーによる掘削、一部で「黒色土J

確認

2006 2 AX10 工

工学部総合研究棟 I期改 4歩工事
:耐 震工事に伴 う支障物撤芸 PC
耐震柱基礎掘削

818～ 2198
近代耕作土層以下、中世層 まで 5枚の層

を確認。近世面で南北方向の溝

159 2006 3 AZ～ BA02～ 04 教 育 教育学部公共下水桝接続工事 94～ 21

桝1箇 所、深 さ23m。 配 管、深 さ105～
192m。 黒色土層あるいは基盤層 まで掘

削。東西方向の溝

2006 5 BA BB02、 BC02 事 プール改修配管接続工事 928～ 103 17
黒色土層あるいは基盤層 まで。古墳時代

頃の溝状遺構

2006 11 AX08～ 09 工

工学部総合研究棟 Ⅱ期改修工事
:耐震工事 に伴 うPC耐震柱基礎掘

肖J

1225^ヤ 27 古墳～弥生層 88

162 2006 農学部 2号館南電柱移設 07223 2 中世層 まで 88

164 2007 4 BA12 理 他 公共下水道接続工事 (理学部他 ) 08～ 09 GL-16mで黒色土確認、弥生時代の滞

2007 8 AV AX07 08 工

総合研究棟 Ⅲ期改修
:電気設備 外灯基礎及び管路掘

削工事

14^ヤ 17 12 近世～中世層確認

2007 AW07 08 工
総合研究棟Ⅱ期改修
:外構桝 配管 (東半部 )

11´-14 近世層確認、土坑 1基

2007 13 BA～ BC20 イ
インキュベーション施設外構配管
工事

12-14 06～ 08
縄文時代～近代土層確認、中世、近代の

溝

169 2008 7 AZ09 理
理学部ヘ リウム液化装置基礎工事 :

基礎杭設置
黒色土な し、GL-4m以 下で礫層 を確認

170 2008
AY03 AZ03
BA03

教
総合研究棟 (教 育系)改修電気設

備工事 :建柱掘削

3地点掘削し、北地点では黒色土みられ
ず

AY04 教
総合研究棟 (教 育系)改修電気設

備工事 ;接地極埋設
1023

17～

178
古代層下 に溝 もしくは河道の埋土 とみ ら

れる砂層 を確認

172 2008 AZ03 教
総合研究棟 (教 育系)改修機械設

備工事 :都市ガス設備
12 GL-095mで 黒色土を確認

2008 KDDI無線基地局新設工事 :建柱 922  24  25 18 灰褐色砂質土層まで確認、黒色土未確認

2008 BB04 事
プール系統水道メーターボックス

取設工事
09～ 15 中世層 (?)ま で確認

175 事 南宿舎電柱設置工事 20 およそCL-12～ 15mで早色土確認

176 2008 AX04 生 協
大学生協東福利施設新築工事 :ガ

ス管

085～
121

中世層 まで確認

177 2008 AX05 生協
大学生協東福利施設新築工事 :タト

灯移設
[1-12 2地点掘削 し、古代層 まで確認

2008 AW00～ 01 事
新技術セ ンター公共下水道接続工

事
22～4

、

５

８

Ｉ

中世～近代の里境 を示す とみ られる南北

溝 4条を検出 黒色土上面まで確認
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付  表

〈
口
向
市

総

番 年度 番号 構 内 座 1環 所 属 調 査 名 称
掘 削 深 度

(m)
造成土厚

(m)
概 要 文献

179 2008 AY01 教
教育学部体育館他耐震改修工事 :

動物室
216-ヤ 17

黒色土上面で弥生～古墳時代の水田畦畔
を確認

180 2008 AY03 BA03 教
教育学部体育館他改修機械設備工

事 :仮電柱設置
12～17

2地点掘削 し、北地点では中世層 まで、

南地点では東西滞の埋土を確認

2008 AY02 教
教育学部体育館他改 4歩電気設備工

事 :接地極埋設
35 16 03～ 17 古代層 まで確認

2008 BB10-H 手
大学会館他改修工事 :一般教育講
義棟ガス設備

32～ 3 07～ 12
CL-10m以 下で礫層、土坑 1基、溝 ?1
条を確認

2008 AV04～06 AW04 I 工学部屋外ガス配管改修工事 316～ 19
８．
４８

一部で中世層まで確認

<鹿田地区 :鹿田遺跡>
合

号

総

番 年度 番 号 構 内 座 標 所 属 調 査 名 称
掘 削 深 度

(m)
造成土厚
(m)

概 要 文献

3 1983 AO～ AW22 医 病 外来診療棟蒸気配管埋設 13
弥生時代後期土器 分銅形土製品、貝集
積

1

7 1985 6
AW～ BH23、

BH B124 医 llh 外来診療棟関係屋外排水管埋設 13～ 17 07～ 13 中世 弥生の遺構 造物 5

8 1985
AG31、 AG24、

AF23 医病
基幹環境整備緑化工事
:電気配線ハン ドホール掘削

12^-17 09-13 3ヶ 所 、中世包含層  ビッ ト 5

9 1986 9 BI～ BN4 医病 記念館東側汚水管改4参工事 08^ヤ 13 08 中世包含層、土器出土 6

11 1986
CL^ヤ CR12、  CR^一

CX13、 CX～ DA14 医短 護岸及び囲障工事 2 08～ 10 中 世包含層 6

14 1987 8 BC37 医病 管理棟新営に伴 う基礎杭確認 弥生時代包含層 遺構 8

15 1989

CE30 37 44
C」 CK45、

CL28 29
医病 旧管理棟跡地環境整備 :外灯基礎 12～ 15 07^-10 2ケ 所、中世層を確認

1992 BW71 ア
アイソ トープセ ンター L形 側溝

集水枡
14～ 15 中世溝 1条

1992 C173 医 テニ スコー ト脇電柱埋 設 古代土器 1点

1994 5 D■60～ 62 医 護岸改修工事 08
近世層以下はすべて遺構埋上の可能性あ
り、溝3条  ピット9基

21 1995 と1 3G B118 医 病
鹿田地区基幹整備
i lll属 病院連絡通路新設

造成土以下に茶Itl色土 青灰色粘質土層、

遺物な し

1995 14 CD07 08 医病
鹿田地区基幹整備
:液酸 タンク設置工事

中世 2面確認、溝 3条、溝内か ら中 LH

古代の土師器出土

17 CD08～ CCll 医 病
鹿田地区基幹整備 :附属病院液酸
タンクU字溝埋設工事

123
包含層確認、中世土器細片、既設管  工

事基礎 な どで 区 岡全 長 の1/2程 度 は破

壊

1995 DF56～ 67 医 防球ネット取設工事 3

径60cmを 12ケ 所、その内 4ケ 所で土器

片 石器出土、調査区西寄 りは、CL-2
m以下は旧河道か。

1998 36 BV73、 CN78 医 校舎新営に伴 う仮設電柱工事 中世層 まで掘削

1999 15 BV65～ 71 医 研究棟新営に伴 う給排水桝 管路 12^-14 中世層 まで掘削

1999 BU65 医 研究棟新営に伴 う検水楷 11 面積8211i、 近世溝、中世溝 ビット

1999 27
BY42 43、
B14344 医 病 基幹整備 (電気設備):地 中配管 125～ 145

４５ヽ
０５

2ケ 所、中世層 まで掘削、時期不明の遣

構

1999

CF21^-28、

CF― CL28、

CD～CF28～ 33
医病 病棟新営に伴う共同溝解体

面積 181ri、 鹿田11次調査 3区南側部分で

中世 ピット

CN46～ DE49 医 病 病棟新営に伴 う汚水桝 管路
古墳時代の井戸 l基 上坑 1基  中世溝

等

1999

CM CN CP
CR CT58、 CV
DA DC DD
DF59

医 グラウン ド防球 ネッ トポール 20～ 23
11ケ 所、 南狽16ケ 所

`よ

1可道、 7^ヤ 10ケ
所付近は微高地、最北端は河道

1999 BT51 医病 病棟新営に伴 う汚水検水桝 2 1
造成土以下 7層確認、占墳時代層 まで掘

削 か 。

2000 CD41～ CN45 医 病
病棟新営その他工事
:管路 雨水桝

16～ 18 溝と思われる遺構など確認 6]

2000
CN15 21 27、
C031 42、 CS45、

DV45
医 電柱及び外灯の埋設工事

7ケ 所、灰 白色土層 淡褐色砂質土層

暗褐色砂質土層を確認、微高地部か。
6]

2000 D127 医
医学部ガス配管切 り離 し用バルブ

取付工事
08～ 115 GL-085mで 黄灰色粘質土 61

2000 47 DG～ D」 28～67 医 病 鹿田回地南側用水路境界擁壁改修 21～ 23 13^-15 幅120mの壁面調査、古代の遺構 河道

2001

BR～ CA43、 CA43
～55、 CA44～
CL45、 BR～ CA55

医
総合教育研究棟埋蔵文化財発掘調
査に伴 う機械設置工事

165 07～ 09 中世層 まで掘削、中世土器が多数出上 し
た地点あ り。

47 2002 10 CHll～ CN22 医 鹿田回地ガス配管埋設工事 10～ 13 087 中世層 まで掘削 71

2002 19 BT BUll 医 病 鹿田団地ガス配管理設工事 05～ 18
2ヶ 所、GL-122mま で掘削 した地点で

中世 または古代層確認
71
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付  表

本
自
白▼

総

番 年度 番号 構 内 座 標 所 属 調 査 名 称
掘 削 深 度

(m)
造成土厚

(m)
概 要 文 献

2002 CQ41～ 42 医 病
エ ネルギーセ ンター棟新営その他
工事 :共同滸排水管

15 1 ケ所、包含層 まで掘肖J

2002
C034、

C038 医 病
エ ネルギーセ ンター棟新営その他
工事 :外灯

147～ 166 4ケ 所、 中世層 まで掘削

51 2002 27 CV36～ 45 医病
エ ネルギーセ ンター棟新営その他
工事 :外溝

09～ 19 中世の井戸 柱穴 溝

2002 BI～ BS45～ 53 墟
歯

総合教育研究椋新営その他工事 185～20 08--10 5ケ 所、中世層 まで掘削

DC67 事 本部棟新営その他工事 :植採移植 中世層

2002 医 病 旧混合病棟 グリース トラップ改修 底面で弥生～古墳層、土器小片

2008 5
BS～ BZ45、 CA～
C046、 C045

医
総 合教育研 究棟 新営 その他 工事

(屋 外排水 )

17 07～ 10
弥生中期?包 含層 まで掘削、近世土坑 中

世 ピッ ト多数、低地部確認

9 BL^― BS45ヽヤ53 医
総合教育研究棟外権工事

(雨水 汚水 実験排水 )

08～ 175 07^-09
弥生 中期包含層 まで掘削 した箇所あ り、

古墳時代溝、中世井戸、近 世土坑等を確

認

2003 BR～ BS50～ 54 医 総合教育研究棟給水配管埋設工事 一部で中世層確認

2003 13 BR53、 BL54 医 総合教育研究棟外構工事 (外灯 ) 14 中世層 まで掘削

2004 3
AF16、 AF～
A」 17、 AJ9～ 16

医病 医病構内支障ガス管配管替工事 10～ 19 07～ 08
接続部で近世～近代の水田層、中世の畦

畔を確認。弥生～古墳の河道 と推定 され

る砂層を確認。

2004 5

AE4～ 16、 AF～
A116、 A19～ 15、

A」～A009
医病 医病構内支障給水管配管答工事 09～ 19

桝で中世P～ 近代の畦畔確 認。弥生～古

墳の河道 と推定 される砂層を確認。

62 2005 3 DH～ DJ18、 DJ19 医
医学部変電所 ピッ ト周辺高圧 ケー

ブル設置工事
11～25 07⌒-11 一部で弥生～近代層確認 83

63 6 CT^― CU45 医病
エネルギーセンター棟新営に伴う
工事

09 鹿岡第12次調査地点 と重複、同様の状況 88

2007 4
CC13～豹、
CD13～ 20

医病 基幹環境整備 (道路等)工妻 12^-22 09～ 12 基盤層 まで掘首」、中世東西 南北溝確認 92

2007 5
AS03～ 07、 AV～
AX07、 AY・ BB09 医病 中診棟屋上防水改修その他工事 06～ 09、 14、 18

ガス管 1:GL-181n、 中世束西溝、古墳

時代南北溝確認

2007 7 BTll 医 病
中央診療棟新営工事
:ガス管切Lr工事

128 中世溝埋土確認

70 2007 10 C042、 CV36 医 病 基幹整備 (電気設備 ) 工事 13～ 165 13 中世層 まで掘肖J、 遺構埋上確認

7] 2007 11
CC08、  CF09 10、
CC CHll、  C111

医 病
環境整備 (道路等)工事
:ガス酉己管 1

085～ 13
CL-085～ 13m、 中世井戸 (ま たは墓 )

ピッ トな ど確認、CL-10～ 13m、 中世

溝 ピッ ト確認

2007 17
CL12、  Ch/113

CN14 15 医病
環境整備 (道路等)工事
:ガス配管 2

10～ 12 中世層、中世遺構埋土確認

2007 27 BT BU65 医
総合研究棟 (医 学系)新営その他
工事

中世層確 認

2007 28 剪7～ CP12 医 病 用水路改修工事 17～ 20 06～ 08 包含層及び枝川東側で微高地確認

2007 30 BE33 医病 高エネルギー治療室改修工事 14 06^ヤ 07
中世～近代の畦畔 溝確認、弥生後期土

器出土

2008 5 BT24～ 25 医 病
基幹整備 (西 病棟 と りこわ し他 )

工事 :現場打ち排水枡
1■0■419

８、
４ 弥生基盤層を確認

6 BQ24 BR24 医 病
基幹整備 (西 病棟 と りこわ し他 )

工事 :ラ イ トコー ト
l117～ 18 075 湿地性堆積層を確認

狗 2008 7

A053～ 54 AL54
～A054 AL54～
61 AL62～ AP65

医病
基礎医学棟一部とりこわしに伴う
支障ガス配管移設工事

1110～ 14
076^ヤ

10
近 世層まで確認、土坑2基

<東山地区>
合

号

総

呑 年度 香号 構 内 座 標 所 属 調 査 名 称
掘 削 深 度

(m)
造成土厚

(m)
槻 要 文献

l 1983 13 教 育 附属中学校新営 40～ 50 ンル ト層中 1

2 1997 教 育 附属小  中学校他 囲障改修工事 12 079 CL-1lmで近世水田層、溝 1条

<三朝地区 :福 呂遺跡>
総合

番号
年度 番号 構 内 座 標 所属 調 査 名 称

掘 削 深 度

(m)
造成上厚

(m)
概 要 文献

4 固
実験研究棟新営 に伴 う電気埋設管

路工事

Gと -10mで 中世包含層は東 に向かい上

昇
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付  表

付表 3 埋蔵文化財調査研究センター収蔵遺物概要 (2009年度現在 )

所 属 種類 調査名 地区名
絶 数 (1箱 :約 30リ ッ トル ) 備     考

(主要時期 特殊遺物 )

文 献
総数 土 器 石 器 木器 * 種子 * その他 サンブル出

医病 発掘 鹿田第 1次調査 (外来診療棟 ) 536 l
弥生 中期 ～中 近世、木製短 甲
人面線刻土器 ガラス津等

7

鹿田第 2次調査 (NMR CT室 ) 45 4 弥生後期～中世、田舟 木簡等

医 短 鹿田第 3次調査 校舎 ) 646 18 5 古代～中世、石帯

鹿岡第 4次調査 配管 ) 4 2 ! 古代、鹿角製品

医 病 鹿田第 5次調査 管理棟 ) 117 6 弥生後期～中 近世

ア
鹿田第 6次調査

(ア イツ トープ総合センター )

05 1 中世 、青銅製枕

医 鹿田第 7次調査 (基礎医学棟 ) 783 72 13 1 4 弥生～近世、猿形木製品

医 鹿田第 8次調査 (RI治療棟 ) 10 弥生～中世

医 病 鹿田第 9次調査 (病棟 I期 ) 9 2 弥生～近世、木簡 3点

医 病 鹿田第10次調査 (共 同滞 ) 2 2 古代～近世

医病 鹿田第11次調査 (病 棟 I期 ) 4 2 2 弥生～近世、木簡 1点

医
鹿田第12次調査

(エ ネルギーセ ンター )

147 l 弥生～近世、櫛 61

医 病 鹿田第13次調査 (総合教育研究棟 ) 弥生～近世 71

医 病 鹿田第14次調査 (病 棟 I期 ) 3 9 中世 ～近世

医
鹿田第15次調査

(総合教育研究棟関連 )

3 3 占墳初頭 中世

医 病
鹿田第16次調査

(立体駐車場エ レベーター他)

1 1 弥生～近世

医
鹿田第17次調査

(総合研究棟 (医 学系 ))
4 8 1 弥生～近世 87

医 病 鹿田第18汰調査 (中 央診療棟関連 ) 弥生～近世

医 病 鹿田第19次調査 (歯学部渡 り廊下 ) 1 4 234
弥生後期～近世、壺棺、線刻土器、

蹄脚硯

医 病
鹿田第20次 調査

(中 央診療棟 共同溝 )

300 4 弥生後期～近世、本簡、曲物 本紀要

全 津島岡大第 1次調査 (NPl) 5 4 弥生中期～古代 3

農
津島岡大第 2次調査

(鳥学部合併処理槽 配管 )

15 15 4 弥生早期～弥生前期 4

学 生 津島岡大第 3次調査 (男 子学生寮 ) 55 15 2 10
縄文後期～古墳初頭、古代～近 世

石製指輪、蛇頭状土器片

津島岡大第 4次調査 (屋 内運動場 ) 1 1

弥生早期～弥生前期 <試掘調査遺

物を含む> 6

大 自
津島岡大第 5汰調査

(大学院自然科学研究科棟 )

3 1 8 2
縄文後期～古墳、古代～近世、耳
栓 木製櫛 (縄文 )、 堅果類

工
津島岡大第 6次調査

(生物応用工学科棟 )

1 9 6
縄文後期～近世、人形木器、アン
ペラ、人形土製品

工
津島岡大第 7次調査

(情報工学科棟 )

1 縄文後期～近世

全
津島岡大第 8次調査

(遺伝子実験施設 )

11 ユ 縄文後期～近世

工
津島岡大第 9次調査

(生体機能応用工学科 )

3 15 縄文後期～近世

全
津島岡大第10次調査

(保健管理センター )

80 7 2 弥生前期～近世

津島岡大第11次調査

(総合情報処理センター)

3 2 縄文後期～近世

津島岡大第12次調査 (図 書館 ) 4] 1 縄文後期～近世

津島岡大第13次調査

(福利厚生施設北 )

12 縄文後期 古墳前期 中世

津島岡大第14次調査

(福利厚生施設南 )

13 12 1 弥生 ～古墳

津島岡大第15次調査
(サ テライトベンチャービジネスラ
ボラトリー)

14 10 24
縄文後期～中世、縄 文後期 弥生

早期遺物、アンペ ラ、堅呆類

農葉 津島岡大第16次調査 (動物実験棟 ) 縄文後期 弥生～中世

環
津島岡大第17次調査

(環境理工学部校舎 I期 )

11 12 縄文後期～近世 77

全
津島岡大第18次調査

(南福利ポンブ槽 )

1 1 縄文後期～近世

理
津島岡大第19次調査
(コ ラボレーション センター)

1 4 2 3 縄文後期～近世

環
津島岡大第20次調査

(環境理工学部ポンプ槽 )

1 1 縄文後期～近世

工
津島同大第21次 調査

(工学部エ レベーター)

7 5 2 縄文中期～近世
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付  表

所 属 種 類 調査名 地区名
箱 数 (1箱 :約 30リ ッ トル) 備 考

(主要時期 特殊遺物 )

文 献
総 数 土 器 石 器 木器 * 種子 * その他 サンブ,レ *

環 発掘
津島岡大第22次調査

(環境理工学部校舎 Ⅱ期 )

4 3 1 3
縄文後期～近世、古代堰部材、曲
げ物

文法経 津島岡大第23次調査 (総合研究棟 ) 2 8 縄文後期～近世、杭 (縄文 )、 石棒

文法経
津島岡大第24次 調査

(総合研究棟渡 り廊 下)

! 1 縫文後期～近世 、杭 (縄文 )

農
津島岡大第25次調査

(農 学部散水施設 )

03 01 中 近世 61

事
津島岡大遣跡第26次調査

(事務局本部棟 )

5 I 縄文後期～近世

事
辞島岡大遺跡第27次調査

(創 立五十周年記念館 )

15 1 縄文中期～近 世

工
津島 Fnl大遺跡第28次調査

(自 然科学系総合研究棟 )

17 2 縄文後期～近 世 71

農
津島岡大追跡第29次調査

(農学部共同溝 )

21 2 01 縄文後期～近世

イ
津島同大遺跡第30次調査

(岡 山大 インキュベータ)

372 縄文後期～近世

生
津島岡大第31次 調査

(福利厚生施設東棟 )

8 7 1 l 縄文後期～近世

教育
津島岡大第32次調査

(教育学部会U道 場 )

14 3 縄文後期～近世 本紀要

固 福呂遺跡第 1次調査 (実験研究棟 ) 9 1 縄文早期 弥生中期 中世

固
福呂遺跡第 2次調査

(実験研究棟スロープ)

21 2 中 l■ ～近世 55

医 病
堀

認

試

確
鹿田 (駐車場 ) 1 1 弥生～中世 5

学生 津島北 (男 子学生寮 ) 1 縄文後期～弥生前期

大 自 津島北 (自 然科学研究科棟 ) 1 1 縄文後期～弥生前期 6

事 津島土生 (外国人宿舎 ) ユ l 縄文～中世 8

理 津島北 (身 障者用エ レベーター ) 中 近世

教 養 津島南 (身 障者用エ レベーター) 07 07 縄文  中世

工 津島北 (校舎 ) 1 1 組文～近世 11

農葉 津島南 (動物 遺伝子実験施設 ) 07 07 縄文～弥生、中 近世

事 津島南 (国 際交流会館 ) 中世

太 自 津島北 (合併処理槽 ) 02 中 近世 14

学 生 津島南 (学生合宿所 ) 中 世

教育 津島北 身障者用エ レベ_夕
) 縄 文

図 津島北 (図 書館 ) 古墳～中世

学生 津島南 学生合宿所ポ ンプ槽 ) 縄文～中世

資 生 倉敷 (資源生物科学研究所 ) 近 世

ア 鹿 田 (ア イツ トー プ総合セ ンター ) 1 1 中世～近世

事 津島北 福利厚生施設 ) 05 弥生 ?～ 中世

団辰 津島南 (動物実験施設 ) 縄文 ?～近世

環 津島北 環境理工 I期 )

工 津島北 システムエ学科棟 )

教育 東山 (附属小学校校舎 ) 11 I 87

全 立会 83年 度 2 2 分銅形土製品 1

84年度 1 1 2

85年 度 1 と 3

86年 度 6

♂年度

分布 89年 度三朝 本島 14

全 立会 91年 度92年 度 21  25

93年度～99年 度

00年 度 3 3

02年 度 6 弥生早期土器、中世、礎石 71

03年度 2 2

04年 度 1 1

05年 度 1] t

06年 度 11 と 87

07年 度

08年度 1 1

09年度 本紀要

総 箱 数 3848 9 26163 188 7 387 5 22 1 3
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付 表

付表4 埋蔵文化財調査室刊行物

番号 名 称 発行年月日

1 岡山大学構内追跡調査研究年報 1 1983年 度 1985年 2月

2 岡山大学構内遺跡調査研究年報 2 1984年 度 1985年 3月

3 岡山大学津島地区小橋法目黒遺跡 (AW14区 )の発掘調査 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第 1集 1985年 5月

4
岡山大学津島地区構内遺跡発掘調査報告 I(農学部構内BH13区他)岡 山大学構内遺跡発掘調査報

告 第2冊
1986年 3月

5 岡山大学構内遺跡調査研究年報 3 1985年度 1987年 3月

6 岡山大学構内遺跡調査研究年報 4 1986年度 1987年 10月

付表5 埋蔵文化財調査研究センター刊行物 (2010年 3月 末まで)

番号 名 称 発行年月日

7 鹿田遺跡 I 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第 3冊 1988年 3月

8 岡山大学構内遺跡調査研究年報 5 1987年 度 1988年 10月

9 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第 1号 1988年 10月

鹿田遺跡Ⅱ 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第 4冊 1990年 3月

l 岡山大学構内遺跡調査研究年報 6 1988年 度 1989年 10月

2 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第 2号 1989年 8月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第 3号 1990年 2月

4 岡山大学構内遺跡調査研究年報 7 1989年度 1990年■月

5 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第 4号 1990年 7月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第 5号 1991年 3月

7 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第 6号 1991年 8月

岡山大学構内遺跡調査研究年報 8 1990年 度 1991年 12月

津島岡大遺跡3 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第 5冊 1992年 3月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第 7号 1992年 3月

岡山大学構内遺跡調査研究年報 9 1991年 度 1992年 12月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第8号 1992年 8月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第9号 1993年 3月

鹿田遺跡3 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第 6冊 1993年 3月

岡山大学構内遣跡調査研究年報 10 1992年 度 1993年 12月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第10号 1993年 11月

津島岡大遺跡4 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第 7冊 1994年 3月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第11号 1994年 3月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第12号 1994年 10月

岡山大学構内遺跡調査研究年報 ■ 1993年 度 1995年 2月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第13号 1995年 3月

津島岡大遺跡5  岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第 8冊 1995年 3月

岡山大学構内遺跡調査研究年報 12 1994年 度 1995年 12月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第14号 1995年 10月

津島岡大遺跡6 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第 9冊 1995年 12月

津島岡大遺跡7 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第10冊 1996年 2月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第15号 1996年 3月

岡山大学構内遺跡調査研究年報 13 1995年度 1996年 10月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第16号 1996年 10月

鹿田遺跡4 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第11冊 1997年 3月

津島岡大遺跡8 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第12冊 1997年 3月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第17号 1997年 3月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第18号 1997年 9月

岡山大学構内遺跡調査研究年報 14 1996年 度 1997年 11月

今、よみがえる古代 岡山大学埋蔵文化財調査研究センターの10年 1997年 11月

津島岡大遺跡9 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第13冊 1997年 12月

津島岡大遺跡10 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第14冊 1998年 3月

-69-



付 表

番号 名 称 発行年月日

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第19号 1998年 3月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第20号 1998年 10月

岡山大学構内遺跡調査研究年報 15 1997年度 1999年 1月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第21号 1999年 3月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第22号 1999年 9月

岡山大学構内遺跡調査研究年報 16 1998年度 2000今11月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第23号 2000年 3月

福呂遺跡 I 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第15冊 2000年 3月

岡山大学構内遺跡調査研究年報 17 1999年度 2000年 8月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第24号 2000年 9月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター自己評価・外部評価報告書 2000年 12月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第25号 2001年 3月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第26号 2001年 8月

岡山大学構内遺跡調査研究年報 18 2000年 度 2001年 10月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第27号 2002年 3月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第28号 2002年 9月

津島岡大遺跡11 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第16冊 2003年 3月

津島岡大遺跡12 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第17冊 2003年 3月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター紀要 2001 2003年 3月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第29号 2003年 3月

津島岡大遺跡13 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第18冊 2003年 5月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第30号 2003年 8月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第31号 2004年 2月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター紀要 2002 2004年 3月

津島岡大遺跡14 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第19冊 2004年 3月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第32号 2004年 9月

74 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター紀要 2003 2004年 12月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第33号 2005年 3月

津島岡大遺跡15 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第20冊 2005年 3月

津島岡大遺跡16 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第21冊 2005年 3月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第34号 2005年 10月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第35号 2006年 3月

津島岡大遺跡17 岡山大幸構内遺跡発掘調査報告 第22冊 2006年 3月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター紀要 2004 2006年 3月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第36号 2006年 10月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター紀要 2005 2007年 3月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第37号 2007年 3月

鹿田遺跡5 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第23冊 2007年 3月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第38号 2007年 10月

津島岡大遺跡18 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第24冊 2008年 3月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター紀要 2006 2008年 3月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センターの20年  一自然と人間、地中に埋もれた命の対話― 2008年 3月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第39号 2008年 3月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第40号 2008年 9月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター紀要 2007 2008年 12月

津島岡大遺跡19 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第25冊 2009年 3月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第41号 2009年 3月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター紀要 2008 2010年 2月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第42号 2010年 2月

岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第43号 2010年 3月
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l 津島lXl大遺跡 (縄文中期～近世)

2「RttH中 (日 立Fl山 病院)選跡

(縄文～近世)

3 白壁奥遺跡 (占 墳後期)(製鉄)

4 /● 高住宅団地内遺跡 llT(古墳他 )

(製鉄遺跡群を含む)

5 佐良池古lA群 (古墳後期 )

6 1mP鉢池占墳群 (占墳後期 )

7 奥池占墳洋 (古墳後期 )

8 ダイミ山古墳 (古墳中期?)

9 津島束 3丁 日第 1地点

(弥 生 古lFl)

10 宿古Jlt辞 (古墳前期 後期 )

H 片山古竣 (古墳前期 )

12 鳥山城跡 (戦 日)

13 とつ坑墳墓 古墳群

(弥 生～古IA)

14 都月坂墳墓 占墳群

(弥 生～古lA)

15 半田山城 (戦日)

16 11島 紀居遺跡 (古 墳～室町)

17 お塚 (様 )古ナA(古墳中期 )

18 洋膨束遺跡 (紀文～室]1)

19 朝寝鼻貝塚 (縄 支前～後期 )

拗 ―木松古墳 (古 墳中期)

21 不動よ古墳

22 妙見山城跡 (戦国)

23 鎌Ⅲ遺跡 (弥生他 )

24 津島新野遺跡 (弥 ■ )

25 津島江道造跡 (縄文～近 ll)

26 北方長岡遺跡 (弥 生～近世)

27 神官寺山古墳 (占 墳前期 )

28 背陵占墳 (占墳前期 )

29 石井廃寺 (奈 良?～ 室町)

30 津倉古墳 (吉墳前期 )

31 妙林寺遣跡 (孫 生 )

32 ヒ伊福西遺跡 尾針Fl社南還跡

(弥生～平安 )

33 津島遺跡 (弥 ■～近世)

34 北方下沼遣跡 (弥生～室町)

35 北方横 E「l遺 跡 (弥上～生町)

36 北方中lII担跡 (殊生～室町)

37 北方地蔵遺跡 (弥 生～近世)

38 北方荻ノ内遣跡 (弥 ■～近世t)

39 北方 ヒ沼過跡他 (弥 生～近世)

40 上伊1属 遺跡 伊福定日前遺跡

(弥 生～近世)

41 上伊棉週跡 (弥 ナL 古墳 )

42 絵図遺跡 (林 ■～平安 )

43 朽方過跡他 (弥 生～近世)

44 広瀬週跡 (琳 生)

45 L伊 福 (立 花)述跡 (弥生～室 Fll)

46 大供本町選跡 (古 代～近世)

47 11t十 日本町遣跡 (鎌 倉～室町 ?)

48 鹿団 (県 立岡山病院)遺跡

(平 安～鎌倉 )

49 腿田遺跡 (弥 生～近世)

「DO 岡山城跡 (室 町～近世り

51 天瀬遺跡 (弥上～近世)

52 新道遺跡 (奈良～近世 )

53 二日市遺跡 (弥生～近世)

54 竜ノロ山頂古墳群 (古墳後期 )

55 湯迪古墳群 (古 墳前期)

備前革塚古墳 (古 墳前期 )

唐人塚吉増 (占墳後期 )

賞μ廃寺 (飛 鳥～室町)

百問川二の荒手追跡 (近 世)

中島遺跡 (中 鳥城跡)

(鎌 倉～近世)

宮市遺跡 (鎌 倉～近世 )

国長遺跡 (平 安～近世)

天神河原遺跡 (弥生～室町)

備前日府関連遺跡

備前国庁跡 (余史～平安)

備前日府推定地 (南 LI長 )遺跡

(弥 生～鎌倉)

市古市場遺跡 (奈良～平安 )

北口遺跡

ハガ(高 島小)遺跡 (奈 良～室町)

中井 南三反‖世跡 古墳群

(株生～室町)

馳 75 雄lll遺 跡 (縄文晩期～平安 )

76 乙多見遺跡 (弥生 )

77 赤田束遺跡 P/1遺跡

(弥 生～室 Hl)

78 閲世跡 (弥■)

79 百問川遺跡群 (縄文～近世)

80 百問川原尾島遺跡

(縄文中期末～近世 )

81 百間川沢Ы遺跡

(縄文中期～近 II)

82 4問 川兼泰遣跡 (株生～室町)

83 百間川今谷遺跡 (弥 ■～古墳 )

8488 操山古墳群 (占 墳後期 )

85 妙禅寺城跡 (付曳日)

86 操 11彦 19号 批跡 (旧 石器)

87 金蔵山古墳 (古 壇中jIJl)

89 網浜廃寺 (飛 鳥～平安)

90 網浜茶白山号墳 (古 墳前期 )

91 操山103;墳 (古 墳前期 )

92 湊茶臼山古lA(古墳前期)

６７

６８

∞

７０

71 原尾島遺跡 (弥 /4～ 室町)

2 赤Ⅲ PH遺 跡 (弥生～室lB)

陶 幡多廃寺 (飛鳥～平安)

付図 1 津島岡大遺跡・鹿田遺跡とその周辺の遺跡
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付  図

<津島北地区>

陸上競技場

m

―土生地区―

<津島南地区>

|

発掘調査

立会調査

試掘・確認調査

牲_________―|=空坐型翌上_______――壬∵
m

付図2 2008年度までの調査地点 【1ユ ー津島地区―

※番号は付表 2の総合番号に対応する。
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付  図

0       (S=1/2′ 500)     100m吻     発掘調査

目     試掘・確認調査

■ ●  立会調査

※番号は付表 2の総合番号に対応する。

付図3 2008年度までの調査地点 【2】 一鹿田地区一
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付  図

③ヽ

目

■

発掘調査地点

試掘・確認調査地′点

立会調査地点

付図4 2008年度までの調査地点 【3】

一三朝地区―

封

坐す__輩
=聖

隼型翌上__坐Ч
m

付図5 2008年度までの調査地点 【4】

―東山地区―

‐U― |   ゝ

付図6 2008年度までの調査地点 【5】

―倉敷地区―

Ⅳ③

嘲
　　・

彙TM川「/ラ子
2

m 
日立会調査地′点
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